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「お二人とも、今日は何でもお好きなものを頼たのんで下さいねっ！」

　お洒落しやれな雰ふん囲い気きのレストランにて。

　早乙女さおとめさんは、俺と生い駒こま先生に笑え顔がおで店のメニューを渡わたしてきた。

「あ、い、いいんですか？　え、えーっと……」

「私、この手ごねハンバーグってのが食べたいわ！」

　動どう揺ようする俺とは対照的に、生駒先生は遠えん慮りよなく好きなメニューを選ぶ。




　今日は、俺と生駒先生の合作読み切りが連れん載さいを勝ち取ることができたので、そのお祝いにと、担当編集者の早乙女さんが俺たちを食事に連れてきてくれたのだ。




　約一年前、俺は富ふ士じ見み社しやに原げん稿こうを持ち込んだのがきっかけで、『萌もえ系』漫まん画が家かの生駒アギト先生のアシスタントをすることになり、それから彼女とコンビを組んで『ラブコメバトル』漫画を描かくことになった。思い起こせば。それが全すべての始まりだった。

　初めて二人で描いた読み切りが読者アンケートでいい結果を出せなかったり、生駒先生と喧けん嘩かしてコンビ解消の危機に陥おちいったり、アシスタントのエミリちゃんが一度辞やめてしまったり……と、様々な問題が起きたが、たくさんの壁かべを乗り越こえて、俺たちは雑誌『プリティードラゴン』のレース『プリティードラゴンカップ』にて、他の漫画家の作品を抑おさえ見事グランプリを勝ち取ることができ、念願の連載権を獲かく得とくした。

　そこで俺は生駒先生と共に、『アニメ化目指して頑がん張ばろう』と誓ちかい合った。




「それでは、かんぱーい！　お二人とも、本当におめでとうございますっ！　私も、お二人の担当編集者としてとっても嬉うれしいです！　これから、人気連載になれるよう三人で力を合わせて頑張りましょうねっ！」

「はい！　ありがとうございます！」

　早乙女さんも、本当に俺たちによくしてくれたよなあ……。仕事のことになるとすごく厳しい人に変わる彼女だけど、厳しいながらもいつも全力で俺たちをサポートしてくれた。

　しかし今日の早乙女さんは、いつにも増して穏おだやかで柔やわらかい雰囲気だ。仕事モードのドＳで厳しい彼女とはまるで別人みたいだ。

　彼女はお酒を飲んでいるので、そのせいもあるのかもしれない。顔が赤らんでいるので、そこそこ酔よっているみたいだ。

「私、お手洗いに行ってくるわ」

　生駒先生がトイレヘ行くために席を立つと、一時的に、早乙女さんと二人きりになる。

　そういえば、早乙女さんと二人きりで話すのって、一年前、初めて富士見社に原稿を持ち込んだとき以来だなあ……。

　あのときは、なんて怖こわい人だろうって思ったっけ。

「と、こ、ろ、で、君きみ島じま君」

「……えっ!?」

　突とつ然ぜん早乙女さんが俺に顔を近づけて、小声で話し掛かけてきたのでびっくりした。

　あれ、もしかして早乙女さん、俺が思ってる以上に酔っ払ぱらってる？　一体なんだろう……近くで話されてドキドキしてしまう。

「あれから……生駒さんとえっちなことしてませんよね？」

「ぶっ!?」

　俺は飲んでいたウーロン茶を噴ふき出しそうになる。

「な、何言ってるんですかぁ!?」

「お二人がいつの間にかどんどん親密になってるようなので、心配なのですよぉ。実は、漫画の相あい方かたという以外でも深い仲になってるんじゃないか、って。ただでさえ、若い男女が、密室で長時間二人きりですし……。お泊とまり禁止は守ってくれているようですが……」

「そんなこと、あるわけないじゃないですか！　原稿執筆中はアシスタントの子がいることが多いですし、二人きりでも別に何もありません！　し、仕事なんですから、そんな気分になったりしませんし！」

「そう……ですか。それは安心しましたぁ。君島君って、なんというか……お若いのにしっかりされてますよねえ。あんなに可愛かわいい生駒さんと長時間密室で二人きりなのに、一いつ切さい何もしないだなんて……」

「い、いやそんな……」

　何かしようもんなら、する前に生駒先生に絞しめ殺される気がしますが……。

「……もしかして、他に彼女とかいらっしゃるんですか？」

「!?　か、彼女!?　いないですよそんなもん！」

「あらぁ、そうなんですか？」

「さ、早乙女さんの方こそ……いらっしゃるんじゃないですか？　その、彼氏とか……」

　思わず勢いで聞き返してしまったが……しまった、こういう質問ってセクハラになったりするのか？

「………………」

「……えっ!?」

　俺の言葉を聞いた早乙女さんが、突然暗い表情になって遠い目をしている。

「……ふ、ふふふ……彼氏ですか……何それおいしいの？」

「えっ、さ、早乙女さん!?」

「そんなもの、いるわけないじゃないですかぁっ！　生まれて二十四年間一人もいたことありませんよぉっ！」

「え!?　そうなんですか……!?」

　突然の投げやりなカミングアウトに俺は動揺する。早乙女さんって二十四歳だったんだ……。いや、それより……今まで一度も彼氏できたことないだなんて、意外すぎる。アイドルみたいに童顔で可愛くて、その上スタイル抜ばつ群ぐんだなんて男受けバッチリな要素を併あわせ持ってるっていうのに……。

「う、やっぱり……ドン引きしてます？　まずい……ですよね!?　この年で年ねん齢れいイコール彼氏いない歴、だなんて……。彼氏ってどうやったらできるんでしょう!?」

　早乙女さんは涙なみだ目めになって、俺の肩かたを摑つかんで揺ゆさぶってきた。

「え、ええと……俺に聞かれても……」

　そんなこと俺に言ってくるだなんて……やばいな、やっぱりこの人相当酔っ払ってるな？

「ちょっとあんた……何早乙女さん泣かしてんのよっ!?」

　気が付くと、トイレから戻もどってきた生駒先生が俺たちの様子を見て啞あ然ぜんとしていた。

「え!?　いや、ち、違ちがうって！」

「生駒さ～～～～ん！　どうやったら彼氏ってできるんですかあぁ～!?」

「はあ!?　ちょっ、何の話!?」

　今度は早乙女さんが生駒先生に泣きつき、さすがの生駒先生もそんな早乙女さんに動揺していた。いつもの厳しい早乙女さんと同一人物とは思えないな……。




　そんなこんなで最後はグダグダになったが、食事会は終しゆう了りようした。何より驚おどろいたのは、早乙女さんがあの状態でこれから出版社に戻って仕事をする、と言い出したことだ。

　出版社へ向かう早乙女さんと駅で別れ、俺と生駒先生は同じ方向の電車に乗る。

「あのさ生駒先生、その後……」
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「……！」

　電車の空席に二人で座り、俺が生駒先生に話し掛けようとすると、生駒先生がギロリと俺を睨にらんだ。

「生駒先生？」

「あっ……」

　やべ、またやっちまった……。

　先日、生駒先生に『これからは下の名前で呼び合いましょう』というようなことを言われて、気をつけてはいるのだが……どうしても今までの癖くせで『生駒先生』と呼んでしまう。

「じゃなかった、その、えっと……、ま、茉まつ莉り…………ちゃん」

「！」

　何度か、呼び捨てで『茉莉』と呼ぼうと試みたのだが、今まで先生と呼んでいた相手に急にそんな馴なれ馴なれしい呼び方をするなんてなかなか慣れず……咄とつ嗟さに、『ちゃん』を付けて呼んでしまった。だけど、これはこれでなんだか恥はずかしい。彼女の方もそうなのか、少し頰ほおを赤らめている。

「あ、あんたが……そう呼びたいなら、別にそれでいいけど……」

　生駒先生……じゃなかった、茉莉ちゃんは、頰を赤らめたまま、俺の方を見ずに恥ずかしそうに言った。

「あ、うん……。その、茉莉ちゃん……その後、お母さんとはどう？」

『プリティードラゴンカップ』でグランプリを獲とった後、俺は茉莉ちゃんを連れて彼女の実家へと行き、今まで漫画家という仕事を反対していた彼女のお母さんに、茉莉ちゃんが今後も漫画家を続けることを認めてくれるよう頼み込んだ。

　最初は反対し続けていたが、説得の甲か斐いあって最終的にはなんとかお母さんは折れてくれ、漫画家という仕事を認めてくれたのだ。

　俺はその後二人の仲がどうなっているのか気になっていた。

「……あれから……メールでやり取りしただけだけど、身体からだに気をつけて頑張りなさい、って言ってくれてるわ」

「そっか……。うん、なら良かった」

　茉莉ちゃんの言葉に、俺はホッとする。

「あの、君島く……じゃない、泉せん……。その、あのとき言ってたことなんだけど……。あれは、あなた、本気で……」

　茉莉ちゃんが何かを言いかけたところで、俺が乗り換かえる駅に到とう着ちやくしてしまった。

「え……？　あ、やべ！　俺ここで降りなきゃ。じゃあ茉莉ちゃん、また！」

「……！　フン……。はいはい、じゃあね」

　茉莉ちゃんは少しむっとした表情で俺を見送った。何を言おうとしたんだろう……。

　まあ、また今度仕事場で聞けばいいか。どっちにしろ、新連れん載さいの打ち合わせでまたすぐに会う予定になってるしな。

　それにしても、茉莉ちゃんのお母さんはどうやら本当に漫画のことを認めてくれたみたいだなあ。本当に良かった。

　強ごう引いんなやり方だったが、真しん剣けんに頼たのんでみて良かった……と、心から安あん堵どする。







　翌日、週明けの月曜日。

「えっ……じゃあグランプリ獲れたの!?」

「マジかよ！　良かったなー泉！」

　休み時間、俺がクラスの友人である香こう月づきみなせと橋はし本もと巧たくみに、俺がコンビを組んでいる相方と描いた漫画で『プリティードラゴンカップ』のグランプリを獲ることができたと報告したところ、二人は驚き喜んでくれた。

　ちなみに、『プリドラカップ』にエントリーした俺たちの漫画が雑誌やウェブサイトに掲けい載さいされた際、二人はそれぞれ読んで好意的な感想を俺に告げてくれた。また、公式ウェブサイトから俺たちの作品に投票もしてくれたようだ。

「じゃあいよいよ、『BATTLE IDOL!』が連載になるんだね！」

「ああ、うん。そうなるね。詳くわしいことはこれから決めていく感じだけど……」

「わーマジ楽しみ～っ！　ねーねー、『BATTLE IDOL!』が連載になったら、読み切りのとき出てきた妹系アイドルの『みみる』たんの出番増やしてよ！　もうダブルヒロインくらいにして欲しいんだけど！　あの子貧ひん乳にゆうロリで超ちようあざとかわいいよー！」

「え!?　あ、あはは……検討しとくよ」

　みなせの言葉に、俺は苦笑いで返す。みなせってこんなイマドキの見た目なのにロリコンだからなあ……。

『みみる』か……。ロリキャラは手て堅がたいから出しておいた方がいいだろう程度の軽い気持ちで出しただけだから、今後の出番とか一切考えてなかったな……。

「俺は、ラブコメとかサービスとかあんまりいらねえから、もっとバトルシーン増やして欲しいな！　それも、全然ぬるくないガチなやつ！　あんな可愛い女キャラたちが血だらけになって本気でバトルしてるとかアツいし面おも白しろいと思うんだよなー！」

「は、ははは……まあ、それも検討しとくよ……」

　橋本の言葉にも、俺は苦笑いを返す。全く、お前ら好き放題言いやがって。完全に自分の好みで言ってるだけじゃねえか！　……いや、勿もち論ろん俺たちの漫まん画がを応おう援えんして期待してくれてるってのが分かるから、嬉うれしいんだけどさ……。




　それから二日後の水曜日。

　俺と茉莉ちゃんは打ち合わせのために『富士見社』へと来ていた。

　今日は、早乙女さんと新連載『BATTLE IDOL!』の第一話の内容と、今後どのように展開していくかを話し合うことになっていた。

「第一話は、大体は読み切りの流れで大だい丈じよう夫ぶだけど、続くことを前提に展開を描かき換えてもらうわ。二話以降への引きも作らなくちゃならないし。それと、今後の展開についてだけど、二人ともどういう風にしていきたいか考えてある？」

　仕事モードの早乙女さんは厳しい表情で俺たちに尋たずねる。

「あ……まだはっきりとは……」

「私もぼんやりとしか考えてないわ」

「……！　ちょっと二人とも、念願の連載だっていうのにそんなことでどうするのよ！　てっきり明確なヴィジョンがもう頭の中にあるのかと思っていたのに……！」

　早乙女さんは憤ふん慨がいした様子で厳しい口調で俺たちに注意した。おお、怖こえぇ……！　先日酔よっ払ぱらって泣きついてきた人と同一人物とはとてもじゃないが思えないぞ……。

「「す、すみません……」」

　思わず、俺と茉莉ちゃんの謝罪の言葉がハモってしまう。

「とにかく、物語の大筋はあくまで『バトルアイドル』としてのアイドル活動。つまり、バトルやライブを重ねてアイドルとして成長していく過程ね。それと同じくらい大事なのがラブコメ要素。読み切りの時点じゃヒロインの『七な々な瀬せ』がメインで、他は脇わき役やくとしてライバルアイドルの『みみる』が出て来た程度だったけど、今後の展開ではもっとサブヒロインを増やしましょう。主人公……『トウマ』が女装した男であることは、勿論『七々瀬』以外には隠かくすけど、別の女キャラにバレてフラグを立てるような展開もいいと思うわ。勿論、メインはメインヒロインの『七々瀬』だから、『七々瀬』と『トウマ』がアイドル活動を通じて距きよ離りを縮めるっていうシーンが最も重要よ」

　俺と茉莉ちゃんは早乙女さんの言葉をひたすらメモり、今後の展開のプロットと第一話のネームが完成し次第早乙女さんにメールで送るということになった。

「あ、あの……一つ気になってたので最初に聞いておきたいんですが……」

　ある程度話がまとまったところで、俺が口を挟はさむ。

「君島君、何かしら？」

「その……この作品が打ち切りになるときって、どうやって決まるんですか？」

「……！」

「ちょっ……何言ってんのよ君島君!?　縁えん起ぎでもないっ！」

「ご、ごめん……」

　茉莉ちゃんが驚いた様子で俺をたしなめる。だけど、どうしてもこれだけは最初に聞いておきたかったのだ。

　何が何でも打ち切りだけは避さけたいと、連載が始まる前から俺は強く思っていた。

「やっぱり、『プリドラ』の巻末についてるアンケートですかね？」

　俺たちが連載を始める萌もえ系漫画月刊誌『プリティードラゴン』には、毎号巻末に読者アンケートのハガキが付いてくる。そこには毎月しっかり、『今月号で面白かった作品を上から三つ教えて下さい』という内容があるのだ。やはり、某ぼう大手週刊少年漫画誌のように『プリドラ』もアンケート至上主義なのだろうか。

「……そうね。最初にそれを話しておくのもいいかもしれないわ。そんなこと連載が始まる前から聞いてきたの、あなたが初めてだけどね、君島君」

　早乙女さんはフッと笑ってから、真剣な表情になって話し始める。

「確かにアンケート至上主義の雑誌もあるわ。だけど、うちはそうじゃない。『プリドラ』が一番重視しているのは、コミックスの売り上げよ。アンケート結果が良くても、コミックスの売り上げが悪かったら打ち切りになることもあるわ」

「……！　そ、そう……なんですか……」

　早乙女さんの言葉に、そういえば茉莉ちゃんの前回の連載作品『ＹＡＭＯＭＥガール』が打ち切りになったのは、コミックスの売り上げが良くなかったことが原因だと聞いたことを思い出した。そうか……『プリドラ』は、アンケートの結果よりもコミックスの売り上げ重視なのか……。

「雑誌掲載時に人気が出れば、必然的にコミックスの売り上げも良くなるはずよ。まずは『プリドラ』でいい評価が得られるよう頑がん張ばりましょう」

「……！　は、はい……！」




「まったく……最初からあんなこと聞いてどうするつもりよ。下ばかり見たって仕方ないでしょ。私たちが目指してるのはもっと上……アニメ化なんだから！　その話、もう忘れたわけじゃないわよね!?」

『富士見社』での打ち合わせからの帰り道、茉莉ちゃんは厳しい表情で俺に言う。

「勿論覚えてるって！　アニメ化目指してるからこそ、人気が出る前に打ち切りなんかになったらたまんないじゃん」

「まあ、それはそうだけど……」

　俺たちは早さつ速そく二人で打ち合わせをするために、茉莉ちゃんの仕事場のマンションへと向かっていた。エレベーターで三階に辿たどり着き、いつもの仕事場の扉とびらに目をやると……そこには、誰だれかが立っていた。

「え……杏あん璃りっ!?」

　茉莉ちゃんが驚おどろいた様子で声を上げる。一いつ瞬しゆん誰だっけ……と思ったが、姿を見てすぐに思い出した。そこにいたのは、小学生くらいの小さな女の子。茉莉ちゃんの妹の杏璃ちゃんだ。

「姉さん、お帰りなさい」

「杏璃!?　なんでここにいるの!?」

「母さんが、姉さんに渡わたして欲しいって、これ。母さんが作った日持ちする食事。冷蔵庫で保存して三日以内に食べるように、って」

　杏璃ちゃんは無表情のまま落ち着いた様子で淡たん々たんと話すと、茉莉ちゃんにビニール袋ぶくろを渡した。相変わらず、変に冷静で大人びているというか、小学生らしくないよなあ……。外見は、茉莉ちゃんに瓜うり二ふたつでめちゃくちゃ可愛かわいいんだけど。

「ああ、そう……わざわざありがとう。来るなら連れん絡らくくれれば良かったのに。結構待ったんじゃないの？　せっかくだから上がっていくでしょ？　杏璃が私の仕事場に来るの久しぶりだし」

　茉莉ちゃんが杏璃ちゃんに柔やわらかい表情を向けて言いながら、玄げん関かんの鍵かぎを開ける。

　茉莉ちゃん、小さい頃ころから親おや御ごさんに優ゆう秀しゆうな妹である杏璃ちゃんと比べられ続けて、杏璃ちゃんにコンプレックスを抱いだいてるんじゃないかって思ってたけど……杏璃ちゃんに対してはそれなりにちゃんとお姉さんしてるというか、優やさしい態度で接するんだなあ。

「……えっと、その……」

　一方で、杏璃ちゃんは茉莉ちゃんの言葉になぜか戸と惑まどっている様子だ。……なぜか、俺の方をチラチラと見ている。

　もしかして、俺がいるから家に上がるのを戸惑っているのだろうか。そりゃあそうだよなあ、こんなに小さい子だったら、よく知りもしない年上の男がいたら怖おじ気けづいてしまうだろう。

「……？　何してんのよ、ほら、入って」

　茉莉ちゃんが扉を開けて、戸惑っている杏璃ちゃんの背中を押してマンションの部屋の中へ入れた。

「ちょっと洗せん濯たく物もの取り込んでくるから待ってて。あ、飲み物とか適当に飲んでていいから」

　茉莉ちゃんは杏璃ちゃんから受け取った、お母さん手作りのご飯を冷蔵庫に入れてから、そう言ってリビングを出て行った。

　とりあえず俺は言われたとおり冷蔵庫からお茶を取り出して、杏璃ちゃんの分と自分の分、一応茉莉ちゃんの分も注ぐ。

　俺と杏璃ちゃんはソファーに並んで座っているのだが……杏璃ちゃんは、俺から大きく距離をとって、ソファーの端はしの方に座っていた。

　この距離は、一体……？　高校生なんて小学生からしたら大人同然だし、緊きん張ちようしているのだろうか。

「…………」

　き、気まずい……。小学生の子供なんかと普ふ段だん話さないから、何を話したらいいのか全然分からないぞ。

「えっと……杏璃ちゃんは、すごく勉強ができるんだってね？　お、俺、全然勉強得意じゃないから尊敬するよ」

「……いえ、別に」

　杏璃ちゃんは、俺の方を向かず、表情も変えずにそう答えた。もしかして俺、あんまり好かれていないのだろうか。いや、でも緊張しているだけかもしれないしな。

「ふ、普段家でたくさん勉強してるの？」

　とりあえず少しでも打ち解けてもらおうと、引き続き話し掛かけてみる。

「はい」

「ど、どれくらいしてるのかな？」

「……家と塾じゆくとを合わせたら、少ない日でも三時間以上は」

「えぇっ!?　す、すごいね！　俺、中学の時テスト前でそれくらいだったよ！　今なんかテスト前ですらほとんどしないときもあるし……」

「……別に、それが日課なので」

　相変わらず、無表情のまま、俺を見ずに素っ気なく答える杏璃ちゃん。これ……やっぱり、どう見ても嫌きらわれてる、よなあ……。それか、ものすごく人見知りする子なのか？

「勉強、好きなの？」

「…………。好きというか……嫌いではないです。テストでいい点数をとれば、母さんも喜んでくれるので」

　お母さんのため、か……。健けな気げだなあ……。

「そ、そっか……。勉強の他に、何か好きなこととかないの？」

「…………。特に……」

「ほら、テレビとか、アニメとか、漫まん画がとか……」

「基本的には、母さんにテレビもアニメも漫画も禁止されているのでほとんど観ません。特に……姉さんの部屋にある漫画は絶対読んではダメだと言われているので」

「……そ、そうなんだ……」

　やっぱり茉莉ちゃんのお母さんって、すごく厳しいんだなあ……。子供の頃から漫画を読ませてくれたうちの親とは大おお違ちがいだ。

　しかし、茉莉ちゃんの部屋にある漫画は絶対読んじゃダメ、って……それ、絶対萌え系とかエロ系だよな？　確かに、小学生には絶対読ませない方がいいだろう。

「あーでも、漫画も、息いき抜ぬきに読むと面おも白しろいよ！　お姉さんの部屋にある漫画は置いといて……色々、勉強になるような漫画とかもあるしさ！」

「……そうなのですか……。勉強……」

　杏璃ちゃんは初めて俺の方を少しだけ向くと、真しん剣けんな顔で俺の言葉を聞いていた。

「……あっ」

　次の瞬間、杏璃ちゃんが声を上げた。見ると、杏璃ちゃんは飲んでいたお茶を自身のスカートの上に零こぼしてしまっていた。

「わ、大変だ！」

　俺は慌あわててキッチンへ向かい、布ふ巾きんを手にとって杏璃ちゃんのもとへと戻もどる。杏璃ちゃんのスカートの上を拭ふこうとすると、杏璃ちゃんは俺の手から布巾を奪うばい取った。

「…………じ、自分で……できるので……」

「あ……ご、ごめん！」

　杏璃ちゃんは一瞬俺を睨にらみ付けてから、自身のスカートを拭く。

　そ、そりゃあそうだよなあ……いくら子供だと言ったって、それくらいできるよな。スカートの上拭こうとするだなんて、身体からだを触さわろうとしていてキモい、とか思われたかもしれない。この大人しい子が、あんな風に布巾を奪い取って、俺を睨み付けるだなんて……俺にスカートを拭かれるのがよっぽど嫌いやだったのだろう。悪いことをしてしまった……。

「お待たせ」

　そこで、茉莉ちゃんがリビングへと戻ってきた。と同時に、なぜか杏璃ちゃんがその場から立ち上がった。

「用件も終わったので、ボクは帰ります」

　ボク……杏璃ちゃんって、女の子なのに自分のことボクって呼ぶのか。小学生のうちだと、そういう子も結構いたりしたっけかなあ。

「え……!?　もう帰るの!?　もう少しゆっくりしてけばいいじゃない。今お菓か子し出してあげるわよ？」

「勉強しなくちゃならないし……」

「そ、そう……？」

　茉莉ちゃんが途と中ちゆうまで送ろうとしていたが、杏璃ちゃんは一人で帰れると言い断った。

　杏璃ちゃんがあんな風に急に帰るって言い出したのって、やっぱり……俺のせいだよな？　俺と話しているとき、遠くに座るし顔は見ないし不ふ機き嫌げんそうだし、確実に俺に対して苦手意識持ってそうだったもんなあ……。

　その上、最後セクハラまがいなことまでしようとしてしまったし、あのおじさんキモい！　なんて思われたかも……。

「急にどうしたのかしら……。なんか今日の杏璃変だったわ。クールなのはいつものことだけど、いつもはもっと可愛げあるのに、いつになく無愛想だし……機嫌悪かったのかしら」

「お、俺がいたからじゃないのかな……」

「でも、普段は知らない大人相手にも一いつ切さい物怖じしない子なんだけど……」

「そうなんだ？　じゃあ俺、嫌われてるかも……」

「えっ!?　あんた、杏璃に何かしたわけ!?」

「いや、そ、そういうわけじゃないけど……」

　思い返せば、最初から俺のこと嫌っているかのような態度だったもんなあ。何が原因だったんだろう。そもそも、生理的に受け付けないとか？

　あとは、漫画の相あい方かただから、杏璃ちゃんよりも俺の方が茉莉ちゃんと一いつ緒しよにいる時間が長いだろうから、お姉さんが取られてしまったようで嫉しつ妬としてるとか……？

　何にせよ、嫌われてるんだとしたらショックだなあ……。別に元々子供に好かれるようなタイプではないけどさ。




　それから茉莉ちゃんの仕事場で今後の『BATTLE IDOL!』の展開について話し合う。今後の展開についてお互たがいに意見を出し合った。

「じゃあ、これを読みやすいようにまとめて早乙女にメールで送っておくわ」

「うん、宜よろしく！　あとは、一話目のネーム描かかないとね」

　次の打ち合わせでネームを描き起こすことにして、打ち合わせの日にちを決めて、その日は解散になった。




　その日家に帰って部屋で漫画を読んでいると、携けい帯たいに見知らぬ番号から電話がかかってきた。

「誰だれだこれ……」

　怖こわいので出ないでいたところ、暫しばらくしたら鳴り止やんだのだが、またすぐに同じ番号からかかってくる。こんなにしつこいってことは知り合いか……？　と思い、着信ボタンを押して電話に出た。

「もしもし……」

「もしもし、俺だけど！」

　いや、誰だよ。

　聞き覚えのない男の声に動どう揺ようする。これはもしかしてオレオレ詐さ欺ぎ……じゃない、今、母さん助けて詐欺とかいうんだっけ？　俺、誰の母さんでもないけど……。

「久しぶり～！　いやー電話出てくれて良かったっすよ！」

「え、いやあの……誰ですか？」

　若い男の声なので友達か誰かか？　とも思ったが、振ふり込め詐欺の電話をかけてくるのも基本若い男だよな。

「えーっちょっと、暫く会ってないからって忘れちゃったんすか!?　俺だよ！　芹せり沢ざわ暁あき人と！　同期でデビューしたじゃん！」

　芹沢……ああ、あいつか！　俺と同じ新人賞で大賞獲とってデビューした、同い年の！　去年の『富士見社』のパーティー以来会ってないから突とつ然ぜん電話かかってくるなんてすごくびっくりした……っていうか。

「なんで俺の携帯番号知ってんの!?」

「え、去年のパーティーで番号とLINE交こう換かんしたじゃん！　覚えてないんすか!?」

「え……マ、マジで？」

　全然覚えてない……。そういえば、去年のパーティーのとき、俺間違えて酒飲んじゃって酔よっ払ぱらってたんだよなあ……。それで芹沢に喧けん嘩か売ったんだった……。その後なぜか打ち解けて、こいつと結構話したような気がする。酔ってて記き憶おくが曖あい昧まいだけど、番号まで交換してたのか……。

「っていうか、俺からの電話って分からなかったってことは、俺の番号も教えたのに登録してくれてなかったんすね……君島先生……」

「うっ……ああ、悪い……って、なんで俺の本名を!?」

　確か、ペンネームしか教えてなかったような気がするのだが？

「それもパーティーのとき教えてくれたじゃないっすか……本当に何も覚えてないんすね……」

「う……あのとき相当酔っ払ってたからさ……」

「まあ、暫く連れん絡らくしなかったから忘れられてても仕方ないっすけど。本当はもっと早く連絡したかったけど、お互いある程度進歩があってから連絡した方がいいかなって思って」

「え……？」

　進歩って、漫画の、だよな？　こいつ、一応俺のことライバルだと認めてるんだっけ？

「ほら、お互い良きライバルとして、互いを励はげみにしつつも、敢あえて会ったり電話したりはせずにメールだけで励まし合おう、って誓ちかい合ったじゃないっすか！」

「えっマジで!?　俺……そんなどっかの漫まん画が家かモノ漫画で聞いたことあるような約束したの!?　しかも好きな女の子とじゃなくて男と!?」

「あはは、流石さすがにそれは噓うそっすけど～」

　噓かよ！

「まあその話は置いておいて、本題なんすけど……」

　今までのは全部前置きだったのかよ……。

「君島先生、グランプリおめでとうございます。これで晴れて連れん載さい始まるんすね～！」

「え……し、知ってたのか？」

「そりゃあライバルの動向はちゃんとチェックしてますから。あれから担当さんに君島先生の状じよう況きよう聞きまくってたし」

　そうだったのか……。じゃあ芹沢は、俺たちの漫画がグランプリを獲ったことを知って電話をかけてきたのか。

「『プリドラカップ』にエントリーされてた漫画も全部読んだんすけど、君島先生たちの漫画が一番良かったっすよ。君島先生、一人で描くより合作の方が俄が然ぜんレベル上がりますね。相方の人が優ゆう秀しゆうなんすかね？」

「なっ……!?　た、確かに相方は優秀だけど……俺だって、デビュー作の時に比べたら大分成長してるはずだし……！」

　くっ……そうだ、こいつこういう奴やつだった！　失礼なことを無神経にズケズケと……！

「そういうお前はどうなんだよ!?　あのとき、もうドラゴン本誌での連載に向けて動いてるとかでかい口叩たたいてたけど……」

「あれ？　君島先生、ドラゴン本誌読んでないんすか？」

「え？　ああ、好きな漫画だけコミックスで読んでて、本誌の方は追えてないけど……」

「俺、来月から連載始まりますよ。今月発売の号にもう予告は載のってるっす」

「なっ……えぇぇえ!?」

　ドラゴン本誌で連載……本当に始まっちまうのかよ……！

「君島先生は連載、いつから始まるんすか？」

「五月末発売の『プリドラ』七月号からだけど……」

「じゃあ、ここからが本当の勝負っすね！」

「あ、ああ……そうだな」

「期待してますから……ガッカリさせないで下さいね」

　今までヘラヘラしてたくせに急に真しん剣けんな声になって奴は言うので、その言葉が俺の心に刺ささる。チッ……どこまでも上から目線で腹立つ奴だな……上等じゃねえか。

「……お、お前こそっ……大賞獲ってデビューしたくせにすぐ打ち切りとかなんじゃねえぞ！　来月のドラゴン読んで、つまんなかったら巻末アンケートの『つまらなかった作品』にお前の漫画のタイトル書いて送ってやるからな！」

「ははは、そうっすね。まあつまんないってことはありえないとは思いますけど」

　すげえ自信だな……。

「じゃ、君島先生、俺の番号今度こそちゃんと登録しといて下さいね」

「えっ……あ、ああ」

「漫画描かいてる仲間欲しかったんで、こういう話できて嬉うれしいっす！　また電話するんで、ちゃんと出て下さいよ」

　芹沢は最後にそう言って、電話を終えた。

　また電話かけてくる気かよ。人をムカつかせることばっかり言ってくるくせに、はた迷めい惑わくな野や郎ろうだな……。

　しかし、あいつは俺たちより一足先に連載開始、か……。しかも、『プリドラ』よりずっと売れてる『ドラゴン』本誌で……。やっぱり悔くやしい。

　俺たちも早く『プリドラ』で人気連載になれるよう頑がん張ばらなければ！　『プリドラ』での連載だって、『ドラゴン』本誌で連載のあいつの漫画に人気で勝ちたい！

　そのためにはやっぱりアニメ化……だよな。とりあえずまずは、最初でしっかり読者の心を摑つかめるように、完成度の高い一話目を描き上げなくては！







　その二日後に、俺と茉莉ちゃんは仕事場にて一話目のネームを描く約束をしていた。俺は授業が終わってすぐ、仕事場へと向かう。

「うわ、雨……!?」

　仕事場の最寄り駅に着いて、さっきまで降っていなかったのに雨が降り出していることに気付いた。今日俺は傘かさを持ってきていない。コンビニで買うのも金が勿もつ体たいないので、店の軒下などを通りながらなんとか走って仕事場まで向かう。雨は結構激しく、マンションに着くまでにびしょ濡ぬれになってしまった。

「お邪じや魔ましまーす……」

「ギャーッ!?　何その格好!?　あんたまさか……傘持ってなかったの!?」

　一応床ゆかが濡れないように玄げん関かんで靴くつ下しただけ脱ぬいでハンカチで全身を拭ふいてから家の中に上がったのだが、リビングの扉とびらを開けると、ソファーで寛くつろいでいた茉莉ちゃんが俺の姿を見て驚おどろいて騒さわいだ。彼女の隣となりには、妹の杏璃ちゃんが行ぎよう儀ぎ良く座って本を読んでいた。

　今日も来ていたのか……。杏璃ちゃんは一いつ瞬しゆん俺を見たが、すぐに目を逸そらした。ううん……やっぱり俺、嫌きらわれてるみたいだなあ……。

　茉莉ちゃんは呆あきれた様子で俺にタオルを投げつける。

「うん、傘忘れて……」

「信じらんない！　そんな格好じゃ仕事になんないから先にお風ふ呂ろ入りなさいよ」

　茉莉ちゃんに促うながされ、風呂を借りることとなった。全身びしょ濡れで気持ち悪かったのでとても助かった……。全すべて服を脱いで浴室へ入る。

　年末に一度風呂を借りたので、仕事場の風呂に入るのは二回目だが……なんだか妙みようにドキドキしてしまうなあ。ここで毎日茉莉ちゃんは身体からだを洗ったり頭を洗ったりしているわけで……も、勿もち論ろん、全ぜん裸らで……。

　って俺、何想像してんだよ！　さっさとシャワーを浴びて風呂から出て、仕事を始めないと！

　俺がそう思いながらシャワーを浴びていたその時、俺の背後にあるはずの浴室の扉が開く音が、シャワーの音に紛まぎれて僅わずかに聞こえた。

　えっ……なんで浴室の扉が!?　ま、まさか……茉莉ちゃん!?

『ついでだから、私も一いつ緒しよに入っちゃおうかなって思って……』

　なんて言いながら恥はずかしそうに全裸で浴室に入ってくる茉莉ちゃんの姿を一瞬想像してしまったが、すぐにそんなことあるわけないだろうと思い直す。じゃあ一体、なんで浴室の扉が……!?




「…………!?」




　扉の方へ振り向いて、俺は驚きのあまり声を上げることすらできなかった。




　そこには、一糸まとわぬ姿の……幼女がいた。




　長い髪かみを下ろし、恥ずかしそうに頰ほおを赤らめつつも……自らの身体を手で隠かくすことをしていないので、白い肌はだ、小さな胸の膨ふくらみ、成長途と中ちゆうの身体の全てが、俺の目にはっきりと映っていた。

「え、えと……杏璃……ちゃん？」

　そう……そこにいたのは、紛まぎれもなく茉莉ちゃんの妹の、杏璃ちゃんだった。

「ちょ、ちょっと……何で入って来てんの!?」

　これが五歳児くらいだったら、入って来ちゃったのかぁ、仕方ないなあ……なんて思えるものだが、杏璃ちゃんはおそらく小学校高学年くらいだと思われる。何も考えずに入って来るにはおかしい年ねん齢れいだ。

「背中を、お流ししようかと思って……」

「はあぁ!?　ちょ、ちょっと……」

　恥ずかしそうに、さっぱりわけが分からないことを言いながら、杏璃ちゃんは俺の方へと近付いて来る。
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「何考えてんの!?　出て！　出て！」

「……嬉しくない、ですか？」

「……えっ!?」

「男の人は、こういうことをすると喜ぶものなのかと……」

　杏璃ちゃんは少し残念そうな顔になって、上目遣いで俺をじっと見つめる。

「な、なな……な……!?」

　俺は彼女のセリフに益々混乱状態に陥おちいった。とりあえず一いつ旦たん落ち着こうとシャワーを止める。

「あのねえ、どういうことなのか分かんないけど、こんなことしちゃダメだって！」

「ちょっと泉ーっ!?　何一人でお風呂で騒いでんのよ!?　さっさと出て来て仕事始めたいっていうのに……」

　そこで、風呂の外から茉莉ちゃんの訝いぶかしげな声が聞こえてきた。

「やっやばい！　この状況が茉莉ちゃんにバレたら……！」

　とにかく二人で風呂から出て早く服を着ないと……そう思った俺は、浴室の扉の方へと向かう。しかし、あまりに慌あわてていたためか、浴室の床に足を滑すべらせてしまい……。

「うわっ!?」

「……！」

　バランスを崩くずして、俺は前のめりに床に倒たおれた。床に頭をぶつけてしまい、ガンッという鈍にぶい音が浴室に響ひびいた。

「いって……」

「ちょっと何!?　今変な音したけど……開けるわよ!?」

　茉莉ちゃんがドタドタと風呂場まで近付いて来る足音が聞こえたと思ったら、そんなセリフと共に浴室の扉が勢いよく開けられる。

「泉、大だい丈じよう……、……!?」

「いててて……」

　俺が起き上がろうと床に手をつくと……俺の身体の真下には、杏璃ちゃんが倒れていた。俺が倒れた際、すぐ近くにいた杏璃ちゃんの上に乗っかってしまったらしい。つまり……俺が裸はだかの杏璃ちゃんを押し倒しているかのような体勢になっていて……。

「ちょっ……な、な……な……あ、あん……」

　気付くと、茉莉ちゃんが俺たちを見て真っ青な顔になっており、怒いかりのあまりか動どう揺ようのあまりかうまく言葉を発することもできないでいる。

「え!?　あ、これはその……」

「なんで裸の杏璃を押し倒してっ……!?　あ、あんたまさか無理矢理杏璃を襲おそって……!?」

「はあ!?　そんなことするわけな……」




「この変態ロリコン犯罪者がぁ────っ！」




　茉莉ちゃんの絶ぜつ叫きようが、キーンと痛くなるくらい俺の耳を劈つんざいたのだった。




「……じゃあ、あんたが風呂に入ってるところに杏璃が裸で入って来て、慌てたあんたが風呂から出ようとしたときに滑って転んでああいう体勢になってただけ……っていうの？」

　あの後、俺と杏璃ちゃんは身体を拭いてから服を着て、ソファーで足を組んでわなわなと怒りに震ふるえている茉莉ちゃんの前で正座していた。

「だから、そうだって言ってるだろ！」

「そんなこと信じられると思ってんのぉ!?　うちの杏璃が……そんなことするわけないじゃないっ！　杏璃はクラスの男子にも一いつ切さい興味ない超ちよう真ま面じ目めな子なのよっ!?　その杏璃が……は、は、裸で風呂に入ってくるなんて……寝ね言ごとは寝て言いなさいよっ！　ま、まさかあんたが、ロリペドクズ野郎だったなんて……」

「だから違ちがうってば！」

「姉さんの持っている漫まん画がでは……女性が好きな男性にこういう方法でアプローチしていました。だからそういうものなのだと思って実じつ践せんしてみたのですが」

「……っ!?」

　そこで、杏璃ちゃんが茉莉ちゃんに対して淡たん々たんとそんなことを述べた。

　……って、茉莉ちゃんの漫画は読むなってお母さんに言われてるから一切読んでないんじゃなかったのかよ!?　もしや……この間俺が「漫画も勉強になるよ」なんて言ってしまったから、読んじゃったのか!?　勉強するところ間違ってんだろ！

　……ん？　っていうか……好きな男性、って言ったのか？　それって……。

「な……!?　杏璃、漫画なんて全然興味なさそうだったのに、私の漫画なんて読んでたの!?　いつの間に!?　いや、っていうかそれより……」

　茉莉ちゃんは焦あせった様子で俺の方をチラッと見てから、

「好きな男性……!?　杏璃あんた……せ、泉のことが……好きだって言ったの、今!?」

　茉莉ちゃんの言葉に、杏璃ちゃんは……ポッと頰を赤く染める。

「このっ……うちの杏璃をたぶらかしてぇぇ！　やっぱりロリペドクズ野郎じゃない！」

「い、いやいや！　だって、俺と杏璃ちゃんって会ったのまだ三回目だよ!?　この間初めて口を利きいたくらいだし、何かの間違いなんじゃ……」

「お、お兄さんは……ボクの理想の人です」

「……っ!?」

　俺の言葉を遮さえぎって、杏璃ちゃんが口を開いた。彼女の方を見ると……頰を紅潮させて目を輝かがやかせて俺の方をじっと見つめていた。

　お兄さんって……俺!?　理想の人、って……俺、別に杏璃ちゃんからそんな風に思われることした覚えないんだが……。むしろ、この間の様子じゃあ嫌われているんだろうと思ってたのに……。

「母さんをあんなに熱く説得してくれて……おかげで姉さんは堂々と漫まん画がが描かけるようになりました。妹としても……お兄さんには感謝しています」

　杏璃ちゃんは少しだけ柔やわらかい表情になって、俺に告げた。

「え……じゃあ杏璃、あのときの話聞いてたの!?」

　俺が茉莉ちゃんのお母さんを説得している間、杏璃ちゃんはお母さんに言われて部屋に戻もどっていたのかと思っていたが……どこかで俺たちの話を聞いていた、のか……。

　それを聞いて俺に感謝するだなんて……杏璃ちゃんって、姉思いなんだなあ。なんてよくできた妹なのだろう。まだ小学生だっていうのに……。

「あのとき、姉さんが漫画家として成功できなかったら、お兄さんと結けつ婚こんする、というお話になっていましたが……もしそうならなかった場合、ボクと結婚して欲しいです」

「ぶっ!?」

「ちょ、杏璃……何言ってるのよぉぉぉ!?　あんた、自分が何言ってるか分かってんの!?　せ、泉のどこがいいっていうのよ!?　あんた男の子には全然興味持てないって前に言ってたじゃない！」

「さっきも言いましたが……お兄さんは、男らしくて、熱くて、ボクの理想の男の人です。見た目も……その、かっこいい、です。クラスの男子みたいな子供っぽい生き物とはまるで違います」

「し、信じらんない……あの堅かた物ぶつな杏璃が、こんなにうっとりとした表情で泉のことを語るなんて……！」

　俺だって信じられない。女の子にここまで好意を向けられたのは初めてだが、それがまさかこんな小さな女の子からだなんて……。

「せ、泉……！　あんたはどう……なのよ」

「え!?」

「さっき一緒にお風ふ呂ろに入って……その、あ、あ、杏璃に……まさか興奮したりしたんじゃないでしょうねえ……!?　杏璃はまだ子供だとはいえこんなに可愛かわいいし……」

　興奮……？　先ほどの出来事を思い返す。

　自分がシャワーを浴びている最中に、全ぜん裸らの女の子が浴室に入ってくる、だなんて勿もち論ろん初めての経験で、男からしたら理想のシチュエーションなのかもしれないけど……。

　いやいや、正直興奮とかは一切ないな、マジで。あと五歳年上だったらともかく、杏璃ちゃんはまだ身長も体型も年相応で子供すぎるので、せいぜい妹としてしか見ることができない。

「杏璃ちゃん……気持ちは嬉うれしいけど、女の子があんなことしちゃダメだよ。それにまだ若いんだから。俺みたいなおじさんじゃなくてさ、同じ学年の男の子と愛を育はぐくんだ方が……」

　さすがに本当のことを言って杏璃ちゃんの好意を無下にするのは気が引けたので、俺は諭さとすように杏璃ちゃんにそう言った。

「…………」

「フンッ……あんたにもまだ少なからず理性は残ってたみたいね」

　理性って……俺は本心を伝えたまでなんだが……。だってそうだろ。小学生なんて、いくら可愛くたって恋れん愛あい対象として見ることなんてできるわけがない。

「子供扱あつかい、ですか……ボクがあそこまで身体からだを張って頑がん張ばったのに、全然靡なびいてくれないなんて……」

　杏璃ちゃんは基本的に表情が乏とぼしいのだが、このときは少しだけ眉み間けんに皺しわを寄せてムッとした表情になっていた。

「まあいい、です……。勉強と同じで、困難な方が……燃えます。ボク、こんなことじゃ簡単に諦あきらめないですから……覚かく悟ごしといて下さい」

　杏璃ちゃんは口元だけでにやっと笑う。

「えぇっ!?」

「ちょ、何言ってんのよ杏璃！　こんな男……ど、どこがそんなにいいのよっ!?　やめておきなさいよ！」

　茉莉ちゃんの言葉に少しイラッとしつつも、確かに俺の一体どこがいいのだろう……と共感してしまったので何も反論できなかった。

　杏璃ちゃんは自分の荷物をまとめて、「遅おそくなると母さんが心配するので今日はこれで帰ります」と言い残し、マンションを出て行った。

「はあ……なんか最近杏璃がやたら仕事場に来たがってると思ったら、まさかこういうことだったなんて……」

　茉莉ちゃんは疲つかれた様子でため息をつきながらソファーに寄りかかった。

「もうあんなことは絶対やめなさいって後で強く言って聞かせないと……。あんた……分かってると思うけど、少しでも杏璃に手を出そうもんならタダじゃおかないからね!?」

「いや……杏璃ちゃんのことは子供としてしか見られないから、そんな心配いらないって……」

「……ふうん……。な、ならいいけど……」

　なんでそんなに俺に信用が置けないんだよ……。

「……っ！」

　茉莉ちゃんが、俺と目が合った瞬しゆん間かんなぜか一瞬で顔を赤くさせた。

「え……？」

「そうだ……わ、私……さ、さっき……」

　すぐに俺から目を逸そらして、ブツブツと何かを呟つぶやいている。何かを思い出しているようだが……。

「なんであんな……見たくもないもの見せられなくちゃいけないわけっ!?　汚けがらわしい！　最悪！　立派なセクハラじゃないっ！」

「え……？　あ、ああ……！」

　茉莉ちゃんが立ち上がって真っ赤な顔になって俺に文句を言ってきたので、一体何のことかと思ったが……そ、そうだ……さっき、俺思いっきり茉莉ちゃんに全裸見られたよな!?

「って、何がセクハラだよ！　セクハラはそっちだろ！　勝手に風呂の扉とびら開けてきて……」

「あんたがお風呂で騒さわいでるから、何かあったのかと思って心配して見に行ってあげたんでしょ!?」

　茉莉ちゃんは文句を言い続けながらも、俺の目を見ようとしない。どうやら本気で恥はずかしがっているようだ。いや、見られたのは俺だし、よっぽどこっちの方が恥ずかしいんだけど……。

　けど、こういうことで恥ずかしがるなんて……一応少しは女の子らしいところもあるんだなあ……。

　そこでインターフォンが鳴り、アシスタントのエミリちゃんが仕事場へとやってきた。エミリちゃんに会うのは……確か、俺たちの漫画が『プリドラ』でグランプリを獲とって、連れん載さいが決まったとき以来だ。

「ちょっと二人とも、外にいても喧けん嘩かしてる声丸聞こえでしたけど……今日は何をそんなに騒いでるんですか？」

　呆あきれた様子で俺たちを見るエミリちゃん。

「エミリ!?　今日は特にアシの作業はないけど……」

「今自分で進めてる原げん稿こう、仕上げ作業やってるんで、ここでやらせてもらおうかなあと思って。二人とも、騒がしくされると作業の邪じや魔まなんで、喧嘩するなら静かに喧嘩してもらえます？　っていうか、わざわざ喧嘩するために仕事場に集まってるわけじゃないですよね？　仕事したらどうですか？」

　相変わらず、天使のような可愛い顔でドギツいことをずけずけと言ってくる俺たちのアシスタントである。

「ああ、うん……そうだね……」

　しかしそこで冷静になり、なんでこんなくだらないことで喧嘩していたのだろうという気分になる。エミリちゃんの言う通り、さっさと仕事を始めよう……そのために来てるんだから。

「チッ……エミリに言われなくても分かってるわよ。っていうか、仕事場使わせてあげてるのになんでそんなに偉えらそうなのよ！」

「茉莉ちゃんも、いつまでも騒いでないでもう仕事始めようよ」

「……!?　ま、茉莉ちゃん……？」

　俺が茉莉ちゃんを宥なだめようとそう言ったとき、なぜかエミリちゃんが少し驚おどろいた様子で俺を見た。

「…………。呼び方、変わったんですね……」

「え？　あ、ああ……」

「へえ、いつの間に……」

　エミリちゃんは無表情でそれだけ言うと、机に着いて自分の作業の準備をし始める。

　今まで俺はずっと茉莉ちゃんのこと『生駒先生』って呼んでたから、エミリちゃんも違い和わ感があるのだろうか……？




　それから俺と茉莉ちゃんは話し合いながら連載一話目のネームを描き上げる。エミリちゃんはひたすら自分の原稿の仕上げ作業を進めていた。

「あ、ちょっと今日中に買っときたいものあったんだった。出かけてくるわ」

　執筆中、茉莉ちゃんがそう言って席を立った。

「あ、うん……」

　茉莉ちゃんは出かける準備をして買いものに出た。俺とエミリちゃんは仕事部屋に二人きりになる。

　思えば、エミリちゃんの本ほん性しようをまだ知らない頃ころは、こんな可愛い子と密室に二人っきりってだけでドギマギしてたっけなあ……。

「この仕事場で君島さんと二人っきりって、なんだか久しぶりですね」

「……！　あ、うん……そうだね」

「君島さん、前にわたしに背景の描かき方とか色々教えてくれたとき……結構緊きん張ちようしてましたよね？」

「……えっ!?」

　どうやらエミリちゃんも同じことを思い出していたようだ。意地の悪い小こ悪あく魔ま的笑えみを浮うかべて俺を見てくる。っていうか、俺が緊張してるの気付いてたのか。なんだか恥ずかしい……。

「べ、別に……」

「くすっ……高校生なのに中学生相手にドキドキしちゃうとか、大だい丈じよう夫ぶですか？　下手したら犯罪ですよ？」

「い、いや、別にドキドキなんて……」

「まあ仕方ないですよね。相手がこのわたしみたいに何もかもが超ちよう絶ぜつ完かん璧ぺきな美少女だったら、ドキドキするなって言う方が難しいですからね！」

「…………は、ははは……」

　エミリちゃんは自信たっぷりに言うので、俺はもはや苦笑いで返すことしかできない。ここまで徹てつ底ていして自信過か剰じようだといっそ清すが々すがしいな！

「……って、ちょっ、流さないで下さいよ。わたしが痛い女みたいになっちゃうじゃないですか！」

「えっ……今の突つっ込こみ待ちだったの？　本心で言ってんのかと……」

「まあ本心ですし真実ですけどー……」

「は、はは……やっぱり……。……でもそういえば、最近は背景とか作画について教えてって言ってこなくなったよね。もううまく描けるようになったとか？」

「え、いえ……前よりは描けるようになりましたけど、まだ自信ないところもあります……」

「そうなんだ？　今自分の原稿やってるんだよね？　ちょっと見ていい？」

　最近エミリちゃんの原稿を見ていなかったから、どのくらい上達しているのか気になった。

「えっ……ちょっと君島さん、大丈夫ですかぁ～？　また至し近きん距きよ離りだとドキドキしちゃって教えるどころじゃなくなっちゃうんじゃないですかー？」

　俺がエミリちゃんの原稿を見ようとエミリちゃんの作業している机に近付くと、彼女は笑いながらまた俺をからかうようにそんなことを言ってきた。

「……！　おお、やっぱり相当上手うまくなってるねー！」

　俺はそんなエミリちゃんの発言にムッとしつつもスルーして、カーペットの上に置かれている小さめのテーブルで作業しているエミリちゃんの隣となりに座って、彼女の原稿を見る。全体的に、以前よりずっとレベルが上がっているように感じた。

「え……ほ、本当ですか!?」

「うん！　……ああでも、このコマの人物、ちょっと身体からだのデッサンおかしいかも」

「えっ!?　う、噓うそ！　どのへんがですか!?」

「えっと……お尻しりから太ももあたりかな。エミリちゃんさえ良ければ、上から正しい線描かこうか？」

　まだ下書きの段階だったので、今直せるところは少しでも直した方がいいと思い、お節せつ介かいかもしれないと思いつつ提案してみる。

「え……じゃあ、お願いします！」

　俺はエミリちゃんの絵の上から、シャーペンで軽く人体のあたりの線を描いた。

「うん……こんな感じかな？」

「……っ！」

　描き終えてエミリちゃんの方を見て話し掛かけると、エミリちゃんはびくっとして俺を見た。やべ、夢中になるあまり気付いていなかったが、結構距離が近い……。

「…………」

　エミリちゃんは、恥ずかしそうに顔を真っ赤にしたまま固まっている。

　お、おい……さっき自分で『至近距離だとドキドキしちゃって教えるどころじゃなくなっちゃうんじゃないですかー？』とか言って俺のことからかってきたくせに、自分の方が真っ赤になってるじゃんか……。エミリちゃんでも、こんな風に照れたりすることあるんだな……。さっき俺のことからかってきた人物とはまるで別人みたいな反応だ。

「あ、ご、ごめん」

　慌あわてて俺が少し離はなれると、エミリちゃんは俺から顔を背けた。

「セ……セクハラで訴うつたえます！」

「え!?　な、なんで!?　まだ何もしてないだろ!?」

「まだ……!?　ってことは、この後何かするつもりだったんですか!?」

「ち、違ちがうって！　俺は何も……」

　そっぽを向いたままだが、まだエミリちゃんの耳は赤くなっていた。

　そこで、茉莉ちゃんが買いものから帰ってきた。

「……っ!?　あ、あんたたち……何してんの!?」

　カーペットの上に二人並んで座っている俺たちを見て、茉莉ちゃんはぎょっとしている。

「い、いや……違うんだこれは……！」

　話すにしては距離が近いので、変に怪あやしまれる……！

「……き、君島さんに原稿見てもらってただけ、です……」

「……ふうん……」

　茉莉ちゃんはなんだかイマイチ納なつ得とくがいかなそうな返事をしたが、それ以上その件について何か言ってくることはなかった。




　それにしても……さっきは驚いたなあ。まさかエミリちゃんが、距離が近いってだけであんな風に真っ赤になるなんて……。突とつ然ぜんのことで驚いただけかもしれないけど。

[image: ]




　今日の分の仕事を終え、俺とエミリちゃんは茉莉ちゃんの仕事場を後にした。

「あ、あの、君島さん……そういえば、この間言ったことなんですけど……」

　二人で歩き出してすぐに、エミリちゃんが話し出す。なんだか緊張しているような様子だ。

「……？　この間……？」

　この間言ったこと……って、何のことだっけ。俺は思い出せず、エミリちゃんに聞き返す。

「……！」

　俺の言葉を聞いて、エミリちゃんは驚いた顔で俺を見た。

「え……ま、ま、まさか……わ、忘れてるんですか……!?」

　信じられないものを見るような表情で、エミリちゃんは言う。え!?　一体何のことだったっけ……本気で思い出せない。

　この間って言ったら、俺たちの連れん載さいが決まって、エミリちゃんが祝ってくれたときか？　……あ！　もしかして……。

「だ、だから……わ、わたしが……デートしてあげてもいい、って言った件ですよ！」

　そうだ、思い出した！　そんな話もあった。からかわれてるだけだと軽く受け取ったから忘れていた……。

「あ、ああ、うん……」

「～～～～っ！　そ、その件なんですけど！　あ、あれは……完全にその場のノリで言っただけですから！　本気じゃないですから！　それを言いたかっただけです！　ま、君島さんは忘れてたみたいなんで言う必要もなかったみたいですけど！」

　エミリちゃんは憤ふん慨がいした様子で一気に言った。

「……！　あ、そ、そう……そっか……」

　やっぱりからかわれてただけ、か……。ふう……あのときはちょっとドキッとしてしまったりしたけど、本気に受け取ったりしなくて良かったぜ、まったく……。




　それからなぜかエミリちゃんはとても機き嫌げんが悪くなり、全然俺と会話してくれなくなった。俺が忘れていたことに対してそんなに怒おこっているのだろうか？　どうせからかってただけのくせに……。






２









「よし、一話目のネームはこれで完成ね。じゃあ、もうこのまま原げん稿こうに入っていいわ」

　翌週の金曜日。

　あれから俺たちはネームを描き上げて早乙女さおとめさん宛あてにファックスを送り、少し直しが出たのでその部分を修正して、今日直接出版社へと見せに来た。早乙女さんのＯＫが出たので、いよいよ原稿に入ることとなる。

「じゃあ続いて、送ってもらった二話目のプロットについてね。『オーディションに合格してアイドル事務所に所属できた二人が、先せん輩ぱいアイドルユニットのイベントで、新人お披ひ露ろ目めという形で、初めてアイドルファンの前に立ち、挨あい拶さつする。……』悪くないけど、一気に地味になるのよね……」

　続いて、既すでに送っていた二話目のプロットの打ち合わせに入る。早乙女さんにいくつかだめ出しを食らい、こういう方向で直して欲しいという意見をメモった。

「二話目のプロットの直しは一話目の原稿が終わったらでいいから。まずは一話優先で進めて」

「はい、分かりました！」

「一話目の原稿の締しめ切りは、四月末よ。一ヶ月半もあるから十分すぎるくらいね。まあ一話目はすごく大事だから、時間をかけて丁てい寧ねいに仕上げて頂ちよう戴だい。早めに上がったら、二話目のネームを前まえ倒だおしで進めるのもいいと思うわ」

「はい！」

「ええ、分かったわ」

「じゃあ、特に何もなければ今日の打ち合わせはこれで終わりになるけど……」

「あ、あの……一つ聞いてもいいですか？」

　俺には今日、早乙女さんに聞いてみたいと思っていることがあった。

「君きみ島じま君、何かしら？」

「ちょっと、あんたまた何か余計なこと言うつもりじゃ……」

「いや、あの……直接作品のこととは関係ないんですけど……俺の同期でデビューした作家さんたちがその後どうなっているのか気になって……」

　先日芹せり沢ざわと電話で話して以降、俺は他の作家の動向が気になっていた。

「ああ……ええと確か、君島君と同期の作家さんは、大賞の一いちノの瀬せさんがもう今月の『ドラゴン』本誌で連載が始まってるはずよ」

「え、えぇっ……!?」

　一ノ瀬さん……あのゴスロリ引きこもり系女子か……。まさか、芹沢よりも先に連載が始まってるだなんて！

　今月のドラゴン、って言ったよな。帰りに買って帰ろう……。

「来月からは同じく大賞の芹沢君が新連載ね。どちらも若くして大賞を獲とったものだから、若手天才作家として二号連続で新連載を始めてプッシュして行こうとしてるみたい。少し編集部が売り出すのを急ぎすぎているような気もするけど……」

「な、なるほど……」

『ドラゴン』本誌で二号連続新連載、か……。やっぱり大賞の扱あつかいって相当いいんだなあ……。

「他の君島君の同期作家さんも、半分くらいは『ドラゴン』本誌か『プリドラ』に読み切りを掲けい載さいしてるわね。連載が始まるのはその二人くらいだけど。まあ、その二人のデビューしてから連載開始までの早さは異例と言っていいわ」

「そう……ですか。じゃあ、俺たちと『プリドラカップ』で競きそった作家さんたちは、その後どうなってますか？」

「ええと、そうね……確か八や雲くもムラサキさんは、グランプリこそ逃のがしたけど『プリドラカップ』での読者からの反応が良かったみたいだから、今度『プリドラ』に読み切りを掲載するために動いてるって言ってたわ」

　おお……八雲ムラサキさんの漫まん画がはすごく良かったし、是ぜ非ひとも頑がん張ばってもらいたい。『プリドラ』で連載が始まったりしたら、再び手て強ごわいライバルとなりそうだな。

「それから、羽は柴しばさんだけど……彼女はその後特に作品を描いているって話は聞かないわね。君島君と同期デビューの碧あおい君は、デビュー作のようなバトル漫画路線に戻もどって新作を練っているって言ってたわ」

「そう、ですか……」

　みんなそれぞれ頑張っているんだな……。でも、羽柴さんは今何も描いていないのか……。

　自分の作品に自信を持ってそうな人だったから、『プリドラカップ』で敗れたショックが大きいのかもしれないな。

　碧君は個人的にバトル漫画路線の方が合ってるだろうなと思っていたので、その路線に戻ってくれて嬉うれしく思う。




　他の作家の近きん況きようを聞けて満足したので、今日は打ち合わせを終えて帰ることとなった。早乙女さんと別れてエレベーターに乗り込む。一階に到とう着ちやくしてエレベーターを降りたところで。

「あっ……」

「あら……」

　見覚えのある、綺き麗れいな女性とはち合わせした。噂うわさをすればなんとやら……八雲ムラサキさんだ。去年のパーティーで会って以来だが、とても美人だったのでよく顔を覚えていた。

「確か……霧きり島しま理り人ひと先生に生い駒こまアギト先生。お久しぶりです。奇き遇ぐうですね」

「あ、はい！　お久しぶりです」

　俺たちのペンネームをフルネームで覚えてくれていたなんて……少し嬉しい。

「こっ、こんにちは！　お久しぶりですっ！」

　ふと隣となりを見ると……茉まつ莉りちゃんが目を輝かがやかせて、緊きん張ちようした様子で八雲さんに挨拶していた。

　そうだ、茉莉ちゃんって八雲さんが好みのタイプ（？）だったんだよなあ……。

「お二人とも、打ち合わせだったんですか？」

「あ、はい！　八雲さんもですか？」
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　ポーッとして八雲さんを見つめたまま何も言えなくなっている茉莉ちゃんの代わりに、俺が答えた。

「ええ、そうです」

「確か今、読み切りを『プリドラ』掲載に向けて動いてるって聞いたんですが……」

「ええ、そうなんです。よくご存じですね！　お二人の連載は、いつから開始されるんですか？」

「あ、五月末発売の七月号からです」

「そうでしたか。楽しみにしていますね」

　八雲さんは俺たちに向かってにっこりと微笑ほほえんだ。一度競い合ったライバル同士ではあるが、そう言ってもらえると嬉しいものだな……。

「私も、早くお二人に追いつけるよう……『プリドラ』で連載が持てるよう、頑張りたいと思います」

「……！　あ、はい……楽しみにしてますね！」

　そこで、俺たちは挨拶をして別れた。結局、その間茉莉ちゃんはほとんど言葉を発しなかった。俺たちは出版社を出て駅までの道程を歩く。

「八雲さん……久しぶりに見たけど美しかった……そしてあの素す晴ばらしいおっぱい……ほんと癒いやされるわぁ～！」

　お前はそれしかないのかよ!?　と思わず茉莉ちゃんに突つっ込こみたくなる。

　まあ、確かに……気持ちは分かるけどさ。

　美しいというのは勿もち論ろん、今日八雲さんはタートルネックの服を着ていたが、露ろ出しゆつ度どが少ないのにもかかわらず胸が大きいのが強調されていて、俺はそっちに目がいかないようにするのに必死だった。

「う、うん……そうだね……」

「……って、ちょっと……あんた、すっごい鼻の下伸のびてるけど……何思い出してたのよ!?」

　突とつ然ぜん、茉莉ちゃんがデレデレした顔から怖こわい顔になって俺を睨にらみつける。

「鼻の下伸びてるって、茉莉ちゃんに言われたくないよ！」

　やべ、俺も今鼻の下伸びてたのか……。

「ってことはもしや、あんたも今私と同じこと……あの八雲さんのおっぱいに顔を埋うずめたい、とか考えてたんじゃないの!?」

「はあぁ!?　いくらなんでもそこまで考えてないよ!?　ってか、茉莉ちゃんはそんなこと考えてたのかよ!?」

「あの柔やわらかそうなニットのタートルネックに顔を埋めた～い！　とか思ってたんでしょ!?　あ～もうこれだから嫌いやだわあんたって……出版社で発情しないでよね！」

「どっちがだよ!?　だから、俺は一いつ切さいそんなこと思ってないって……。相変わらず綺麗な人だな～、って思ってたくらいで……」

「…………チッ」

　俺の言葉に、茉莉ちゃんは何も返さない代わりに舌打ちをした。え、なんでそれすらもダメなんだよ!?

　彼女を見ると、いつもより一層目つきが悪くなって不ふ機き嫌げんそうな顔になっていた。俺が見ていることに気付くと、見てんじゃないわよ、とでも言いたげに睨みつけてから目を逸そらした。

　もう、何がそんなに気に食わないんだよ……。

「あ、そういえば……前から気になってたんだけど、茉莉ちゃん、早乙女さんに対してはそういうこと一切言わないよね。早乙女さんだってすごく綺麗だし、スタイルも抜ばつ群ぐんなのに……」

「え、ああ……ロリ巨きよ乳にゆうは邪じや道どう」

「……えっ!?」

　冷静に言い切った茉莉ちゃんの言葉を、俺は思わず聞き返す。ロリ巨乳？

「確かにおっぱいだけはナイスだけど、早乙女って年の割に超ちよう童顔だし背だって私より低いじゃない。私は大人っぽい美人で私より背が高い、お姉さんっぽい雰ふん囲い気きの人が好きなのよ」

「あ、ああ……そういうことか……巨乳ならなんでもいいってわけじゃないんだね」

「そりゃあそうよ！　人のことおっぱい星人みたいに言わないでくれる!?」

　いや、おっぱい星人には間ま違ちがいないだろ……。

「ついでに、早乙女は仕事モードのときドＳっぽいし、そこも激萎なえだわ！　私は甘やかしてくれる優やさしいダダ甘お姉さんが好きなんだもの！」

「へえ……そ、そっか……」

　そんなこと、堂々と言うことでもないだろ……と内心思いつつ、流した。巨乳好きにも色々いるってことか。まあ、自分で聞いておいてなんだけど、すげえどうでもいいな……。




　その日の帰り道、俺は本屋で『ドラゴン』本誌を買った。勿論、同期デビュー作家の一ノ瀬白しら雪ゆきの新連れん載さいをチェックするためだ。

「………………」

　内容としては、主人公のシスターの格好をしたエクソシストが、化け物と戦い、取り憑つかれた人を助ける……という、厨ちゆう二に要素の入った西洋風バトル漫画だった。

　デビュー作より一層画力が上がっていて、どのページを見ても洗練された、繊せん細さいで華はなやかなセンスのある画面に仕上がっていた。

　だがレベルアップしているのはそこだけではなく……デビュー作では少し分かりにくくて独りよがりな印象が強いストーリー構成だったのだが、今回の作品はより一いつ般ぱん向けになっているというか、分かりやすくキャッチーな内容になっていたことに驚おどろいた。

　正直、デビュー作のままだと好き嫌きらいが分かれやすい作品で大ヒットは難しいんじゃないかと思っていたが、この作品は十分一般受けしそうだ。デビューして担当編集者と作品を作ったから、大衆受けが狙ねらえる作品を作り上げることができたのだろう。

　失礼ながら……あの、全すべてのものに怯おびえていたコミュ障っぽい中学生の少女が、こんな素晴らしい作品を描かき上げるなんて、にわかには信じがたい。

　ついでに、次号予告のページも見た。確かにそこには『大型新人、新連載スタート』『芹沢暁あき人と』の文字があった。

　ああ、俺も早く二人に追いつきたい……！　という気持ちを強く嚙かみしめる。




　それから、すぐに俺たちは下書きの作業に取りかかることにした。

　再び、毎日学校帰りに茉莉ちゃんの仕事場に寄って仕事をする、という生活が始まる。

　その日も、俺は学校の帰りに仕事場へと立ち寄った。

　インターフォンを押しても誰だれも出なかったので、まだ茉莉ちゃんは学校から帰ってないのだろうと思い、預かっている合い鍵かぎで鍵を開けて玄げん関かんの扉とびらを開ける。

「……あれ？」

　だが、玄関で彼女がいつも学校に履はいていっているはずのローファーが目に入る。帰ってるのか？　インターフォンの音が聞こえなかったのだろうか。

　不思議に思いつつも玄関で靴くつを脱ぬいで家の中へと上がる。とりあえずリビングへ向かおうと廊ろう下かを歩いていると、

「いでっ!?」

　廊下の向かって右側にある扉が突然勢いよく開いて、俺の頭に直ちよく撃げきした。鋭するどい痛みが頭に走り、ぶつかった勢いで俺は尻しり餅もちをついてしまう。

「キャッ……!?」

　尻餅をついた拍ひよう子しに、俺の足が何かにぶつかってしまう。小さな悲鳴が聞こえたかと思うと、何かが俺の身体からだの上に倒たおれてきた。




「………………!?」




　尻餅をついた俺は、倒れてきた何かを受け止めようと右手を差し出したのだが……。

　今俺は、右手で茉莉ちゃんの右胸を思いっきり摑つかんでいた。それも……彼女は今、上も下も下着姿である。

　白いレースの下着の上から、俺は彼女の柔らかい胸を鷲わし摑づかみにしていて、下着越ごしに胸の感かん触しよくが伝わってくる。

　床ゆかに尻餅をついている俺の上には彼女が乗っかっており、俺の右太ももの上に茉莉ちゃんが跨またがっているような形になっていて……




「キャ……キャ──────ッ!?　ちょっ……は、離はなしてっ！」




「ご、ごごごめんっ！」

　つ、つまり……扉から出て来たのは茉莉ちゃんで、俺が転んだ際足がぶつかったのは茉莉ちゃんの足だったようだ。結果的に俺に蹴け飛とばされた茉莉ちゃんは、俺の上に倒れ込んできたみたいで……。
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　俺は慌あわてて胸から手を離し、茉莉ちゃんはすぐに俺の上から退どいて扉の奥へ逃にげ込み、勢いよく扉を閉めた。彼女が出て来たのは風ふ呂ろ場ばの脱だつ衣い所からで、どうやら風呂上がりだったようだ。

　俺はその光景を、尻餅をついた状態のままポカンと眺ながめていた。

「もう……ほんっとに信じらんないっ！　な、なんであんた勝手に入って来てんのよっ!?」

　扉の向こうから、激げき怒どしている彼女の声が聞こえてくる。

「か、勝手に入ってないよ！　インターフォン押したって！」

「噓うそっ!?」

「いや、本当に！　何も反応ないから茉莉ちゃんまだ帰ってないんだと思って……」

「……シャワーの音で聞こえなかったのかしら……なんか最近インターフォンの調子悪くて……あ～もう、ほんっとに最悪！　最悪最悪最悪っ！」

　未いまだに俺の右手には彼女の胸の感触が、太ももには乗っかっていた彼女のお尻しりの温ぬくもりが残っている。ああ、めちゃくちゃドキドキした……。

「ちょっと！　私の寝しん室しつのベッドの上にジャージあるから、それ持って来て！」

「え!?　あ、ああ……うん」

　言われた通り茉莉ちゃんの寝室へと行き、ベッドの上のジャージを探す。普ふ段だんこの部屋に入ることはあまりないのでドキドキしてしまう。

　すぐにＴシャツとジャージは見つかったので、それを持って風呂場の扉の前へと戻もどる。

「持って来たよ」

　俺の言葉に、風呂場の扉がほんの少しだけ開いて、中から手が出て来た。渡わたせということだろうと思い、ジャージを渡す。ジャージを摑むとすぐに扉は閉められた。

　やがて、ジャージを着た茉莉ちゃんが扉から出て来た。

　想像通り怒おこっているようでものすごい仏ぶつ頂ちよう面づらで、顔を赤くしていた。うっすら涙なみだぐんでさえいるような気がする。

「ご、ごめん……」

　そんな顔を見たら、本当に悪いことをしたという罪悪感が湧わいてきて、今一度謝った。

「……もういいっ。……別に、あんたが悪いわけじゃないし……」

「え……」

　茉莉ちゃんは俺と目を合わせないままそれだけ言うと、すぐにスタスタと歩き出した。どこへ行くのかと思ったら、仕事部屋へと入っていった。慌てて俺も後に続く。

　それから言葉少ななまま、俺たちは作業を始めた。

　何度も先ほどのことを思い出してしまい、恥はずかしくてあまり話し掛かけることができなかった。

　茉莉ちゃんの方も、ひたすら黙だまって作業をしていた。

「お疲つかれ様でーす」

　やがて、エミリちゃんがやってきた。まだ俺たちの原げん稿こうは下書きの段階で、彼女にしてもらう作業はないので、自分の原稿を進めに来たのだろうか。

「……お、お疲れー」

「…………」

　一いつ瞬しゆん目が合ったが、すぐにエミリちゃんの方から逸らされた。もしかして、まだ怒ってるんじゃあるまいな……？

「……。なんか空気重くないですか？　また喧けん嘩かでもしたんですか？」

「い、いや……そういうわけじゃ……」

「フン……」

「もー、いつもいつもほんっと飽あきないですねー」

　エミリちゃんが呆あきれた様子でため息をついた。

「っていうか生駒先生、なんか部屋散らかってません？」

　部屋を見み渡わたして、エミリちゃんが言う。ああ、なんかそういえばいつもより雑然としているな。エミリちゃんに言われるまで気付かなかったけど……。

　エミリちゃんは本ほん性しようが俺にバレる前まで、よく仕事部屋を片付けたりしていて、てっきりそれはキャラ作りのためだと思っていたのだが、俺に本性がバレてからも片付けていることはあるし、部屋の散らかり具合は気になるようだ。

　要は、本当に根っからの綺き麗れい好ずきなんだろうな。彼女の家もとても綺麗に片付いていたし。

「ああ、荷物が届いたから……」

「荷物……あ、これですか？」

　部屋の片かた隅すみにあるダンボールにエミリちゃんは近寄る。

「なんですか、これ……制服？　コスプレ衣い装しようでも買ったんですか？」

　ダンボールの中を覗のぞきながら、エミリちゃんが茉莉ちゃんに聞く。俺が座っている位置からは、ダンボールの中身は見えない。

「違ちがうわよ、本物の制服！」

　制服？　一体何でまたそんなものを……？

「学校……転校することになったから」

「え……あ、そうなんですか？」

「転校!?」

　茉莉ちゃんの言葉を聞いて、俺は思わず声を上げた。

「ま、茉莉ちゃん……転校すんの!?」

「……！　あ、うん……まあ……」

「全然知らなかった！」

「別に……あんたに言わなきゃいけない義務はないでしょ」

「まあそうだけど……なんでまた!?」

　もしかして、漫まん画がのせいで勉強について行けなくなって落第した、とか……？　茉莉ちゃんってこう見えて、かなり頭のいい高校に通っていたんだよな。

「お母さんが……今後漫画家という仕事に本ほん腰ごしを入れるなら、学校を替えるべきだ、って言ってくれたの。今の学校は通学にも一時間以上かかるし、進学校で勉強面でも大変だから……」

「……！　そ、そうなんだ……」

　茉莉ちゃんのお母さんが、そんな提案を……!?

　確かに、前から俺も気になっていた。今までの茉莉ちゃんは学校の勉強や通学に時間を取られすぎていて、漫画の仕事との両立がとても大変そうだった。

「じゃあ、今後はここから近くて学力レベルも今より少し低い高校に行くことにしたの？」

「……う、うん……まあ……そんな感じ」

　茉莉ちゃんはなぜか少し焦あせったような表情で答える。

「そうなんだ！　いやー、良かったじゃん！　俺も絶対その方がいいと思うよ！　お母さん、いい提案してくれたね！」

　これは茉莉ちゃんが今後漫画家を続けるにあたってとてもいいことだろうと思った。

　お母さん自らそんな提案をしてくれただなんて……茉莉ちゃんのお母さんは、茉莉ちゃんが漫画家をやっていくことに対して本当に協力的な姿勢になってくれたみたいだ。俺としても、すごく嬉うれしい。

「じゃあ、四月から転校って形になるんですか？」

「まあね……。もう、そんな話いいじゃない。さっさと仕事しないと！」

　エミリちゃんの質問に茉莉ちゃんは投げやりに答える。

　こんなにいいことなのに、どうしてあまり嬉しそうじゃないんだろう。何か焦っているような、よく分からない態度だ。




　俺はこの後、このときの茉莉ちゃんの態度のわけを嫌いやでも知ることになる。






３









　あれからすぐに春休みに突とつ入にゆうして、漫まん画がにかけられる時間が長くなった。俺と茉まつ莉りちゃんは春休み中順調に『BATTLE IDOL!』一話目の下絵を進めた。




　そして、迎むかえた新学期。

　俺は地元のコンビニで買った漫画雑誌『少年ドラゴン』を通学中の電車で読んでいた。今月発売になった『ドラゴン』で、俺と同期デビューの作家、芹せり沢ざわ暁あき人との新連れん載さいが始まったので、それをチェックしていたのだ。

　芹沢の漫画は、デビュー作と同じ作風で、王道バトル漫画だった。つまり、俺の好みドンピシャだ。王道ながら設定が斬ざん新しんなので目新しさもある。

　デビュー作から画力も上がっているし、画面もスッキリして読みやすくなっている。他の連載作と見比べても見み劣おとりしないどころか、むしろ相当レベルが高い方なんじゃないかと思う。この漫画……結構人気作になるんじゃないのか？

　なんだか、どんどん差を付けられていく一方な気がしてくる……。

　い、いや……俺だって今、連載第一話の原稿を頑がん張ばってるじゃないか！




「よー泉せん。さっき電車の中で漫画読んでただろ。朝から何読んでんだ？」

「！　橋はし本もと……」

　学校の最寄り駅に着いたので、雑誌を鞄かばんにしまって電車から降りたところで、橋本に声をかけられた。

「ああ、実は、俺と同期デビューの奴やつの漫画がこれに載のっててさ……」

　俺は橋本と歩きながら、鞄から再び『ドラゴン』を取り出した。

「え、マジで？」

「これなんだけど……」

　芹沢の漫画が始まるページを開いて橋本に見せる。

「うわ、これで新人!?　めっちゃうまいじゃん！」

　橋本は漫画をパラパラと捲めくって言う。

「だろ？　しかも、これで俺と同い年で、女にモテモテで長身のイケメンなんだぜ!?」

「そ、そうなんか……。女にモテモテで長身のイケメンとかは漫画と関係ないんじゃ……」

「そんな奴が漫画まで上手うまいとかムカつくだろ!?」

「お、おう……」

　そんな会話を繰くり広げているうちに、学校へと辿たどり着いた。まずは始業式があるので体育館に移動する。

　退たい屈くつな始業式を終えて、クラス替がえの貼はり出しがされている校内の掲けい示じ板ばんを見に行く。二年に上がってクラス替えがあったのだ。

　掲示板の前はものすごい人だかりで、どうしたものかと困っていると、人だかりから橋本が出て来た。

「お前も俺もＡ組！　また同じクラスだったぜ！」

「げっ、マジか……」

「げっ、って何だよげって」

　橋本とは中学一年のときからずっと同じクラスなので、腐くされ縁えんもここまで続くとびっくりする。




　教室に入ると、黒板に座席表が貼られていた。

「……！」

　席は五十音順のようで、俺の隣となりには『香こう月づき』という名前があった。俺の隣はみなせか……。ってか、みなせもまた同じクラスなんだな。

「泉！　宜よろしくね～！」

　自分の席へと移動すると、みなせが笑え顔がおで俺に挨あい拶さつをした。

「あ、うん……宜しく」

　一学期の間、みなせの隣となりの席か……。

　みなせと席が隣同士になるのは、思い返すと小学校五年の時以来だ。確かその時も、五十音順で隣同士になったんだ。だけどその時は、みなせと疎そ遠えんになっているときだったから、隣の席なのにほとんど話すことができなかった。

「なんか今日、転校生が来るみたいだよ！」

「転校生……？」

「そう！　職員室の近くで見た子がいるらしいんだけど、超ちよう～～可愛かわいい子なんだって！」

　みなせは、嬉しそうに話す。

「へえ……」

「転校生が美少女だなんて、エロゲみたいだよね！」

「ちょ……お、おい！　せめてアニメとか漫画みたいだよね、とか言えよ！」

　突とつ然ぜん繰くり出されたみなせのアレな発言に、俺は思わず突つっ込こんだ。

「でも、いくら可愛くてもあたしの守しゆ備び範はん囲いは十二歳までだからな～。まあ高校生でも、小学生にしか見えないくらい童顔でちっちゃい子だったら全然ありだけど！　そういう子だったらいいのにな～！」

　みなせの言葉に、俺は思わずあたふたして周りを見回す。こいつ、教室でも堂々とそういうこと言っちゃうのかよ……！

　幸い、俺たちの会話を気にしているようなクラスメイトはいなさそうだったので、ホッとした。

　そういえばみなせって、オタク隠かくしてないとか言ってたもんなあ……。

　みなせの隣の席って、一いつ瞬しゆん楽しそうだなんて思っていたけど……もしかして相当苦労するんじゃないのか!?




　やがて、教室の扉とびらが開いて担任が入って来た。

「えー、今日からこのクラスの担任になる進しん藤どうだ。一年間宜しく！」

　二十代半ばくらいの元気がいい体育教師が、軽く挨拶をする。進藤先生は少しの間自己紹しよう介かいをした後、

「それから、なんとうちのクラスには転校生が来ることになった」

と、言った。その言葉に、クラス中がざわつく。

　転校生が来るって、本当だったんだ。まさか、うちのクラスだったなんてな。本当に可愛いのかどうか、見てやろうじゃないか。

「じゃあ、入って来て！」

　先生の言葉に、扉が開いて、一人の生徒が教室の中へと……




「えっ……えええええぇぇぇぇぇっ!?」




　俺はここが教室であることも忘れて、一人叫さけんでいた。

「せ、泉!?　どうしたの!?」

「ん？　そこ、どうかしたか？」

「………………い、いえ……」

「そうか？　じゃあ、自己紹介頼たのむ」

　俺の目に飛び込んできたのは……。




「…………。い、生い駒こま茉莉です……宜しくお願いします……」




　紛まぎれもなく、うちの高校の制服を着た茉莉ちゃんだった。仏頂面で、少しばかり緊きん張ちようした様子で、おずおずと自己紹介をする。

　俺は何度も自分の目を疑ったが、今自ら名乗ったので本人であることは確定してしまった。

　な、なんで茉莉ちゃんがうちの高校に!?

　茉莉ちゃんが転校生!?　転校先、うちの高校だったのかよ!?

　この間転校の話になったとき、そんなこと一いつ切さい言ってなかったくせに！

「超可愛いー！」

「脚あし細～っ！　ってかスタイルいいなー」

　クラスメイトたちは、男女とも茉莉ちゃんを見て口々にそんな言葉を漏もらしている。

　やっぱり茉莉ちゃんって、中身さえ知らなければそういう風に見えるよなあ……。

「みんな、仲良くするように！　えーっとじゃあ生駒さんの席は……廊ろう下か側の一番後ろがちょうど空いてるから、そこにしよう」

　茉莉ちゃんは先生に言われるがまま、緊張した様子のまま席へと移動する。

　まさか茉莉ちゃんが俺と同じ学校に転校してくるだなんて、一体どうなってるんだよ……!?




　朝のホームルームが終わると、俺はすぐさま席を立ち茉莉ちゃんに声をかけようとしたのだが。

「どこの高校から来たんですかー？」

「え、えっと……門かど川かわ高校……」

「えっマジで!?　あそこめっちゃ頭いいじゃん！」

「なんで転校したの～!?」

「えっと、その……」

　机の近くまで来て、驚おどろいた。クラスメイトたちが、茉莉ちゃんの席の周りに集まって来て、質しつ問もん攻ぜめにしていたのである。

　転校生が質問攻め、って……そんな漫まん画がみたいなこと、現実に起きるのかよ。

　いや、もしかしたら……茉莉ちゃんの見た目が可愛いから、こんなことになっているのか？　寄ってきてるの、ほとんど男だし……。
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「茉莉ちゃ……い、生駒さん！」

　俺は近くまで来ると少し声を張って、茉莉ちゃんに声を掛かけた。

「……！」

　茉莉ちゃんは俺の顔を見て、びくっとする。

「ちょ、ちょっといい？」

　茉莉ちゃんは気まずそうな顔で無言で立ち上がる。

　周りにいる男共は不満げだったが、二人で話すために茉莉ちゃんに廊下まで出てもらった。




「別にあんたがいるからこの学校に転校したわけじゃないから！」

　廊下に出て、階段の踊おどり場まで移動して立ち止まると、俺が何か聞くよりも先に、茉莉ちゃんが強い口調で言った。

「え……」

　色々聞こうとしていたのに、先にそんなことを言われて俺は呆あつ気けにとられてしまう。

「し、仕事場から通いやすくて、学力的にも頑がん張ばらなくて済むようなちょうどいい高校が、たまたまこの高校だったの！」

　茉莉ちゃんはなんだかムキになっているような様子で続ける。

「あ、そ、そうなんだ……」

　俺は彼女の勢いに圧あつ倒とうされてしまう。

「で、でも……分かってたんなら、もっと早く言ってくれれば良かったのに……。いきなり来てマジでびっくりしたよ。席で変な声上げちゃったし」

「…………。い、言うタイミングが分かんなかったのよ……！」

　茉莉ちゃんは恥はずかしそうに顔をそむけて言う。

　恥ずかしくて言えずにいたのだろうか。別に、恥ずかしがることでもないとは思うけど……。

「あ、そうだ。学校では漫画の話とかしない方向で頼たのみたいんだけど」

「え……？」

「いや、俺、学校で漫画描かいてること一部の友達以外には隠してるからさ」

「ふーん……まあ、別にいいけど……」

　そこまで話したところで、予よ鈴れいが鳴った。俺たちは慌あわてて教室へと戻もどる。




　休み時間になっても、クラスメイト……主に男子共は、茉莉ちゃんの席へと集まっていた。

　やっぱり茉莉ちゃんって、普ふ段だんあんなんだから忘れがちだけど、見た目だけは本当に可愛いんだよな……。まさかここまで男たちが食いつくだなんて。みんな茉莉ちゃんがあんな横暴な性格で、しかもオタクで変態だとも知らずに……。

　きっと茉莉ちゃんの本ほん性しようを知ったらみんな幻げん滅めつするに決まっている。ああ、この場で茉莉ちゃんの本性をあいつらにバラしてやりたい！

「ねえ、泉、転校生の子と知り合いなの？」

　さっき俺と茉莉ちゃんが二人で教室を出て行ったのを見て不思議に思ったのか、みなせが俺に尋たずねた。

「あ、えっと……まあ……」

　俺は少し悩なやんだが、みなせは俺たちの漫画を応おう援えんしてくれているんだし、隠す必要もないだろうと思ったので、本当のことを言うことにした。

　椅い子すに座ったまま少しだけ身体からだをみなせの方へと近づけて、他のクラスメイトに聞こえないよう小声で話す。

「実は……今一いつ緒しよに描いてる漫画の相あい方かたなんだ……」

　俺がみなせにそのことを告げているとき、男子共に囲まれている茉莉ちゃんが思いっきりこっちの方を見ていたので少し驚いた。俺たちの会話が茉莉ちゃんまで聞こえてるはずないんだけど……。

「えぇぇぇぇぇぇっ!?」

　俺の言葉に、みなせは大げさなくらい声を上げて驚いた。

「う、噓うそ!?」

　まあ、そりゃあ驚くよなあ……まさか転校生が漫画の相方だなんて……。

「相方って、女の子だったの!?　しかも、同い年のあんなに可愛い……！」

「え……そっち!?」

　みなせが驚いているポイントは、俺の予想と少しずれていた。

「て、てっきり……男の人だと思ってたよ……。泉、相方の人の話あんまりしなかったしさ……」

「ああ、そうだっけ」

「……ってことはさ、あんなに可愛い子と……同じ部屋で、二人きりで、漫画の作業してるってこと？」

「え、いやまあ、アシスタントの子がいるときもあるし、二人きりのときばっかじゃないけど……」

「ってことは、二人きりのときもあるんだ……。なんか……その、変なこととかしてるんじゃ……」

「はあ!?　な……み、みなせまで何言ってんだよ!?　仕事なんだから、そんなことするわけないだろ!?」

「そ、そっか……。そう、だよね……」

　みなせは俺の言葉に、苦笑いを浮うかべている。早乙女さおとめさんに続いて、みなせまで一体何を言ってるんだよ！

「あ、ねえ泉、あたし相方さん……生駒さんと、話してみたいな！　漫画の感想とか言いたいし、漫画描いてる人だったら、話、合いそうだし！」

「え……ああ、そうだね。じゃあ、紹しよう介かいするよ」

　とは言っても、暫しばらくの間茉莉ちゃんは男連中に囲まれていて話し掛ける隙すきもなかったので、放課後になってやっと茉莉ちゃんが一人になった際、俺はみなせと一緒に茉莉ちゃんの席へと移動した。

「茉莉ちゃん、ちょっといい？」

　教室にはもうほとんどクラスメイトが残っていなかったので、もうここで紹介することにした。

「これ……俺の幼おさな馴な染じみの香月みなせ。俺たちの漫画のこと全部話してて、読んでくれてるんだ」

「……！　おさな、なじみ……」

「生駒さん、宜よろしくね！　『BATTLE IDOL!』も、その前の読み切りも面おも白しろかったよ！　あたしああいう漫画超ちよう好きなんだよねっ！」

「…………」

　みなせは積極的に茉莉ちゃんに話し掛けてくれたので、二人が仲良くなれたらいいなあ、なんて俺は脳天気に思ったのだが……そう簡単にはいかなかった。

　茉莉ちゃんは、みなせの言葉に何やら警けい戒かいしているような表情になって、黙だまっている。

「……？　え、えっと……生駒さん……？」

「あ……ああ……どうも……」

　警戒した表情のまま、茉莉ちゃんはぶっきらぼうに礼を言う。

「あの、生駒さんって、ああいう漫画描いてるってことは……オタク、なのかな!?」

「……っ！　……そ、そうだけど……それが、何……!?」

「ああ、やっぱり！　あたしもオタクだから是ぜ非ひ仲良くしてもらいたいなー！　これから宜しくねっ！」

　みなせは、握あく手しゆしようと茉莉ちゃんに手を差し伸のべる。みなせって、本当にコミュ力高いよなあ……。

　だが、一方で茉莉ちゃんは……差し伸べられた手を握にぎることなく、そのまま席から立ち上がった。

「わ、私……仕事しなくちゃいけないからこれで……」

「へ……」

　茉莉ちゃんの言葉に、みなせはポカンとしている。仕事しなくちゃいけない、って……それは俺もだし、別に今すぐ帰らなきゃならない程ほど急いでないだろ！

　俺とみなせが啞あ然ぜんとしている間に、茉莉ちゃんは鞄かばんを持って歩き出し、教室から出て行ってしまう。

「ま、茉莉ちゃん！　……みなせ、ごめん！」

　俺は呆ぼう然ぜんとしているみなせに一言謝って、茉莉ちゃんの後を追った。

「ちょっと茉莉ちゃん！」

　廊ろう下かに出たところで、俺は再度茉莉ちゃんの背中に声を掛ける。茉莉ちゃんはびくっと反応して立ち止まった。

「せっかくみなせがああ言ってるのに、なんですぐ逃にげたりするんだよ!?」

「みなせ……呼び捨て……」

　茉莉ちゃんは振ふり向いてボソッと呟つぶやいた。

「え、ああ……幼馴染みだから……」

「……………………」

　茉莉ちゃんは思いっきり負のオーラを放ちながら、俺を睨にらみ付けた。え、今俺、何か腹立たせるようなこと言ったか!?

「女に免めん疫えきのない童どう貞ていだと思ってたのに、幼馴染みの美少女なんて隠かくし球持ってるなんて……」

「え、な、何？　なんて？」

　俺には聞こえないくらい小さい声で、ボソボソ何か言っている。

「金きん髪ぱつの幼馴染みとか……エロゲかっつの！」

「え、エロゲ？　何が？」

　茉莉ちゃんの言っていることは、未いまだにときたまよく分からないことがある。

「学校では漫まん画がのこと隠してるとか言ってたくせに、ベラベラ喋しやべってんじゃない！」

「！　いや、一部の仲のいい友達だけにしか言ってないよ！」

「あ、あんたは……あの金髪女と、その……つ、つ、つつ……付き合ってんの!?」

「えっ!?　な、何言って……違ちがうって！　ただの幼馴染みだって！」

「ふーん……ま、どうでもいいけど！」

「そんなことよりさ……なんでみなせにあんな態度取るんだよ？」

　茉莉ちゃんは今までの怒おこっているような様子から一転して、真っ青な顔になる。

「……バカにされる……」

「……えっ？」

「あ、ああいうリア充じゆうビッチ女が私みたいなオタクに話し掛かけてくるなんて、からかってるだけに決まってんじゃない！　昨日生駒さんと話しちゃったんだけど～、うけるー！　とかバカにするためだけに話し掛けてきたのよ、どうせ！」

「……は、はあ……？」

　ヤケクソ気味にそんなことを言う茉莉ちゃんに、俺はただただ啞然とした。

　リア充ビッチ女……って、みなせのことを言ってるんだよな？　茉莉ちゃんは、みなせと話しているときそんなことを考えていたのか？

　卑ひ屈くつすぎるというか、被ひ害がい妄もう想そうが強すぎるというか……。

「リア充ビッチって……まず、勝手に決めつけるのはやめろよ！　みなせはそんな奴やつじゃないし……」

「私に命令口調で話さないでよっ！　漫画家として後こう輩はいのくせに！」

「……っ！　漫画家として後輩でも、今はただの同級生だろ！　と、とにかく……みなせはそんなことする奴じゃないって！」

　茉莉ちゃんは俺の言葉を聞いて、何も言い返すこともせずに俺に背中を向けて歩き出す。

「か、帰る！　あんたも今日、ちゃんと仕事場来なさいよね！」

「…………」

　俺はもう何も言う気になれず、黙って茉莉ちゃんの背中を見送った。

　それから教室に戻もどったが、もうみなせの姿はなかった。

　自分の鞄を取り、とても気が進まないが茉莉ちゃんの仕事場へと向かった。




　その日は、これ以上険悪になるのも嫌いやなので、みなせの話題は仕事場で出さないことにした。仕事中、俺と茉莉ちゃんは仕事の事務的な会話しかしなかった。

「そういえば生駒先生、今日から新しい学校ですよね？」

　何も知らないエミリちゃんが、自分の原げん稿こうの作業を進めながら、脳天気に茉莉ちゃんに尋ねた。

「……そうだけど、それが何!?」

「なんか、超絶機き嫌げん悪くないですかぁ～？　あ、もしかして、生駒先生のことだから新しい学校でうまくやっていけそうにないとか？」

「……！　私のことだから、って……それ、どういう意味よ!?　あんた、喧けん嘩か売ってんの!?」

「えーだって、生駒先生って学校でもこういう感じなんですよねえ？　だったら、友達とか作れそうにないな～って思って」

　エミリちゃんの言葉に、俺は大いに納なつ得とくした。勿もち論ろん、後が怖こわいから口には出さなかったが。

「あ、あんた……やっぱり喧嘩売ってんのね!?」

「ちょ、ちょっと……仕事中なんだから喧嘩しないでよ。……茉莉ちゃんは、今日から……うちの学校に転校してきたんだ」

　隠す必要もないことだと思ったので、俺はエミリちゃんに告げた。

「えぇぇーっ!?　ちょ……い、生駒先生……君きみ島じまさんのことを追って学校まで転校したってことですかぁ!?」

「はぁっ!?　んなわけないでしょぉ!?　この仕事場から通いやすくて、学力的にもちょうどいい高校が、たまたま……こいつの高校だったってだけよ！」

「へぇ～……。で、そんな風に機嫌悪いところを見るに……その学校で初日から問題でも起こしたんですかー？」

「なっ……なんでそうなるのよ!?　あんた、私のことなんだと思ってるわけ!?」

　二人が言い争う（？）様子を見ながら、俺は……明日あしたからの高校生活に対して、不安が募つのる一方だった。







　翌日。

　教室に入った俺の目に飛び込んできたのは、意外な光景だった。

　昨日茉莉ちゃんの机の周りを取り囲んでいた男共の姿が、今日はなく……代わりに、みなせが茉莉ちゃんの机の前にいて、茉莉ちゃんと話していたのだ。

「よう、泉」

　自分の席へ行く途と中ちゆうで、橋本に声を掛けられる。

「お前もしかして、あの転校生と知り合いなんか？　昨日二人で教室出て行ってたけど……」

「あ、ああ……実は……」

　みなせ同様、橋本も漫画を応おう援えんしてくれている友人なので、隠す必要はないと思い、茉莉ちゃんのことを話した。

「えぇっ!?　マジで!?　すげー！　まさか相方があんな可愛かわいい女子だなんて……羨うらやましいなーおい！」

「え!?　い、いやー、そうでもねえよ……性格に難ありっていうか……」

「あー、なんかそうみたいだな」

「……えっ!?」

　なんで橋本が、茉莉ちゃんの性格を知ってるんだ!?　まだ転校して一日しか経たってないのだが……。

「いやなんか、昨日生駒さんに話し掛けた男共が話してんのが聞こえてきたんだよ。可愛いから話し掛けたはいいけど、すげー愛あい想そ悪いし、目つきも悪いし、仕し舞まいには『邪じや魔まだからどいて！』とか、『どうでもいいでしょそんなこと！　くだらないことで話し掛けてこないで！』とかってキレられたんだってよ」

　……！　さ、さすが茉莉ちゃん！　そりゃあそうだよな……なんたって、あの茉莉ちゃんだもんな！

「それで、今日は誰だれも話し掛ける男がいないってわけか……。でも、なんでみなせが……？」

「気になるなら行ってみるか？　俺もお前の相方の先生と喋ってみたいしな！」

　橋本がそう言うので、俺たちは茉莉ちゃんの席まで移動する。

「へえ～！　じゃあ生駒さんって、漫画とかアニメの他にゲームもやるんだ!?　どんなゲームやるの!?」

　近くまで来ると、会話が聞こえた。会話というか、みなせが一方的に茉莉ちゃんに話し掛けているようだが……。

「え……まあ、その……ＰＣのゲームとか……」

　茉莉ちゃんは昨日に引き続き、硬かたい表情でボソボソと返答している。未だにみなせを警けい戒かいしているのだということがすぐに分かった。

「ＰＣのゲームって……もしや、エロゲ!?」

　茉莉ちゃんの返答に、みなせが興奮した様子で食いついた。

「ちょっ、みなせ！　いくらなんでもそういうことは学校で大声で言わない方が……」

「あ、泉！　と、橋本！　おはよー！　いや～、生駒さんとは話が合いそうだよ！」

　みなせは目を輝かがやかせながら言うが、そう思っているのはみなせの方だけのようだ。

「あ、茉莉ちゃん。これ、俺の友達の橋本巧たくみ。こいつにも……漫画のこと、色々話してるから」

　硬い表情で固まっている茉莉ちゃんに、俺は橋本を紹しよう介かいする。

「漫画、泉に読ましてもらってるけど、面白かった。これから宜しくな」

「…………。はあ……どうも」

　茉莉ちゃんは橋本に対しても警戒した表情を崩くずさず、無愛想に挨あい拶さつする。

　そこで予よ鈴れいが鳴ったので、俺たちは自分の席へと戻った。




　その日も、その次の日も、みなせは懲こりずに茉莉ちゃんの席まで行って話し掛けていた。

　まさかみなせがここまで茉莉ちゃんと仲良くしようとするだなんて、驚おどろいた。茉莉ちゃんが漫画の相方だから興味を持っているということもあるのだろうが、もしかして……。

　茉莉ちゃんが相当変わり者でとっつきにくいということは、早い段階で知れ渡わたり、既すでに噂うわさにもなっているようだ。

　茉莉ちゃんの様子を見ていると、初日やその翌日は席の周りの女子から結構話し掛けられていたようだが、転校三日目の今日は、あまり話し掛けられていない。

　つまり……あまりの無愛想っぷりに、男子だけでなく女子すら、茉莉ちゃんに話し掛けるのをやめてしまったのかもしれない。

　今では茉莉ちゃんに話し掛けているのは、俺か、みなせくらいだ。みなせはもしかして、いち早くその状じよう況きように気づき、茉莉ちゃんが孤こ立りつしないように話し掛けているのだろうか。みなせは昔からそういう奴だった。小学生の時も、輪に入れていない子がいると積極的に話し掛けていたのを覚えている。

　みなせがあそこまでしてくれているんだし、二人が打ち解けてくれたら俺も嬉うれしい。俺にとって茉莉ちゃんは大事な漫画の相方だし、みなせは大事な幼おさな馴な染じみで友達なのだから。




「茉莉ちゃん」

　その日の放課後。俺は帰宅するために教室を出ようとしている茉莉ちゃんの背中に声をかけた。俺の声に振ふり向いた茉莉ちゃんは、なんだか疲つかれ切った表情をしていた。

「何よ」

「いや……どう？　新しい学校は」

「……別に……」

　俺は茉莉ちゃんの隣となりを歩き出す。どうせ二人とも仕事場まで行くのだから、一いつ緒しよに行ったっていいだろう。

「昨日一昨日おとといはなんか随ずい分ぶん色んな人に話し掛けられてたみたいだけど……」

「フン、別に、転校生が質しつ問もん攻ぜめに遭あうのは二次元でもテッパンネタじゃない」

　いや、そりゃあそうだけど、茉莉ちゃんが可愛いから男共に声をかけられてたってのもあるだろ。自覚ないのか……。まあ、今はそんな奴らも手を引いたみたいだけど。

「みなせとは、打ち解けた？」

「……！　べ、別に……」

「まだ警戒してるみたいだけど……いつまで意地張ってるつもり？　みなせの方は仲良くしたがってるんだから、仲良くなったらいいじゃん。転校してきたばっかりでまだ友達も少ないんだからさ」

「チッ……あーもう、余計なお世話よ！　本当にうるさいわね！　そこまで言うなら……上うわ辺べだけでもうまくやるよう少しは心がけるわ。これでいいんでしょ!?」

「な……う、上辺だけ、って……」

「私は別に友達なんか欲ほつしてないけど、あんたがうるさく言ってくるのがうざいだけだから！」

　あーもう、なんだって茉莉ちゃんはこうなんだよ……。

「みなせはいい奴やつだから、そんなこと言わずにちゃんと仲良くなったらいいのに……」

「…………。フン……まあ、この三日間で、あのリア充じゆう女がそういう人間じゃない、ってことはさすがに私も分かったけど……」

「……え？　そういう人間？」

　あのリア充女、というのはみなせのことだろう。じゃあ、そういう人間、っていうのは、一体何のことだ？　俺が茉莉ちゃんに聞こうとしたとき。

「あ、泉に生駒さーん！　今帰り～!?」

　後ろから聞き慣れた声が聞こえて、振り向くと、みなせが笑顔で俺たちのもとへやってきた。

「ああ、今から仕事場に行くところでさ」

「あ、そうなんだ!?　じゃあ途中まで一緒に帰ろ～！」

　茉莉ちゃんは相変わらずみなせに警戒心マックスな様子だが、とりあえず三人で一緒に帰る流れになった。

「あれっ……生駒さん、その鞄かばんに付けてるやつ、『ピピル』だねっ!?」

　みなせが、茉莉ちゃんの学校鞄についているマスコットを見て反応した。そのマスコットは、クマのようなネコのような小動物の形をしており、俺には一体何のマスコットなのかさっぱり分からなかったのだが……『ピピル』という名前だったのか。

「『ピピル』って、何のキャラクターなの？」

「えっ!?　泉、『ピピル』知らないの!?」

　みなせが信じられない、というような表情で俺を見る。

「うん……え、そんな有名なやつなの？」

「超ちよう有名だよ！　あの大人気アニメ『魔ま法ほう少女リリィとマリー』……通つう称しよう『リリマリ』のマスコットキャラなんだから！」

「へ、へえ～……」

　アニメ、か……。道理で俺が知らないはずだ……。

「生駒さん、『リリマリ』好きなの!?」

「！　え、ええ……」

　茉莉ちゃんはみなせの質問に答えつつ、なぜか俺の方を一いつ瞬しゆんチラ見した。それから再びみなせの方に視線を戻もどし、

「そ、その……香月さん、も……好き、なの？」

　と、緊きん張ちようした面おも持もちでみなせに尋たずねる。

　俺は、この三日間で初めて、茉莉ちゃんの方からみなせに話し掛かけるのを見た。軽く驚いてしまう。もしかして……さっき『上辺だけでもうまくやるよう少しは心がける』と自分で言ったのを、一応実行しようとしているのだろうか。

「……！　う、うん！　あたしも超好き！」

　みなせの方も、初めて茉莉ちゃんから話し掛けてきたことに少し驚いているように見えた。だが、表情は嬉しそうだ。

「わー嬉しー！　『リリマリ』好き仲間見つけられるなんて！」

「ま、私は、ブルーレイボックスも持ってる程ほどのガチ勢だけど」

「ええ!?　そうなの!?　すごーいっ！」

　おお……一時はどうなるかと思ったが、ここへ来て、その『リリマリ』とかいうアニメのおかげで結構打ち解けてるじゃないか！　やっぱり共通の好きなものがあるって強いなあ。これをきっかけに、このままどんどん二人が仲良くなっていけばいいのだが……。

「劇場版、もう見た!?」

「勿もち論ろん見たわ」




「ぶっちゃけ劇場版は超駄だ作さくだったよね～！」

「劇場版はテレビアニメ版をも超こえる名作だったわね」




　………………ん？

　今二人が同時に真逆のことを言ったように聞こえたのだが、俺の聞き間ま違ちがいじゃない……よな？

　当の本人たちも、お互たがいのセリフを聞いて啞あ然ぜんとしている。

「え……？　め、名作……？　う、うっそ～。話破は綻たんしてるし、作画が良かっただけだってネットでも評判悪かったよー？」

「……なっ、あなたは何を言ってるの？　叩たたいているのは一部の『ユリナ厨ちゆう』だけで、大多数のまともな『リリマリ』ファンは絶賛してるじゃない。大体、『ユリナ』なんてメインでもないただのサービス要員に過ぎなかったくせに、テレビアニメ版では出張り過ぎだったのよ。『ユリナ』のせいで話が本筋からブレたって言われまくってたし。あのクソあざとロリ女が無む駄だに出張ったせいで私の好きな『マリー』さんは途と中ちゆうから完全に引き立て役になって、腹立たしいったらありゃしないわ！　でも、劇場版では『ユリナ』の出番が少なくなって、『リリィ』と『マリー』さんの話がメインで、ストーリー展開も王道で面おも白しろかったし、劇場版こそ至高！　って声が多いの知らないの？」

　茉莉ちゃんは、得意げな様子で一方的にベラベラと語った。俺には半分くらい何を言っているのか理解できなかったが……とりあえず、茉莉ちゃんはその『リリマリ』とかいうアニメの『マリー』とかいうキャラが好きで、逆に『ユリナ』というキャラを嫌きらっているらしい、ということだけは分かった。

[image: ]

「な……な、な、な……!?」

　そんな茉莉ちゃんのセリフを聞いていたみなせは、なぜか見る見る顔を真っ赤にしている。最初、みなせが一体どういう状況なのか分からなかったが、もしやこれは……。

「ひ、ひ……酷ひどい！　ユリナタンのことそこまで酷く言うなんて……許せないっ！」

　いつも温おん厚こうで明るい、誰だれに対しても気き遣づかいのできるあのみなせが……今、激しく怒おこっている。俺はみなせが怒っているところを初めて見た。

「……！　こ、香月さん……ユリナのこと好きだったの？　そ、そう……」

　さすがの茉莉ちゃんも、地じ雷らいを踏ふんだことに気付き、少しばかり動どう揺ようしている様子だ。ああもう、まずいことしたって自覚があるなら、すぐに謝ればいいのに！　今謝ったらまだ、みなせの怒いかりだって収まるかもしれないのだから……。

「ユリナタンが出張ったって言うけど、それはそれほどユリナタンのファンが多かったからってことじゃん！　逆に、マリーさんの出番が途中から激減したのは、マリーさんの人気がなかったからなわけで……」

「……はあ？」

　みなせの言葉に、今度は茉莉ちゃんが恐おそろしい形相になる。

「こ、香月さん……あ、あなた……何言ってるの!?　マリーさんが不人気ですって!?　あなた、第一回公式人気投票の結果知ってるの!?　マリーさんは二位で、ユリナは四位よ!?」

「それは、まだユリナタンの出番が少なかったときにやったやつでしょ!?　グッズなんかは断然ユリナタンの方が売れてるんだよ！　マリーさんのグッズは結構売れ残ってるけど、ユリナタンのグッズは売り切れてるやつ多いし！」

「……っ！　グ、グッズなんて、一部の熱ねつ狂きよう的なユリナ厨がバカみたいに買い込んでるだけじゃない！」

「ちょ、ちょっと二人とも……そんなことでそんな本気になって喧けん嘩かしなくても……」

「そんなこと!?　あたしのユリナタンが目の前で堂々とディスられて、怒らないわけにいかないし！」

「泉は黙だまっててよ！　あんたには到とう底てい理解できない話なんだから！」

　それからも、二人は駅に到とう着ちやくして別れるまでの間、言い争いをやめなかった。俺はその後も何度か喧嘩を止めようとしたが、その度に部外者は黙ってろと二人に言われた。

「じゃああたし、こっちだから……」

「ああ、じゃあな、みなせ……」

「泉、何してんのよ。さっさと行くわよ！」

　最悪な空気の中、別の電車に乗るみなせと俺たち二人は別れた。

　一度は、共通の好きなアニメの話題で盛り上がりかけて、もうこのまま二人が打ち解けられるかと思ったのに……俺のそんな考えは甘かったようだ。

「はあ～……もう、どうしてこんなことになっちゃうんだよ……」

　電車の中で、俺は思わず大きなため息をつきながら言った。

「そもそも、最初にみなせに喧嘩を売ったのは茉莉ちゃんだよな!?　なんでそんなことするんだよ！」

「……！　け、喧嘩なんか売ってないわよ！　仕方ないじゃない！　あのリア充女がユリナのこと好きだなんて知らなかったんだもん！」

「じゃあ……気付いた時点で謝って訂てい正せいすれば良かったじゃんか！　そしたら、少し角は立ったかもしれないけど、あんな喧嘩みたいにはならなかったはずだし……」

「なんで謝って訂正なんかしなくちゃいけないのよ！　私は事実しか言ってないっていうのに！　それに、あの後はあの女だって私のマリーさんのこと散々ボロクソに言ってくれたのよ!?　もう、本当に信じらんないわ！　許せない！　あのリア充クソビッチ女が！」

「な……!?　はぁ～……。信じらんないのはこっちだよ。仲良くなろうとしてくれてたみなせにあんなこと言うだなんて……」

「フンッ……。大体、私は最初から友達なんか欲してないって言ったじゃない！」

　強がりなのか本気なのか、茉莉ちゃんはそんなことを口にする。

「せっかくあんなに頻ひん繁ぱんに話し掛けてくれてたってのに……」

「……大体、私に話し掛けたのだって、私がクラスに馴な染じめてなくて可哀かわい想そうだったからとか、同情心で声かけてきただけでしょ。そんなんで話し掛けられたって別に嬉うれしくないわよ！　だから……これで良かったのよ」

　茉莉ちゃんの言葉に、俺はもう呆あきれてしまった。

　本当に茉莉ちゃんって、コミュ力はないし、意地っ張りだし、卑ひ屈くつだし、どこまでも性格ひん曲がってるよな……。この茉莉ちゃんが学校で上手うまくやっていくなんて、そもそも無理な話だったのかもしれない。この様子を見るに、前の学校でも友達がいなかったのだろうな……。

　もう、完全に自じ業ごう自得なんだし、俺は知らないからな！






４









「みなせ、この間はなんかごめん……」

　土日を挟はさんで、週明け月曜日。

　俺は学校で、隣となりの席のみなせに軽く謝った。

「え？　何が？　泉せんが謝ることじゃないじゃん」

　みなせはけろっとしてそう言った。

「あたしこそ、思わずカッとなっちゃってさ……」

　みなせはため息をつきながら言う。明らかに茉まつ莉りちゃんの方が悪かったと思うのだが、そんな風に言ってくれるなんて……。

　ということは、もしや、茉莉ちゃんに対して別にもう怒おこってないのか？　今後も茉莉ちゃんと仲良くなろうとするつもりなのだろうか？

「けど……やっぱりどうしても、ユリナタンをディスられたのは許せない！　生い駒こまさんがユリナタンのことあんな風に言うだなんて……」

　みなせの言葉に、俺の僅わずかな期待は砕くだけ散ちった。いや……やっぱり、そりゃあそうだよなあ。

「それに……あたし、なんか生駒さんに嫌きらわれてるかな、って思ってさ。今まで話し掛かけてたときも、よくよく考えてみたら、生駒さんは楽しそうにしてなかったし……」

「……！　み、みなせ……」




　みなせはその日から、一いつ切さい茉莉ちゃんに話し掛けなくなった。

　先日あんなことがあったのだから当然だろうと思う。それに、茉莉ちゃんがあまりに冷たくしているから嫌われていると思っているみたいだしな……。

　結果……茉莉ちゃんはクラスで孤こ立りつしてしまった。今や、茉莉ちゃんの席まで行って彼女に話し掛けるのなんて、俺くらいなもんだ。




「茉莉ちゃん」

　教室移動の際、橋はし本もとと移動しようとしていた俺は、一人で移動しようとしている茉莉ちゃんの背中に、思わず声をかけた。

「……！　な、何よ……」

「いや……化学室行くんでしょ？　なら一いつ緒しよに……」

「…………。前から思ってたんだけど……あんた、なんで学校で頻ひん繁ぱんに私に話し掛けてくるの？」

「……え？」

　なんで話し掛けるの？　って、そりゃあ……茉莉ちゃんは相あい方かたでもあり、友達でもある、と俺は思っているので、話し掛けるのは別に普ふ通つうだろう。まあ、孤立している茉莉ちゃんを見ていられない、というのもあるが。

「あんた、学校で漫まん画が描かいてること隠かくしてるんでしょ？　だったら……私に話し掛けない方がいいんじゃないの？　私と話してたら、うっかりそういう話しちゃってバレる可能性だってあるじゃない」

「ああ……まあ別に、そんな絶対バレたくないってほどじゃないし、そこまで気にしてないよ。みなせとか橋本とかとも学校で漫画の話してるし」

「……と、とにかく……学校では、無理に話し掛けなくていいわ！　私、別に一人でいるのに慣れてるし、むしろ一人の方が気が楽なの」

「え……」

　俺は茉莉ちゃんの言葉に、軽くショックを受ける。

　それから茉莉ちゃんは、俺に背を向けて次の教室まで早足で向かってしまった。

「はあ……全く、なんなんだよ」

　思わず俺は、隣にいた橋本に愚ぐ痴ちをこぼす。

「…………」

　会話を聞いていた橋本は、呆ぼう然ぜんと茉莉ちゃんの背中を見ながら、なぜか黙っていた。




　その日から、茉莉ちゃんは学校で俺を避さけるようになった。

　俺が話し掛けようとしていることに気付くと、席から逃にげたりするし、実際に話し掛けても素っ気なくされる。

　仕し舞まいには、「学校では話し掛けなくていい、って言ってるでしょ!?」なんて言われてしまった。




　彼女のそんな態度に、彼女が俺に対して何か怒おこっているのかと思ったが、そういうわけではないようだ。

　なぜなら、仕事場で仕事をしているときは、至って今まで通りの態度なのだ。学校にいるときだけ、なぜか異様に冷たい。

　一体、何だと言うんだ？　俺が何かしたのか？　何か気に食わないことでもあるのか？　だが、直接聞く気にもなれず、モヤモヤした状態のまま、茉莉ちゃんが転校してきてから気付けば一週間が経過していた。

　クラスの連中には『転校生は可愛かわいいけど変わり者だ』と噂うわさされて避けられ、みなせもあの一件以来茉莉ちゃんに腹を立てて声をかけなくなり、俺のことは避け続け……茉莉ちゃんは、クラスで本当に孤立してしまった。




　体育の授業中、授業は男女別だが、どうしても気になって体育館の窓から女子が体育の授業を行っているグラウンドを覗のぞいてみたら、二人一組で柔じゆう軟なん体操をする際、茉莉ちゃんは一人余ってしまったようで暇ひまそうにボーッとしていた。

　その姿を見ていたら、なぜか俺の方が辛つらくなってくるのだった。




　　　　＊




　四月も中ちゆう旬じゆんに差し掛かり、連れん載さい一話目の原げん稿こう作業は佳か境きように入っていた。学校生活がうまくいかない一方で、漫画の方は順調に進んでいた。

　なるべく丁てい寧ねいに作業しているが、早めに取りかかったこともあり、締しめ切りまでには余よ裕ゆうを持って完成させられそうだ。




　その日の分の作業を終え、俺は自分の鞄かばんからネタ帳を取り出した。

「あ、あのさ、茉莉ちゃん。実は今後の展開で、入れたいエピソード考えて来たから見て欲しいんだけど……」

「……！　そう。見せて」

　家でネタ帳に書いてきた軽いプロットのようなものを、茉莉ちゃんに渡わたした。

　ちなみに、俺が書いてきた『入れたいエピソード』とは、簡単にまとめるとこうだ。




『主人公の薫かおるとヒロインの樹じゆ里り亜あが所属したアイドル事務所で、同い年のアイドル（新キャラ）を先せん輩ぱいアイドルとして紹しよう介かいされる。

　同い年ということで二人は仲良くなろうとするが、彼女に「私はまだあなたたちのこと認めてないわ」と言われて冷たい態度を取られてしまう。

　しかし、二人が努力して懸けん命めいにバトルしているうちに、彼女は二人を認め、「あなたたちを私のライバルと認めるわ。絶対に負けないから」と言われる。それからは、彼女は二人の良き友人であると共に強力なライバルとなる』




「つまり……この新キャラもメインキャラに加えるってことね。このキャラは、薫とフラグ立てるの？」

「えっ……別に、そこまでは考えてなかったけど。まずは、この先輩アイドルと、薫と樹里亜が、良きライバルとして友情を育はぐくむ、っていう展開がいいかなって」

「友情……？　別に、そんなの読者は求めてないでしょ」

「え……？」

「あくまでラブコメとバトルがメインなんだから、それだったら、この新キャラが薫に惚ほれるとか、薫と樹里亜が絆きずなを深めるとか、そういうラブコメ展開に振ふった方がいいわ」

「え……そ、そう？　確かにそういうラブコメ要素も大事だけど、それ以外の人間関係もきちんと描びよう写しやした方が、話に深みが出ると思うんだけど……」

「『プリドラ』的にはいらないわよ。それよりラブコメ、あとはサービスシーンの方が求められてるわ」

　俺と茉莉ちゃんの意見は対立してしまい、その後も話し合ったが互たがいの意見はずっと平行線のままだった。

　一向に意見がまとまらないので、とりあえずこのエピソードは保留にしておく、ということになった。




　俺自身、少年漫画の男同士の熱い友情展開が大好きで、今までに何度も感動したことがあるので、そういう展開を入れたかったのだが……。茉莉ちゃんは、そういう展開をあまり好まないようだ。

　もしかして……自分自身が友達という存在をあまり必要としていないから、ということも関係しているのだろうか？

　茉莉ちゃんは、一人でいるのに慣れてるし、一人の方が気が楽、とも言っていた。それは彼女の本心なのだろうか。本気で、友達なんていらない、と思っているのだろうか。彼女は、今までもずっと友達を作らず、一人だったのだろうか。

　正直、茉莉ちゃんの気持ちが俺には理解できない。

　少なくとも、学校生活を送るに当たって、友達って絶対にいた方がいいだろうと俺は思う。俺だって友達が多い方じゃないけど、好きなモノについて語り合ったり、バカやったり、友達がいることで学校生活が楽しくなるんじゃないかと思うのだが……。







　翌日。

　さすがにもう学校で茉莉ちゃんに話し掛けることに疲つかれた俺は、その日は一度も声をかけなかった。

　相変わらず茉莉ちゃんはずっと一人で過ごしていた。




「……!?」

　放課後になり、学校を出ようと昇降口へ向かった俺は、自分が見た光景に目を疑った。

　靴箱で靴を履はき替かえながら、よく見慣れた人物二人が会話していたのだが……それは、茉莉ちゃんと、橋本だった。

　俺は思わず立ち止まって、二人を観察してしまう。俺がいる場所からは割と距きよ離りがあるので、会話の内容までは聞こえてこない。

　二人は話しながら玄げん関かんから外へ出て行った。一緒に帰るつもりなのだろうか。

　遠くから見た限りでは、茉莉ちゃんは特に怒っている様子もなかったし、橋本が一方的に話し掛けているというわけでもなく、落ち着いた様子で二人で会話していた。




　茉莉ちゃん……俺には学校で話し掛けるな、なんて言っておきながら、なんで橋本とは普通に話してるんだよ!?

　みなせに話し掛けられても、俺に話し掛けられても、迷めい惑わくそうにしていたっていうのに……橋本はいいのか？　あの二人、昨日までは一いつ切さい話している様子なんかなかったのに……。

　いや……もしかしたら、俺が見ていないところでは話したりしていたのか？

　俺は、自分でも不思議なくらい、茉莉ちゃんに対して強い苛いら立だちを感じていた。たかがこれだけのことなのに……。




「なんか今日、君きみ島じまさん全っ然喋しやべりませんね～」

　仕事場にて。

　俺は茉莉ちゃんへの怒いかりを引きずっており、しかしだからと言って本人に「今日橋本と一緒に帰ってたよね？　何話してたの？」なんて聞くのは絶対嫌いやだったので、もうひたすら黙だまって仕事をしていた。

「……何よ。昨日あんたが持ってきたプロットに私が意見したこと、まだムカついてるってわけ？」

「……！　ち、違ちがうよ……」

「じゃあ何に腹立ててるのよ」

「別に怒ってないけど」

「はぁ？　あからさまにムッとしてんじゃない。何なのよ、面めん倒どうくさい男ね」

　茉莉ちゃんにそう言われても、俺は頑かたくなに黙だんまりを決め込んだ。




　仕事を終えて帰宅すると、携けい帯たいに着信履り歴れきが残っていた。芹せり沢ざわから電話があったようだ。

　一体何だろう……。あ、そういえばこいつに新連れん載さいの感想を伝えようと思って、まだ伝えてなかったな。

　長々と文章打つのも面倒だし、ついでだから電話で伝えるか、と思い、俺は折り返し電話をかけた。

　二回のコールで、すぐに奴やつは電話に出た。

「もしもし、君島先生？」

「あ、ああ……何か用か？」

「えー、何その言い方。用がなきゃ電話しちゃいけないんすか？」

「え……」

　なんだこいつ、のっけから気色悪いな……。

「俺の新連載、もう『ドラゴン』で始まったんすけど、読んでくれました？　もしやすっかり忘れてたんじゃ……」

「……！　いや……ちゃんと読んだよ。面おも白しろかった。デビュー作より全体的にずっとレベル上がってるし、他の作品とちゃんと差別化できてるし、主人公も格好いいし……続きも気になったから、毎月『ドラゴン』買うつもりでいるよ」

「え……!?　マ、マジすか!?　まさか君島先生がちゃんとチェックしてくれてるなんて思ってなかったっすよ！」

　芹沢は大げさなくらい喜んでいる様子だ。

「いや～、なんかいいっすよねこういうのって。良きライバル兼戦友っていうか……。少年漫まん画がでは欠かせない存在っすよね！」

　……！　ライバル、戦友、か……。俺と芹沢は一応そんな関係にあるのだろうか。

　確かに、ライバルも、ライバルとの友情も、少年漫画に必要不可欠な要素だと思う。俺も少年漫画が好きなので、そういう要素は大好物だ。

　でも茉莉ちゃんは、そんなものは必要ないって言うんだよな……。

「俺、今まで男友達ほとんどいなかったんすけど、こういう風に気軽に電話できる相手がいるのっていいっすね～」

「……！」

　友達がいなかった……？　こいつも？

　茉莉ちゃんのような見るからに性格に難ありなタイプが友達がいないというなら納なつ得とくできるが、こいつは……空気が読めなかったりと人間性に問題があることはあるが、一見明るいし人当たりもいい。こんな奴でも、友達がいないなんて……。一体なんでだろう。

　そういえば、もう一人の大賞受賞者の一いちノの瀬せ白しら雪ゆきも、失礼ながら友達がいるようには到とう底てい見えなかったな。漫画の才能に溢あふれる人って、友達がいないもんなのか？

　むしろ、友達なんていらない、と考えているのだろうか。茉莉ちゃんもそうみたいだし……。

「友達がいなかった、って……なんでだ？　一人の方が楽だし友達なんかいらない、って考えてたりすんのか？」

　純じゆん粋すいに、そういう考えの奴の気持ちが気になって、俺は尋たずねた。

「え？　いや～まさか、そんなこと思ってないっすよ。俺は友達欲ほしいんすけど、俺って男に嫌きらわれるんすよね～」

「……お、男に嫌われる……？　何だよそりゃ……」

　もしかして、イケメンな上に女にモテて何でもできる奴だから、嫉しつ妬とされて嫌われるのか……？

　もしそうだとしたら、なんか不ふ憫びんだな……。こいつが悪いってわけでもないんだろうに……。

「うーん……ま、友達の彼女寝ね取とったりするからっすかねー」

「……!?　さ、最低！　ゲス野や郎ろう！　人間のクズ！」

　俺は思いつく限りの言葉で芹沢を罵ば倒とうした。

　友達の彼女寝取るって……信じらんねえ、何なんだよこいつ!?　一いつ瞬しゆんでも同情した俺がバカだった！

「そんなことしたら嫌われるに決まってんだろ!?　俺だってそんな奴と友達になりたくないよ！」

　同じ友達がいない者として、茉莉ちゃんとこいつを重ね合わせて、茉莉ちゃんの気持ちを知ることができないか、なんて考えた俺が浅はかだった。

「えー、あーいやでも、女の子の方から『彼氏とは別れたから』って近付いて来るんすよ。で、後にそれが噓うそだと分かって修しゆ羅ら場ばに発展、友情崩ほう壊かい～みたいな？　そんでその話が広まって友達いなくなるって感じで」

「あ、ああ……。いやでも、何にせよ友達の彼女だった女の子と付き合うってのがまずトラブルの元になるんだろ……」

「ああ、なるほど！　いやー、やっぱり君島先生って、なんでもズバズバ言ってくれていいっすね！　今まで俺に対してここまで言ってくれる人って周りにいなかったんで嬉うれしいっす！　みんな気ー遣って接してくる奴ばっかりだったんで……。なんでも言えてこそ心の友っすよね！」

「え……は、はあ……」

　罵倒したり注意したりしてるはずのに、どんどん懐なつかれていってる気がするのはなぜなんだろうか……。

「で……用件はこれで終わりか？」

　結局こいつは、俺の新連載読んでくれた!?　ってことが聞きたくて電話してきたのだろうか。

「あ、そうだ！　本題忘れてた！　実は同期の作家の女の子が同期会やろーって言ってるんすよね」

「同期会……？」

　それって、同期デビューの作家で集まる、ってことか？

「是ぜ非ひ君島先生にも来て欲しいな、って思って！」

「へえ……。それって、同期全員誘さそうのか？」

「一応そのつもりっすよ」

「……あの、大賞の……一ノ瀬さんも？」

「あ、勿もち論ろんっすよ！　同じ『ドラゴン』連載作家として、彼女には連載の状じよう況きようとか色々聞きたいと思ってるし！」

「え……でも、彼女の連絡先とか知ってんのか？」

「いやーそれが聞き忘れたんすけど、彼女ツイッターやってるんで、そこからダイレクトメッセージ送ってみようかな～って思って」

「へ、へえ……」

　なんというか、こいつの行動力ってすごいなあ……。あのとっつきにくい一ノ瀬白雪まで誘おうとしてるなんて……。

　でも、誘ったところで来てくれるのだろうか。茉莉ちゃんと同じくらい……いや、下手したらそれ以上に人付き合い苦手そうだったけど。

「あーあと、同期作家ではないんすけど……八や雲くもさん、でしたっけ？　君島先生たちが『プリドラカップ』で競きそってた女性作家。あの人も誘ってみようかな～って。俺、担当さんが彼女と一緒なんで、それでパーティーのとき担当さんを介かいして挨あい拶さつさせてもらったんすよ。あの人もホームページに仕事用のメアド載っけてたんで、そっから連れん絡らくとってみようかなーって。あの人とは話してみたいと思ってたんすよね～」

「……！　そ、そうなんだ……。やっぱり、『プリドラカップ』の作品読んで興味持ってたのか？」

「え？　ああ……まあそれも少しはありますけど、なんてったって超ちよう美人じゃないっすか！」

　……こ、こいつ……あのパーティーで話したときから目を付けてた、ってことか。なんと欲よく望ぼうに忠実なのだろうか。

　確かに、八雲さんはめちゃくちゃ綺き麗れいな人だし、俺も是非話してみたいけど……。

「挨拶したときはすごく感じよかったんですけど、携帯の連絡先聞こうとしたら結構ガード堅かたくて無理だったんすよね～。まさかこの俺が連絡先教えてもらえないなんて、すげーびびりましたよ」

「な……！　あのパーティーで会っただけなのに携帯の連絡先聞こうとしたとか馴れ馴れしいにもほどがあんだろ！　つーか、どんだけ自信過か剰じようなんだよ!?」

　突つっ込こみどころが多すぎて最も早はや追いつかない……。やっぱこいつ、ただのチャラ男だな!?

「だって、あんな綺麗な人そうそういないっすよ～。しかもまさか漫まん画が業界であんな美人と出会えるなんて……。あ、そういう意味では、君島先生の相方……生駒先生、でしたっけ？　彼女にもすげえ興味あるっす。パーティーで見かけたけど、めちゃくちゃ美人っすよね。あんな可愛かわいい人と漫画描かいてるなんて羨うらやましいっすよ！　あの人とも是非お近づきになりたいんすけど、良かったら同期会に誘ってみてくれません？」

「な……はあ!?　な、何言ってんだお前！　それは絶対ダメだ！」

　俺は咄とつ嗟さにそう言っていた。こんなゲス男に茉莉ちゃんを紹しよう介かいするなんて……断固としてお断りだ！　同期会に連れて行ったらこの男が茉莉ちゃんにガンガンアプローチしそうだし……茉莉ちゃんを同期会に連れて行くのは絶対にダメだ！

　第一、そんな交流の場なんて、茉莉ちゃんが嫌いやがりそうだもんな。学校ですらあんな状態だし、漫画家友達もいないって言ってたし……。

　……あ、待てよ。でも、もしかしたら八雲さんが来るなら行きたいとか言い出すかも……。

　……茉莉ちゃんには、同期会の話自体隠かくしておこう。うん、そうしよう。

「……。へ～？　なんでそんなガン拒きよ否ひするんすか？」

「そっ、それは……茉……生駒先生は人見知りっつーかめちゃくちゃコミュ障だし気難しいんだよ！」

「え、そうなんすか？　それは逆に燃えるっすね！　そういう子の心を開かせてみたい、みたいな！」

「!?　な、な……!?　と、とにかく、絶対ダメだ！　茉莉ちゃ……生駒先生は同期会には絶対に連れて行かないから！」

「…………へ～。ふーん、なるほど……」

　芹沢は何やら意味深に含ふくみを持たせて言う。

「な、なんだよ……」

「……はは、いや、まあとりあえずは了りよう解かいっす。来月の土日のどっかになると思うんで、後で日程調整のためにライングループ作って招待するんで、よろしくっす！」

「あ、ああ……分かった」

　そこまで話して、電話を終えた。

　来月同期会か……またあの濃こいメンツと会うことになるのかあ。不安半分、楽しみ半分、ってところだなあ……。




　翌日の土曜日。

「あーもー、なんか空気超重いんですけど……せめて音楽とかかけません？」

　仕事場にて、一話目の原げん稿こうも完成に近付いていく中、静まり返った部屋でエミリちゃんが不満を漏もらした。

　確かに、今日も今日で俺と茉莉ちゃんの仲は気まずく、仕事場の空気はとても重かった。

「うるさいわね、作業も佳か境きように入ってるんだから、黙だまって集中して作業したらいいでしょ」

　そんなエミリちゃんの提案を、茉莉ちゃんはバッサリと切り捨てる。

　一日気まずい空気のまま、今日の分のノルマを終え、解散となる。




「……ん？」

　帰りの電車でスマホをチェックすると、芹沢から『富ふ士じ見みコミック大賞同期会』という名のライングループへの招待が届いていた。昨日言ってたやつか。

『参加』ボタンを押すと、メンバー一覧が表示される。

『芹沢暁あき人と』『碧あおい直なお純ずみ』『一ノ瀬白雪』……等々、見慣れた同期たちの名前が連なっている。

　え、一ノ瀬白雪もライングループに入ったのか？　こういうの絶対断りそうだと思ったのに……。

　その中に、『羽は柴しば朱あか音ね』の名前も見つけたので驚おどろいた。羽柴朱音って同期じゃないだろ。確か、俺たちの一年前の準大賞受賞者じゃないか。

　ん……？　この『狭さ川がわ紫ゆかり』って誰だれだろう。メンバーの名前に再度目を通す。

　同期の名前は全すべてあった。ということは……もしかして、八雲ムラサキさんか？　昨日芹沢、サイトからメール送ってみる、って言ってたもんな。八雲ムラサキってどう考えても本名じゃねえもんなあ。八雲さんもグループに取り入れることに成功しただなんて、芹沢、有能だな。

　それとは別で、芹沢からラインも来ていた。

『グループ招待しといたんで宜よろしくッス！　あと、生駒アギト先生のラインも知ってたら招待してくれないっすか？』

　……！　こいつ、昨日散々俺が連れて行かないって言ったのにまだ諦あきらめてなかったのか……。

『参加したよ。あと、生駒先生とは今すげー気まずいからそんなことできない』

　これは本当のことだしな……。メッセージを送ると、すぐに返事が来た。

『え!?　コンビで喧けん嘩かしたんすか？　じゃあ自分で招待するんでラインのＩＤ教えてくれないっすか？』

『勝手にそんなことできるわけないだろ…。っていうか、よく一ノ瀬白雪と八雲さん招待できたな？　同期会も来るって？』

『ですよねー（泣）。一ノ瀬さんは、同期会やるからどうっすかってダイレクトメッセージ送ったら、メンバー全員来るのか聞いてきて、来るって言ったらまだ行けるか分かんないけど、行けたら行くって言ってました』

『へえ～。意外だな』

『八雲さんは、賞を獲とってない自分は同期がいないから、誘ってもらえてありがたい、是非行きたいです、って言ってたっす』

　なるほど……。

『あとそういえば、羽柴さんって同期じゃないけど、なんでこのグループに？』

『ああ、なんかその人は、八雲さんに、誘いたい人がいるんですけどいいですか、って言われて』

　八雲さんに……？　なんでまた……。

『確か俺らの一年前の準大賞受賞者らしいっすね？　その年は不作で受賞者が計三人しか出なかったらしくて、しかもあとの二人はもう漫画描かなくなってるとかで、同期がいなくなって寂さびしいらしくて、八雲さんと結構連絡取り合ったりしてるっぽくて。それで、良かったらこのグループに招待したいんですが、って八雲さんが言ってたんで。八雲さんの頼たのみだったら断れないじゃないっすか（笑）』

　ああ、そういうことか……。八雲さんと羽柴朱音があの後連絡を取り合っていただなんて、意外だった。そういえば年も近そうだし、女性作家同士で仲良くなっているのかもな。

　じゃあ、『プリティードラゴンカップ』で競ったメンバーも、茉莉ちゃんを除いては全員同期会に来るってことだな。

　となると、なるべくなら呼びたくないけど、やっぱり茉莉ちゃんも誘さそった方がいいのか……？

　いや、でもどっちにしろ今本当にそんなこと言える空気じゃないしな……。

　芹沢とラインで会話している間にも、ライングループの方に次々とメッセージが入る。『芹沢君、招待ありがとう～♡』『同期会楽しみですね！』などなど、同期たちがコメントしていた。

　芹沢が、『来月の土日で空いてる日を教えて下さい』とコメントし、みんながそれに返信する。俺も空いている日にちを送信した。




　その後帰宅して、スマホをテーブルの上に置いたままゲームをしていると、ラインの通知音が聞こえた。

　誰だろう、まあいいか……と思い放置していると、少ししてまた鳴り、その後も鳴る。さすがに気になって、ゲームを中断してスマホを確かく認にんした。

『富士見コミック大賞同期会』のライングループのメッセージ未読数が『３』となっている。同期会の件だろうか。

『芹沢暁人：そういえば、一ノ瀬先生の連れん載さい一話目と二話目見ましたよ！　めっちゃ良かったっす！』

『一ノ瀬白雪：……私はもっと深みのある話を描かきたかったが、あの男が色々口を出してきた為ために少しばかり稚ち拙せつな内容になってしまった……。』

　おお、芹沢と一ノ瀬白雪が会話している！　なんかすごいぞ……。

　っていうか、一ノ瀬白雪、このライングループが始まってから初めて発言したな。さすがにラインだと普ふ通つうに話せるんだなあ。このままみんなに溶とけ込めればいいのだが……。

　あの男、っていうのは担当編集者のことを言っているんだろうか？　一ノ瀬白雪本人は、連載一話目に納なつ得とくしていないようだな……。

『芹沢暁人：え、分かりやすいしキャッチーだし、デビュー作よりずっと良かったっすよ!?』

　おい芹沢、確かに俺も同意見だが……そこまではっきり言うか、普通……。

　会話は芹沢のコメントを最後に終わっていた。一ノ瀬白雪はこのコメントを見て気分を害しているんじゃないだろうか……？　と思っていたところ、再び通知音が鳴る。

『一ノ瀬白雪：……そんな筈はずは無い。一作目の方がずっと完成度は高い筈。一作目は、崇すう高こうな漫まん画が読みにしか良さが解らないかも知れない……。』

　ほら、やっぱりちょっと怒おこっちゃってるじゃねえか！　芹沢空気読めよ……。

　っていうか、他の人は一いつ切さい会話に加わらないし、どんどん気まずい会話の流れになってないか……？　またすぐに芹沢が発言する。

『芹沢暁人：崇高な漫画読み??　笑』

　ちょっおい、更さらに神経逆さか撫なでするようなこと言うなや！

『一ノ瀬白雪：……貴方あなたは私を莫ば迦かにしている……？』

　うおおやべえ！　完全にもう一ノ瀬白雪おこじゃねえか！　このままじゃまずい……そう思った俺は、慌あわてて文字を打つ。

『君島泉：俺も一ノ瀬さんの連載一話目、二話目どっちも読みました！　俺はどっちもすごく良かったと思いますよ！　三話目も楽しみにしてますから！』

　俺が発言したのがきっかけになったのか、他の同期たちも、

『私も、芹沢君と一ノ瀬さんの新連載読みました！　すごかったです！　私も負けてられないな～って思ったよ！』

『今月発売の芹沢君の新連載、すごく面おも白しろかった！　単行本出たら買うよお♡』

『私も読みました！　益々絵が上手うまくなってますね（*^_^*）　もう連載なんて羨うらやましいです！』

　……という感じで、発言し始めた。というか、完全に女性陣じんが芹沢を持ち上げてるだけだけど……。

『芹沢暁人：マジっすか？　ありがとうございます（^o^）』

　そんな流れで、とりあえず喧嘩などにはならずに収まった。一ノ瀬白雪がそれ以降黙ってしまったのが気がかりなのだが……。




　翌日の日曜日。

　この日も相変わらず、仕事場では気まずい空気が流れていた。




　仕事が終わり、電車の中でスマホを確認する。

「……！」

『富士見コミック大賞同期会』のライングループの未読メッセージが『21』となっていたので、少し驚いた。

　仕事中、基本的にスマホマナーモードにしてるし、今日は一度も鞄かばんから出さなかったからな……。ラインを開く。

『芹沢暁人：同期会の日にちなんですが、五月十七日はどうでしょうか？』

『羽柴朱音：その日は友人たちと行うグループ展の打ち合わせがあるのですが、夜でしたら行けると思いますわ』

　おお、羽柴朱音が初めて発言した……。グループ展、って何だろう。わざわざそんなわけ分からん単語を出してくるなんて『グループ展って何ですか？』っていう質問待ちなんだろうか。

　っていうか、ラインでもこの喋しやべり方なんだな。ちょっと痛いな……。

『狭川紫：この度たびは同期ではない私をお仲間に入れて下さってありがとうございます。八雲ムラサキと申します。今後ともどうぞ宜しくお願いします。その日は一日空いているので、大だい丈じよう夫ぶです。同期会楽しみにしています。』

　続いて、八雲さんが丁てい寧ねいに挨あい拶さつをしている。ここでも、礼れい儀ぎ正ただしい素す敵てきな人だなあ、と感心してしまう。

　その後も同期たちが『その日大だい丈じよう夫ぶです』『オッケーです！　宜しくお願いします』等それぞれ返事を送っていた。『八雲さん、こちらこそ宜しくお願いします！』という、八雲さんへの返信もちょいちょい入っている。俺も返さないとな、と思いながら下にスクロールしていくと、

『芹沢暁人：あれ!?　君島先生は!?』

『芹沢暁人：君島先生～！　寝ねてる??』

『芹沢暁人：（スタンプ）』

　ちょっ……芹沢うぜえええええ！　メンヘラかよ！　俺にだって仕事してるとか色々あんだろうが！　っていうか、せめて個人のラインの方で送れよ！

『芹沢暁人：あ、あと返事もらってないの君島先生の他に一ノ瀬先生ですね！　確認よろしくっす！（^^）/』

『一ノ瀬白雪：……私は当日になるまで参加出来るかどうかは解らないので、私の事は構わず先に進めて欲しい……。』

『芹沢暁人：えー!?　なんでっすか!?　原げん稿こうが忙いそがしいとか??』

『一ノ瀬白雪：……まあ、大体そういう感じ……。』

『芹沢暁人：一日くらい大丈夫っすよ！　それに、その日だったら締しめ切りまでまだ余よ裕ゆうあるじゃないっすか！』

『一ノ瀬白雪：……其それは貴方あなたが決める事では無い……。』

『芹沢暁人：じゃあ、他の日で都合が良さそうな日とかあります？』

　おいおい、芹沢マジで強ごう引いんだな……。そういえば、一ノ瀬白雪と話したい、って言ってたもんな。一ノ瀬白雪にどうしても来て欲しいようだ。

　一ノ瀬白雪は引きこもりっぽいし、やはりこういうのには参加できないのでは……？

　この様子からすると、当日になって行くか行かないか決めるつもりでいるっぽいな。原稿が忙しい、ってのはなんとなく建前っぽく見えるし……。

　そこで会話が止まっていた。芹沢と一ノ瀬白雪の会話になるとみんな一切入ってこなくなるんだな……。一体なぜ……。

　ここで一ノ瀬白雪が返事を送ってないところを見るに、参加を悩なやんでいるのはやはり日程の問題ではないのだろう。

　みんな黙だまっちゃってるし、空気を良くしないと……。

『君島泉：一ノ瀬さん、原稿忙しかったら無理しないで下さいね！　でも、連載の話とか色々聞きたいし、来てもらえたらありがたいです！』

　考えた末、俺はそんなメッセージを送信した。

『芹沢暁人：あ、君島先生！　君島先生も参加できるか教えて下さいよ！　君島先生が予定入ってたら日程再調整しないといけないんすから（。・[image: ω]・。）』

　芹沢から即そくレスがくる。え……そ、そうなのか？

『君島泉：その日大丈夫だよ。あとその顔文字キモいぞ』

『芹沢暁人：了りよう解かいッス！　えー、キモいって酷ひどいなー（。・[image: ω]・。）（。・[image: ω]・。）（。・[image: ω]・。）（。・[image: ω]・。）』

　いちいちうざい野や郎ろうだな！　っていうか返信早すぎんだろ。ずっとスマホ手元に持ってんだろうな……さすがチャラ男である。こいつだって連載で忙しいだろうに……。

　もう対応が面めん倒どうだしみんなが見ているグループラインで阿あ呆ほな会話を繰くり広げるのも嫌いやだったので、そのまま既読無視してやった。




『一ノ瀬白雪：……解わかった。なるべく参加出来るよう最善を尽つくそうと思う……。』

　約一時間後、一ノ瀬白雪から返信が入った。これは……芹沢への返信じゃなくて俺への返信だと思って良いのだろうか。

　一ノ瀬白雪が同期会に来たら、色んな意味で大変かもしれないが……俺も、芹沢同様、できれば来て欲しいと思う。連載の話とか聞きたいし、一ノ瀬白雪は人としても大分興味深いので、もう少し話してみたい……。







　翌週の月曜日。

「えー、今日のホームルームでは、来月の修学旅行の説明と、班決めを行う」

　朝のホームルームで、担任の進しん藤どう先生が告げた。

　そういえば、五月にそんなもんがあるんだったな。

　進藤先生の説明によると、行き先は沖縄で、戦跡を巡ったり、観光や体験学習をしたりして、四泊するとのこと。

「わー楽しそ～！」

　隣となりの席のみなせが、先生の説明を聞いて言う。

　修学旅行か……。正直俺は、楽しみという気持ちよりも、様々なことに関して不安の方が大きかった。

　例えば、茉莉ちゃんは旅行先でも孤こ立りつしてしまうんじゃないか、とか。あと、来月の原稿、旅行中進められないけど大丈夫かな、とか……。

　一通り説明が終わると、今度は部屋割りの班を決めることになった。部屋割りは五人か六人で一組の班を決めて、その班で同じ部屋に泊とまることとなる。班は好きな者同士で決めていいみたいだ。

　……ん？　待てよ……好きな者同士で班、だと……？

　当然、部屋割りなんだから、男女別だ。

　茉莉ちゃんは……一体どうなるんだ？　同じ班になるような友達、いないよな……？

「泉～、同じ班になろうぜ」

「！　は、橋本……」

　橋本の顔を見て、思わず、先日橋本と茉莉ちゃんが二人で会話していたことを思い出す。一体何の話をしていたんだろう。茉莉ちゃんに聞くのは嫌だけど、橋本に聞くなら別にいいかな……。

「……？　泉？」

「あ、いや……そうだな、同じ班組もう」

　なんとなく、橋本の脳天気な顔を見ていたら、聞くことができなかった。

　周りにいた、男三人組を作っている奴やつらに声をかけ、あっという間に五人の班が決まった。

　俺は思わず茉莉ちゃんに目を向ける。

　茉莉ちゃんは……予想通り、誰だれと話すこともなく、一人ぽつんと席に座ったままだった。

　茉莉ちゃんは……こんな状じよう況きようになっても辛つらくないのだろうか？　友達なんて欲ほつしてない、とか言ってたけどさ……俺だったら、絶対に辛い。というか、今の茉莉ちゃんを見ているのすら、なぜか俺の方がしんどくなってくる。

「…………」

　気付くと、橋本も茉莉ちゃんが一人なことに気付いたようで、彼女の方を見ていた。

　橋本の奴……もしかして茉莉ちゃんのことを気に掛けているのだろうか。話し掛けてたくらいだしな……。

「……！」

　そこで俺は、もう一人茉莉ちゃんの方を見ている人物に気付いた。

　みなせだ。みなせは茉莉ちゃんのことを、なんだか心配そうな表情で見ているように見えるのだが……俺の気のせいだろうか。もうみなせだって、茉莉ちゃんと関かかわるのなんて懲こり懲ごりだって思っているはずだし……。

「みんな、班組めたかー？」

　大体のクラスメイトたちが班を決めたようで、先生は周りを見み渡わたして言う。まだ茉莉ちゃんが決まってないのに……。

　先生は茉莉ちゃんだけが一人ぽつんと席に座っていることに気付き、茉莉ちゃんのもとまで行って声をかけた。

「生駒……まだどこの班にも入ってないのか？」

「…………はい……」

　茉莉ちゃんは暗い表情で答えていた。

　あんな顔をしている茉莉ちゃんが、辛くないわけがない。俺はもう、見ていられなかった。だけど、異性である俺とは同じ班なんて組めないし、声を掛けてもどうせ「うるさいわね」とかって邪じや険けんにされるに決まっている。

「えーと、じゃあ……確か、香こう月づきとか高たか本もとの班が、まだ四人だったよな。生駒は、そこに入るってことでいいか？」

「……！　え……」

　進藤先生の言葉に、茉莉ちゃんは驚おどろいた表情で固まっている。だが、さすがに拒きよ否ひすることはできないようで、何も言わなかった。みなせの班の他の女子が「いいですよ」と答えたので、茉莉ちゃんはみなせの班に入ることが決まったようだ。

　茉莉ちゃんは暗い表情のまま、同じ班になった女子のもとへ行こうともせず、そのまま席にポツンと座っていた。

　よりによって、とても気まずい仲にあるみなせと、茉莉ちゃんが同じ班になってしまうだなんて……。

　以前までの関係だったら、みなせに茉莉ちゃんを任せておけば安心だろう、と思ったものだが……あんなことがあった後なんだから、うまくやっていけるのか不安で仕方ない。

　修学旅行中、みなせと茉莉ちゃんが喧けん嘩かしてしまったらどうしよう……。考えただけで胃が痛くなってきたぞ……。







　今日は橋本と帰り道に本屋に寄ってから仕事場に来たので、少しだけ遅おそくなってしまった。

　俺が仕事場に着いて玄げん関かんで靴くつを脱ぬいでいると、何やら話し声が聞こえてきた。

「うん、分かった。あ、今日の夕飯はシチューだからね」

　この声は……エミリちゃん？

　家の中に上がると、リビングの扉とびらの前にエミリちゃんが立っていた。どうやら、電話しているみたいだ。

「……！　あ、うん……仕事、無理しすぎないでよ。もう年なんだから。……うん、そっちもね。じゃあね」

　俺の姿に気付いたエミリちゃんは、少し焦あせった様子になり、電話を終えた。

　何やらいつものエミリちゃんと同一人物とは思えない程ほど優やさしい声を出していたが……今の電話の相手は誰なんだ？　会話の内容的に、どうやら家族のようではあるが……。

「盗ぬすみ聞きですか、悪あく趣しゆ味みですね」

　電話を切ったエミリちゃんはさっきとはまるで別人のような冷たい声で言い、俺を睨にらんだ。

「い、いや……ここ通らなきゃいけないんだから仕方ないでしょ」

「……まあ、そうですけど……」

　少し恥はずかしそうにぶすっとしている。今の電話を聞かれたのが恥ずかしかったのかもしれない。

　確かエミリちゃんは一人っ子だし母子家庭だから、今の電話の相手は……きっと、お母さんか。お母さんにはあんなに優しく接しているのかあ……。

　夕飯もよく作ってるみたいだし、まだ中学生だってのに本当に偉えらいよなあ。俺と接しているときとのギャップがありすぎて、なんとも不思議な感じではあるが……。

「……？　何ですか？」

　なんてことを考えながらエミリちゃんを見ていたら、警けい戒かいされたようで、ジロリと睨まれてしまった。

「い、いや……別に……」

「用がないなら見ないで下さいよ、今度からあまりにジロジロ見てきたらお金取りますから」

「はあっ!?」

　そ、そんなに俺に見られるのが嫌なのか……軽くショックだぞ。

　俺にもさっきのように優しさを持って接して欲しい……と、切に思った。




「茉莉ちゃん……みなせと同じ班になったみたいだね？」

　その日、三人で原げん稿こうの最終仕上げ作業を進めつつ、俺は恐おそる恐おそる仕事場で茉莉ちゃんにその話題を振ふってみた。

「……それが何？」

「あ、いや……せっかくだし、これを機に、また仲良くなろうとしてみたらいいんじゃないかなーなんて思ったんだけど……」

「……あーもう、うざいわねえ！　いちいち何なのよあんたは！　そんなの、私の勝手なんだから放ほうっておいてよ！」

　やはり、予想通りの反応が返ってきてしまった。

「でも、あのままだと……修学旅行楽しめないんじゃないの？　誰とも打ち解けてないわけだし……」

「あ～も～～だからそういうのがうざいって言ってんの分かんないの!?　私が修学旅行を楽しめようが楽しめまいがあんたには一いつ切さい関係ないじゃない！」

「あーもう、また懲りずに喧嘩してますね二人とも……。本当にうるさくて気が散るんですけど……一体何の話ですか？　修学旅行？」

　一人黙もく々もくと作業していたエミリちゃんが、ついに我が慢まんできなくなったようで口を挟はさんだ。

「いや、それが実は……」

「あーもう、余計なこと話さなくていい！　この話題はもう終わり！　さっさと仕事するわよ！　もう今日で一話目の原稿完成させるって話なんだから！」

　俺がエミリちゃんに今日の学校でのことを話そうとしたところ、茉莉ちゃんに遮さえぎられてしまった。

　前から思っていたが、どうやら茉莉ちゃんは、学校での話を仕事場ではしたくないようだな……。




　それから三人でひたすら黙々と作業を進めたところ、締しめ切り日までまだ一週間以上あるが、一話目の原稿が完成した。

　早乙女さおとめさんに一話目の原稿が終わったら前まえ倒だおしで二話目のネームを進めるように言われていたので、二話目のネームの作業に入ることにした。

　もうプロットのオーケーは出ていたので、それをネームにするだけだ。今回は俺がネームを切ることとなった。




　二日後にネームを描かき終え、仕事場で茉莉ちゃんに見せて二人で修正してから、早乙女さんにファックスで送る。

　早乙女さんから二話目のネームの件で打ち合わせをしましょうとメールが入ったので、更さらに二日後、俺と茉莉ちゃんは富士見社へと向かった。




「大体の流れはオーケーね。細かいところの修正点を言うから、メモの準備して頂ちよう戴だい」

　早乙女さんは、二話目のネームを広げて一ページずつ細かい修正点を俺たちに告げる。全すべて聞き逃のがさないよう必死でメモを取った。

　ちなみに二話目の展開は、主人公の薫とヒロインの樹里亜が所属したアイドル事務所の先せん輩ぱいアイドルユニットがショッピングモールでイベントを行うので、二人もそれに出演し、初めて人前に出る、というものだ。

「この、ショッピングモールでのイベントシーンだけど、資料とかあった方がいいわよね？」

「あ、そうですね。適当なショッピングモールに行って、写真撮とってこようかなーって思ってたんですが」

「そう……だったら、せっかくだから実際のアイドルのイベントを見に行ってみたら？　どんな感じなのか、摑つかめた方がいいでしょう？」

「……！　た、確かに……。見に行けるなら、行ってみたいです！」

「そうね……ショッピングモールとかでアイドルイベントやってるって話には聞いたことあるけど、見たことないからどういうものかイマイチ分からなかったのよね」

　茉莉ちゃんも、俺の意見に同調する。

「絶対に行った方がいいわ。うちの編集部にドルオタ……アイドルとかに詳くわしい人がいるから、ちょっと聞いてみるわ。経費がかかる場合編集部で負担してもいいし」

「……！　ありがとうございます。助かります！」




　帰宅して、早乙女さんに言われたネームの修正箇か所しよを修正していると、夜、茉莉ちゃんから電話が入った。

「今早乙女から電話があったんだけど、ちょうど明後日あさつての日曜、池いけ袋ぶくろのサンシャインシティでまだそんなに売れてないアイドルのイベントがあるらしいわ。握あく手しゆ会に参加しないなら特にチケットとか取らなくても見られるらしいから、取材に行くわよ」

「……！　あ、うん……。それって、早乙女さんも来るの？」

「え？　来るわけないじゃない。早乙女が来たところで意味ないし、一応会社員なんだから何かない限りは日曜日休みなんだから」

「あ、そっか……」

　ということは、日曜日に茉莉ちゃんと二人で池袋のサンシャインシティへ行くことになるのか。なんか、デートみたいだな……。……って、仕事で取材に行くのに何考えてんだよ！




　　　　＊




　そして、日曜日。

　俺と茉莉ちゃんは、午後一時に池袋駅で待ち合わせをして、そこからサンシャインシティへと向かうことになっていた。

「お待たせ」

「……！」

　時間丁度に待ち合わせ場所に現れた茉莉ちゃんは、ピンク色のワンピースを着ていた。普ふ段だんジャージ姿か制服姿しか見ていないので、とても新しん鮮せんだ。いつもよりずっと可愛かわいく見える。……っていやいやいや、これはデートなんかじゃなくて仕事なんだから、気持ちを切り換かえないと！

「えっと、場所はサンシャインシティだったね。確か、一時半からライブ始まるって言ってたよね？　じゃあ、もう向かっちゃっていいかな？」

「え、ええ……」

　茉莉ちゃんは俺の言葉に返事をしながら、携けい帯たいで何やら調べ出す。

「……あっ！　え、えっと……私、時間間ま違ちがえてたみたいだわ……。ライブ、十三時半からじゃなくて、十五時半から、だったみたい……」

　茉莉ちゃんは俺の方をチラチラ見ながら、ぎこちなく言った。

「えぇっ!?　そ、そうなの!?」

「こ、このままじゃ、二時間以上時間余っちゃうわね……。どっかで時間潰つぶしてから行かないとダメねー……」

「うわ、二時間も暇ひまなのかー」

「……っ、し、仕方ないでしょ！　勘かん違ちがいしてたんだから！　大体あ、あんただって、時間とか調べるの私に任せきりだったのが悪いんじゃない！」

　……って、間違えたのはそっちのくせに逆ギレかよ!?

「と、とにかく！　ライブが始まるまで時間潰しに行くわよ！　偶ぐう然ぜん、本当にちょうど良く、私池袋で行きたい場所あったから……そこに付き合ってもらうから！」

「え!?　あ、ああ……まあいいけど……」

　どうせ暇だし、俺の方は特に池袋で行きたいところもなかったので、茉莉ちゃんの行きたい場所とやらに付き合うことにした。ちょうど良く行きたい場所をすぐ思いつくなんて、なんかあやしい……。




「あの、茉莉ちゃん……ここは……？」

　茉莉ちゃんの行きたい場所に到とう着ちやくしたのはいいのだが……俺は戸と惑まどっていた。

　どうやらこの店はオタクショップのようで、見たところ漫まん画がやアニメのＤＶＤ、ＣＤなど様々な商品が売られていた。俺はこういう店に来たのは初めてだった。

　茉莉ちゃんは漫画のコーナーもＤＶＤのコーナーも通りすぎ、ある売り場で立ち止まった。

　ビニールに包まれた薄うすっぺらい本が、大量に並んでいる。これは……同人誌、か。

　そういえば、同人誌って茉莉ちゃんの仕事場にもあるけど、ちゃんと中身を見たことは一度もないな。一体どういうものなんだろう。

　興味本位で、俺は近くにあった棚たなに平積みになっている同人誌を一冊手に取る。ビニールがかかっていて中が見えないようになっているが、裏返すとサンプルとして二ページ分くらい見えるようになっていた。

「……っ!?」

　俺はその内容を見て驚おどろいた。これ……ただのエロ漫画じゃねえか！　よくよく見ると、表紙に『十八禁』の文字があった。

「やば～い！　リン香かママの本、少し見ない間に結構増えてるっ！」

　茉莉ちゃんは目をギラつかせて、一冊一冊手に取り裏返してサンプルを確かく認にんしている。確認後、同人誌をそのまま手に持っていたり戻もどしたりしていた。どうやら、購こう入にゆうするものを選別しているようだ。

　まさかエロ同人誌購入に付き合わされるだなんて……デートみたい、だなんてとんでもなかった……。

「えっと……茉莉ちゃんは、どういう本を買ってるの？」

　怖こわい物知らずだと自分でも思ったが、興味本位で尋たずねてみる。

「『ガムダンビルトウォーズ』のリン香さんの本よ！　最近Pixivでチェックとかもできてなかったから、表紙とサンプル見て良さそうだったらもう即そく買いね！」

　俺の方を振ふり向きもせず、茉莉ちゃんは懸けん命めいに同人誌をチェックし続けながら説明する。よく分からなかったが……やはり、要は同人誌を買おうとしていることには間違いないようだ。

「あ！　この本『えろまん本ほん舗ぽ』さんの！　もう新刊出てたんだ……最近漫画で忙いそがしくてチェックもできてないしイベントも行けてなかったのよねー！」

　茉莉ちゃんは目を輝かがやかせながら言い、その後も真しん剣けんな様子で同人誌の選別を続けた。

「よし、こんなもんね！　えーっと次、『アイプロ』の本も見なきゃ！　泉、ちょっとこれ持ってて！」

「え……えぇっ!?」

　茉莉ちゃんは今選別していた同人誌の束を俺に持たせると、また別の棚へと急ぐ。

　興味本位で、茉莉ちゃんが買おうとしている同人誌の表紙を見る。

　予想通り、というべきか……やはり、胸の大きいお姉さんのイラストが描かれていた。タイトルは『リン香ママと明るい性生活』……って、これってもしや、主人公の母親のキャラクターなのか!?　そういえばさっき『ママさんの本』とか言ってたもんな……。

　それにしても、少しばかり胸がでかすぎやしないか？　でかすぎて現実味のない大きさに描かれている。巨きよ乳にゆう好きってのは、でかければでかいほどいいのだろうか。

　同人誌の束を持ったまま、茉莉ちゃんの姿を捜してうろうろする。

「あ、いた……」

　茉莉ちゃんはまたもや一つの棚にかじり付いて、そこから一冊ずつ表紙と裏面のサンプルをチェックする作業をしていた。

　気に入ったものはそのまま手元に置いているようで、暫しばらくその作業を続け、やがてお目当てのキャラの全ての本を見終えたようだ。

「ふう……こんなもんね！」

「えっ……これ、全部買うの!?」

　俺に持たせている分は軽く十冊を超こえているし、今棚から選別して自分で持っている分はその二倍くらいある。

「暫く買ってなかったからこんなもんでしょ。レジこっちよ！」

　茉莉ちゃんはそれらを全部レジへ持って行く。合計金額は二万円を超えていたが、現金で購入した。




「あ～もうやばい！　すっごい楽しみ～！　こんな量一人じゃ買いに来られないから偶然来られてほんとラッキー！」

　店を出た後、袋ふくろに入れられた大量の同人誌を半分俺に持たせて、半分は自分で持ちながら、茉莉ちゃんはスキップしてご機き嫌げんな様子で言う。

「…………。ま、まさかとは思うけど……俺に荷物持ちをさせるためにわざとアイドルイベントの時間間違えた……とかじゃないよね？」

　そんな茉莉ちゃんのセリフに、思わず俺は突つっ込こんだ。

「……っ！　や、やだ～、泉ってば、何言ってんのよーっ！　そ、そんなわけないじゃない！」

　ぎくっとした表情をしてから、茉莉ちゃんは大げさなくらいわざとらしく否定する。

　や、やっぱりそうだったのか……！　っていうか、そんな小細工しなくても、荷物持って欲しいから買いものに付き合って欲しい、って頼たのんでくれれば承しよう諾だくしたのに……。

「えーっと、まだ二時前か……。他に行きたいところは？」

「……え!?」

「どうせまだ時間あるし、さっき歩いた限り、なんか池袋ってオタクショップやたら多いみたいだし、行きたいところあるなら今のうちに行っておけば？」

　荷物が重いのであんまりうろうろするのはしんどいけどな……。ああ、どうせなら最後に同人誌買ってくれたら良かったのに。

「……！　う、うん！　えっと……じゃあ次はあっち！」

　茉莉ちゃんは俺の提案に少し驚いた様子で、嬉うれしそうに返事をした。




　彼女の後に付いていくと……続いて辿たどり着いたのは、大きな通り沿いにあるゲームセンターだった。

「今月クレーンゲームのプライズで劇場版の『あずみ』さんのフィギュアが出たのよね～！　あー、あった！」

　ゲームセンターの一階で、茉莉ちゃんは一台のＵＦＯキャッチャーに駆かけ寄る。中には、キャラクターのフィギュアの写真が前面に印刷されている大きめの箱がいくつか並んでいた。きっとあの中に、写真のフィギュアが入っているのだろう。

「はぁ～あったぁ！　欲ほしい！　絶対欲しい～っ！」

「へえ～……。これは、何のキャラなの？」

「『アイプロ』……『ザ・アイドルプロデューサー』の『あずみ』さんじゃない！　知らないの!?」

　知らないの!?　って言われても……。このキャラも、茉莉ちゃんが大好きそうな、所謂いわゆる『おっぱいが大きいお姉さん』だった。

　茉莉ちゃんは財布から五百円玉を取り出す。

「えっ……これやるつもりなの!?　結構難しいと思うけど……」

「五百円かければいけるかもしれないじゃない！」

　茉莉ちゃんは意い気き揚よう々ようと五百円玉を投入する。

　……しかし。

「あ～もうっ！　ビクともしないじゃないのよーっ！　これ取れる人なんているわけぇ!?　ぼったくりじゃない！」

　五百円分六回プレイしたところで、フィギュアは少しも動かなかった。

　茉莉ちゃんはアームでフィギュアが入っている箱を包んでそのまま持ち上げようと奮ふん闘とうしていたのだが、アームの力が弱くて一いつ瞬しゆんだけ持ち上がってもすぐに落ちてしまう。

「これ以上お金かけたって無む駄だだろうし、もう行くわよ……って、え？　せ、泉？」

　俺は自分の財布から五百円玉を取り出し、ＵＦＯキャッチャーに投入する。

「持ち上がらないとなると……少しずつずらした方がいいかな」

　俺はアームがフィギュアの箱の右奥の角に来るように操作する。アームは箱の角を少しだけ持ち上げ、そのまま重さに耐たえられずすぐに箱を落とした。だが、そのおかげで箱は少しだけ前に移動した。

「……！　う、動いた！」

　茉莉ちゃんがその様子を見て目を輝かせる。

　残り四回も同じ戦法で少しずつフィギュアの箱を前にずらしていく。そして、最後の一回……。

「お……落ちた──っ！」

　フィギュアの箱を手前の開口部まで移動させることができ、フィギュアは開口部から下に落ちた。

「すごい、すご──いっ！　ＵＦＯキャッチャーで欲しいグッズ取れたのなんて初めてっ！」

　茉莉ちゃんはフィギュアを手にして、大げさなくらい喜んでいる。

「あんた、なんでこんなに上手うまいのっ!?」

「いや、別に上手いわけじゃないけど……本当に上手い人はもっと早く取れるだろうし。子供の頃ころ、よく姉貴とゲーセン来てて、ＵＦＯキャッチャーで遊んでたからさ」

「……っ!?」

　なぜか、茉莉ちゃんは俺の発言に目の色を変える。

「あねき……？　あんた、お姉さんがいるのっ!?」

「あ、うん……言ってなかったっけ？」

「初耳よ！　お姉さんっていくつ!?　スタイルは!?」

「えーっと、確か今大学二年だか三年だかで……スタイルは……って、茉莉ちゃん、人の姉貴をそういう対象にすんのやめろや！」

「そ、そういう対象、って何よ!?　べ、別に私は……。ねえ、今度あんたの家遊びに行ってもいい!?」

「ほら！　やっぱり会おうとしてるじゃんっ！　うちの姉貴は茉莉ちゃんが思ってるようなタイプじゃないから会わない方がいいって！」

「え!?　そうなの？　ねえ、写真とかないのっ!?」

　それから茉莉ちゃんがあまりにもしつこく頼んでくるもんだから、姉貴も大学で忙しいし俺たちも漫まん画がで忙しいので、落ち着いたらそのうち、ということでその場は納なつ得とくしてもらった。

　うちの姉貴は結構癖くせが強いし、なるべくなら会わせたくないのだが……。




「えーっと、あと一時間か……。まあライブが始まる少し前に移動するとしても、まだ時間あるね。他に行きたいところは？」

「えっと……あ、あるわ！」

　今度は一体どこに行くつもりだ……？

　茉莉ちゃんの後に付いていき、辿り着いたのは……。

「メ、メイド喫きつ茶さ……？　俺、初めて来た」

　とある建物の前で茉莉ちゃんは立ち止まった。立て看板には萌もえ系の絵が描かいてあり、『ロールプレイング喫茶　シリウス学園寄宿舎』という文字があった。

「ここはただのメイド喫茶じゃないのよ！　ＲＰＧみたいに、自分で職業を選せん択たくしてその役になりきれる、っていうコンセプトの店なの！」

「へ、へえ……？」

　ＲＰＧ？　メイド喫茶なのに？　茉莉ちゃんの説明を聞いても、イマイチ俺はピンとこなかった。

「まあ、入れば分かるわ！」

　階段を上がって二階の入り口から店内に入ると、早さつ速そく店員のメイドが接客してくれた。

「あら、姫ひめ様、おかえりなさいませ♪」

「……!?」

　メイド店員が、茉莉ちゃんの顔を見るなり嬉しそうにそう言ったので、俺は店に入って早々混乱する。姫様、って……茉莉ちゃんのことか？

「リリシアさん！　ただいま～♥」

　茉莉ちゃんは途と端たんにデレデレした表情になって言う。そういえばこの店員さん、茉莉ちゃんが好きそうな『綺き麗れいなお姉さん』だなあ。巨きよ乳にゆうでスタイルいいし……。

　胸むな元もとが大きく開いた制服なので、豊満な胸と谷間が見えている。

　別に茉莉ちゃんのようなおっぱい星人でなくとも、こんな綺麗な人が胸を露ろ出しゆつしていたらどうしても目がいってしまうな……。入店早々こんないいものが見られるなんて、なんていい店なんだ……。

　ちなみに、店の制服的にあまりメイドさん、って感じはしない。

「ご主人様は、何度目の入国になりますか？」

　入国!?　えっとそれは……この店に来たのが何回目か、っていうことか？

「この男は初めてよ」

「そうでいらっしゃいましたか。それでは、ご説明させて頂きますね」

　茉莉ちゃんがリリシアさんと呼んだ店員さんから、この店の料金が時間制でその間は飲み物が飲み放題である、といった店のシステムについて説明を受けた。

「それでは、入国手続きを致いたしましょう。こちらへどうぞ」

　薄うす暗ぐらい小さな部屋へと案内され、そこで瓶びんに手をかざすよう言われた。これがどうやら、『入国手続き』とのことらしい。

　どうやらこの店は、世界観を作っていて、その世界観に則のつとった接客をする店、みたいだな。テレビなどで見たことある一いつ般ぱん的なメイド喫茶とはイメージがかけ離はなれていた。

　入国手続き、とやらが終わり、席へと案内される。店内には他にも五人程度店員がいた。

　席に着くと、今度は違ちがう店員が俺たちのもとへ来る。

「姫様、おかえりなさいませ。旅のお方も、ゆっくりして行って下さいね」

「は～い♥」

　茉莉ちゃんはご機嫌な様子で返事をする。

　この人も、茉莉ちゃんのこと姫様、って呼んでるな……。そんでもって、俺は『旅のお方』なんだ。初めてだとそう呼ばれるのだろうか。

　先ほどのリリシアさんが着ていた制服と、似ているが違う制服だった。胸元が開いていない。いや、どうやら……同じ制服のようではあるが、上着を着るか着ないかで露ろ出しゆつ度どが大きく変わる衣い装しようのようだ。

　店員は茉莉ちゃんに「こちら、滞たい在ざい許可証になります。腕うでにつけるか、生徒から見えるところに置いておいて下さい」と腕わん章しようのようなものを渡わたした。そこには何やらマークと『お忍しのびのお姫様』という文字が書かれていた。

「それでは、旅のお方に『シリウス学園寄宿舎』についてご説明させて頂きますね。こちらの学園では、ＲＰＧのようにご自分でご職業を選択して頂き、その役になりきって頂きます。役を選んで頂きましたら、私達生徒……キャストもそうお呼びし、その役としてご対応させて頂きます。ただし、初めてのご主人様は旅人ということになりまして、今日学園を出るまでに次にご帰宅なさる際の職業を決めて頂きます。選べる職業は、『旅人』『学園の生徒』『お忍びの姫様、王子様』『ご主人様、お嬢じよう様さま』『執しつ事じ、メイド』となります」

　店員は説明しながら、テーブルの上にカードを置いた。どうやらこのカードに、次回の希望の職業などを書くみたいだ。

　ＲＰＧ喫茶、ってこういうことだったのか……。なんだか面おも白しろそうだが、自分もなりきらなきゃならないなんて恥はずかしいな。

　説明も終わったところで、俺と茉莉ちゃんはそれぞれ飲み物を頼たのむ。メニューの名前も、なんだかファンタジーを意識している感じだった。

「ってことは……さっきから茉莉ちゃんが店員から『姫様』って呼ばれてるのって、『お忍びの姫』って職業を選択した、とかなの？」

「……！　そ、そうよ……。何か文句ある!?」

「いや、別に……」

　全然姫なんて柄がらじゃないじゃん！　と思ってしまったのが本人にも伝わったのか、茉莉ちゃんは少し照れた様子で俺を睨にらむ。

「あんた、次来るときの職業何にするの？」

「え、うーん……」

　次来る時、か……。そもそもそんなときは来るのだろうか。茉莉ちゃん以外とだったら絶対こういう店来ないだろうからなあ。

「それにしても姫様、またお城を抜ぬけ出して来ちゃったんですか？」

　気付くと、一番初めの店員……確か、リリシアさんが、俺たちのテーブルまで来て声を掛かけてきた。そ、そうか……茉莉ちゃんの職業が『お忍びの姫』だから、わざわざそれに合った会話を振ふってくるんだな。なんとも面白い。

「ふふっそうなのよ～！」

　茉莉ちゃんは一いつ切さい照れたりする様子もなくノリノリで返事をしたので、俺は少し驚おどろいてしまう。俺だったらこんな風に自然に返すの、絶対無理だ……。

「もう、姫様ったら昔っからおてんばで、全然変わらないんですから。国王陛下と女王陛下にご心配かけたらめっ、ですよ。くれぐれも周りの方々にはバレないようにして下さいね」

　リリシアさんは人差し指を立て、茉莉ちゃんの顔の前で軽く叱しかるような仕草をした。

「は、はあ～い♥　わ、分かってるわよ～！　リリシアさんってば本当に心配性しようなんだから！」

　茉莉ちゃんはリリシアさんのそんな姿にデレデレしながら返事をする。

　茉莉ちゃんはもう完全にこの店に溶とけ込んでいるというか、『姫』になりきっているようだな……。よく恥ずかしくないもんだなあ。全然姫なんて柄じゃないくせに。

「でも今日は、お付きの者を連れてきたから大だい丈じよう夫ぶよ！」

「……えっ!?」

　茉莉ちゃんの言う『お付きの者』って……もしや、俺のことか？

「あ……そうでした、旅の方には自己紹しよう介かいがまだでしたね。私はリリシアです。姫様とは、この学園に入学して以来仲良くさせて頂いております」

　リリシアさんは丁てい寧ねいに俺に挨あい拶さつをした。

「あ、はい……どうも……」

「私は元々、森に棲すむエルフだったのですが……森にやってきた人間に興味を持ち、人間のことを勉強するためにこのシリウス学園に入学致しました」

「え!?　あ……は、はい……」

　エルフ!?　……という、設定、なのか……。そうか、この店は客だけではなく店員にも色々と設定があるんだな。

「旅のお方、姫様のご身分が周りにバレないよう、注意してあげて下さいね」

「は、はあ……」

　リリシアさんはそこまで会話をすると、仕事に戻もどっていく。まだ俺は恥ずかしさが抜けきらないのでどうしても不慣れな対応になってしまう。

　リリシアさんが去ると、続いて他の店員も俺たちのテーブルに挨拶をしにやってきた。

　どうやら他の店員にもそれぞれ設定があるらしい。魔ま女じよ見習い、妖よう精せい、女騎き士し……いずれも、ファンタジー世界によくいるような設定だった。

「茉莉ちゃんは、この店に何度も来てるの？」

　話しに来た店員たちが全すべて去ったところで、俺は茉莉ちゃんに尋たずねる。

「ええ。何人かの生徒さんにはもう完かん璧ぺきに名前も顔も覚えてもらってるわ！」

　茉莉ちゃんは誇ほこらしげなドヤ顔で言う。生徒さん、ってのは店員さんのことだろう。もしかしなくても、この店にも一人で来てるんだよなあ？

「へえ……す、すごいね……」

「ちょっ！　さっきからあんた、完全にドンびきしてない!?」

「え!?　き、気のせいだって！」

　確かに俺は、茉莉ちゃんの言う通り正直引き気味だった。この店に、というわけではなく、この店で終始楽しそうにデレデレしている茉莉ちゃんに……。

　茉莉ちゃんは本当にこの店を心から楽しんでるみたいだな。でも考えてみたら、学校ではこんな姿、絶対に見られない。

　茉莉ちゃんが楽しそうなら、別に何でもいいか……。

「あっ、そういえば確か……この間来たときポイントカード貯まったんだった！」

　茉莉ちゃんは財さい布ふからポイントカードを取り出した。そんなにポイントが溜まる程ほどこの店に通い詰つめてんのか……。近くにいた店員が、その様子に気付く。

「あら、姫様……二十ポイント貯まってらっしゃるじゃないですか！　お好きなメニュー一品か、もしくは学園の衣装を着て誰だれか一人お好きな生徒とチェキ撮さつ影えい、どちらかお選び頂けますよ」

「……チェキ!?　チェキにするわ！　リリシアさんとチェキが撮とりたい！」

　茉莉ちゃんは勢いよく即そく答とうした。

「かしこまりました。それではこちらへお越こし下さい」

　そう言われて、茉莉ちゃんは店員に店の奥まで案内された。

　この学園の衣装を着て……って言ってたから、着き替がえるのだろう。茉莉ちゃんがあの衣装を着るのか。きっと似合うだろうな。

　やがて、着替えを終えた茉莉ちゃんが店の奥から出て来た。ここの可愛かわいらしい制服が想像通り茉莉ちゃんにはとても似合っていたのだが……やはり、当然だが上着は着ていた。もしかしたら上着を着ずに胸むな元もとが開いた状態で撮影するんじゃ……？　なんて密ひそかに期待していた俺は阿あ呆ほかもしれない。

「姫様、私を選んで下さりありがとうございます♪」

　リリシアさんが礼を言ってから、撮影のために茉莉ちゃんの隣となりに並ぶ。

「あら……姫様、上着は脱ぬがないんですか？」

「えっ……」

「せっかくスタイルが宜よろしいんですから、思い切って脱ぎましょうよ♪」

「え、いや、でも……」

　茉莉ちゃんはリリシアさんの言葉に動どう揺ようしているようだ。

「それに、脱いだら私とお揃そろいになりますし」

「……！　そ、そうね……！」

　リリシアさんのその一言により、なんと茉莉ちゃんは本当に上着を脱いだ。

　茉莉ちゃんの白い胸元が露あらわになって、俺は思わず目が釘くぎ付づけになってしまう。茉莉ちゃんは恥ずかしいようで、頰ほおを赤らめていた。

　俺が見ていたことに気付いたのか、それにしては鋭するどすぎるが……茉莉ちゃんが思いっきり俺の方を睨んだ。俺は慌あわてて胸元から視線を外す。

　他の店員が、二人を撮影した。茉莉ちゃんは恥ずかしそうにしながらも、同時にすごく嬉うれしそうな表情でチェキに写っていた。リリシアさんとチェキが撮れたことが余程嬉しいのだろう。
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　撮影を終え、再び茉莉ちゃんは着替えるために店の奥へと消えた。

　その間、リリシアさんが俺の方へと話し掛けに来る。

「姫ひめ様が他の方を連れていらっしゃったのなんて初めてですから、私としてもとても嬉しかったですよ♪」

「……！　あ、そ、そうなんですか……」

　やっぱり茉莉ちゃん、いつもは一人で来てたんだな……。

「姫様はここへいらっしゃるといつも楽しんでおられましたが、今日は……旅の方がご一いつ緒しよだからか、いつも以上に楽しそうでした」

「え!?　そ、そうなんですか……？」

「はい。私も姫様のそんな様子が見られてとっても嬉しいです。良かったら、是ぜ非ひ次もご一緒にお越し下さいね」

　リリシアさんは穏おだやかな笑え顔がおで俺に言う。




　これも……そういう設定だから、そういうセリフを言ってるだけなんだろうか？




　やがて、私服に着替え終えた茉莉ちゃんが戻ってきた。

「はあ～、まさかリリシアさんとツーショットが撮れるだなんて！」

　席に戻り、茉莉ちゃんは撮ったばかりのチェキをうっとりと眺ながめていた。

「は～、今日は本当にいい日だわ！　同人誌はたくさん買えたし、『あずみ』さんのフィギュアもゲットできたし、その上リリシアさんとチェキまで撮れるし……」

　茉莉ちゃんは大層満足げにしている。

　そういえば、今日の茉莉ちゃんはずっと機き嫌げんがいいなあ。こんなに楽しそうな茉莉ちゃんを見るの、久しぶりなんじゃないだろうか。学校では話せないし、仕事場でも最近はずっと機嫌悪いし……。

　……ずっと、今日みたいにしてくれていればいいのに。辛つらそうな茉莉ちゃんを見るのは、俺も嫌いやだ。

　……いや、別に特別な意味ではなく、相方であり友達でもある相手のそういう姿を見るのは、誰だって嫌だろう。

「泉……その、あ、ありがと……」

「……えっ!?」

　突とつ然ぜん茉莉ちゃんに礼を言われて、俺は驚いてしまう。

「いや、だからっ……フィギュア、取ってくれて！」

「あ、ああ……まあ、別に……」

「あと、同人誌買うのとか、この店とか、色々付き合ってくれて……。私オタクショップとか行くことはあっても、いつも一人で、誰かと来たの初めてだったから……。まあ、誰かと来るのも……悪くなかったわ」

「……！　茉莉ちゃん……」

「あ、ほらえっと、荷物持ちとかしてもらえるし！　そ、そういう意味でだけど！」

「あ、ああ……うん、そうだね」

　やっぱり茉莉ちゃんは、今までにあまり友達ができたことがないのかもしれない。だけど、誰かと来るのも悪くないなんて言ってるんだから、心の底では友達ってのもいいものだと思ってくれているのではないのだろうか？

　俺は学校でも、今日みたいに、茉莉ちゃんと楽しく過ごしたい。茉莉ちゃんにも楽しそうにしていてもらいたい。そんな俺の希望は、叶かなわないのだろうか……。

「ねえところであんた、次に来る時の職業決めたの？」

「え……ああ……また『旅人』にしようかな、って思ってるんだけど」

「旅人～!?　いつもゲスト客きやく扱あつかいみたいな感じで、あんまり楽しくないわよ。どうせなら、この『執しつ事じ』ってやつとかにしたら？　ここのキャストさんたちの執事って設定になれるのよ。面おも白しろそうじゃない。私も見てみたいし！」

「……！」

　……私も見てみたい、か……。ってことは、茉莉ちゃん……また俺とここへ来る気があるのだろうか？　何も考えずになんとなく言っただけかもしれないが、俺はそんなことを思って、なぜか少しだけ嬉しくなった。

　特にどうしてもなりたい職業もなかったので、茉莉ちゃんに言われたとおり『執事』を選んで、店員さんに提出した。




　やがてアイドルイベントが始まる三十分前になったので、お会計をして『シリウス学園寄宿舎』を後にした。

「泉、どうだった？　あの店」

「ああ……俺メイド喫きつ茶さ行ったの初めてだけど、なんか思いっきり想像と違ちがったよ。メイド喫茶っていったら、メイドがオムライスにケチャップで落書きして『おいしくな～れ！』とか言ってるイメージしかなかったから」

「ああいうのは観光の一いつ般ぱん人客が多かったりするからね。その点、今日みたいな一風変わったお店は、オタクに向けて作ってるから面白いのよね」

「そうなんだ……。でも確かに、俺もＲＰＧとかやってたから、ゲーム心を揺ゆさぶられるところはあったね」

「でしょう!?　ファンタジーとかＲＰＧ好きにはたまらないと思うのよね～」

『シリウス学園寄宿舎』について話しながら、俺たちはイベントが行われるサンシャインシティの建物へと向かう。

「はあ、荷物重いな……。同人誌、一気に買いすぎだよ、せめて帰りに買ってくれれば良かったのに……」

　その間、思わず俺は不満を漏もらした。

「何よ、男のくせに情けないわねー、信じらんない！　こんなの、今夜の楽しみのことを考えたらへでもないわ！」

　そりゃあ、自分はいいよなあ、自分が欲ほしいものなんだから……。……ん？　ちょっと待てよ、今、今夜の楽しみって言ったのか？　それってどういう……いや、ここは敢あえてスルーしておこう！

　それにしても今日の茉莉ちゃんは本当に機嫌がいい。同人誌やフィギュアがそんなに嬉しいのだろうか。

　おっぱい大好きでもちょっとくらい口が悪くても構わないから、いつもこんな風に楽しそうにしてくれたらいいのにな。

　い、いや……その方が、一緒に仕事する俺にとっても都合がいいしな。うん。

「ほら泉、早くしなさいよ！」

　前を歩く茉莉ちゃんが、俺の方を振ふり向いて笑っている。

「……！　う、うん……」

　そんな茉莉ちゃんの笑顔はあまりに魅み力りよく的で、俺はそんな彼女に不覚にも少しドキッとしてしまったのだった。

　考えてみたら、茉莉ちゃんと仕事以外で二人で過ごすのって、今日が初めてかもしれない（いや、厳密に言うなら今日だって仕事だけど）。

　彼女が楽しそうで、なんだか俺まで楽しい気分になっていた。

　ずっと今日みたいに過ごしていけたらいいのに……。




「……あれっ!?　君島じゃん！」




　サンシャインシティに入り、アイドルイベントが行われる噴ふん水すい広場に向かって歩いているときだった。

　不意に声をかけられて振り向くと、そこには見覚えのある顔があった。確か、名前を坂さか口ぐち、と言ったっけか、同じクラスの男子がそこにいたのだ。他にも、男子が一人、女子が二人おり、合計四人で遊びに来ているようだった。

　他の三人も、パッと名前は浮うかばないが、クラスメイトだった。ダブルデートでもしているのだろうか。

「それに……転校生の生駒さん!?　えーっ、デート!?」

　女子の一人が、茉莉ちゃんを見て驚おどろいた様子で言う。

　や、やべ……！　そうだよ、二人きりで池袋まで来てるだなんて……普ふ通つうに考えたらデートだって思われる、よな!?

「いや、これはデートじゃなくて……」

　俺が慌てて訂てい正せいしようと口を開いたその時。




「デートとかそういうんじゃないから」




　俺の隣となりにいた茉莉ちゃんが、冷静に彼等に告げた。

「え？　でも、二人で遊びに来たんでしょ？　仲いいんだねーっ！」

「……違うわ。偶ぐう然ぜんそこで会っただけ。全然仲いいとかじゃないから。友達ってわけでもないし」

「…………」

　俺は思わず、茉莉ちゃんの顔を見た。茉莉ちゃんは、冷たい表情をしていた。

「……あ、そ、そうなんだー……？」

　女子の一人が気まずそうに言い、「じゃ、じゃあね……」と軽く挨あい拶さつして、彼等はそそくさと逃にげるように退散していった。




　仲いいとかじゃない。友達ってわけでもないし。




　茉莉ちゃんの言葉が、俺の頭に響ひびいていた。

　あんな言い方するなんて……そんなに、俺と二人で遊びに来てるって思われたくなかったのか？

「あ、あんな言い方することないでしょ……クラスの子たちだって気まずそうにしてたじゃん」

「……！　だ、だって……ああいうのは、はっきり否定しておいた方がいいでしょ!?」

　そんなに俺と仲がいいって思われるのが嫌なのだろうか。それとも……さっきのは茉莉ちゃんの本心なのか？

　茉莉ちゃんは俺のこと、仕事の相あい方かたってだけで、友達だとは思ってない、ってことなのか？

　俺は、茉莉ちゃんのことを、大事な相方であると同時に大事な友達だとも思っている。だけど……そう思っていたのは俺一人だったということなのか？

　そんな疑問が頭の中をぐるぐると回っていたが、それを今ここで本人に聞く勇気は俺にはなかった。

「あ……もう始まるわよ。早く行かないと……」

「……あ、ああ……うん」

　俺たちは慌あわててアイドルライブが行われる噴水広場へと向かう。

　だが、その間もほとんど会話をすることなく、気まずい空気が流れていた。




　噴水広場にあるステージへと辿たどり着くと、既すでに前の方には人が溢あふれていた。まだそれほど売れてないアイドルとはいえ、固定ファンはいるのだろう。

　俺たちは雰ふん囲い気きや流れさえ分かればそれでいいので、後ろの方から眺ながめていた。

　やがてアイドルが出てきて、ライブが始まる。

　だけど、その間も俺たちはほとんど口をきかなかった。俺は茉莉ちゃんの言葉に傷つき、もう話す気力もなくなっていた。




「みなさーん、本日はありがとうございました～！　この後握あく手しゆ会があるので、握手券をお持ちの方はお並び下さーい！」

「……ライブ、終わったわよ」

「あ、ああ……」

「握手会あるって言うけど……見て行く？」

「……俺たちが描かくのはライブシーンだけだし、見なくていいんじゃない」

「そう……じゃあ、帰る？」

「……うん……」




　お互たがいテンションが下がりきった状態でそんな事務的な会話をしてから、俺たちは気まずい空気のまま帰宅することにした。




　サンシャインシティに来る前まで楽しく過ごしていたのが、噓うそのようだった。

　俺にはもう、茉莉ちゃんが何を考えているのか全く分からなくなっていた。






５









　サンシャインシティのアイドルイベントに行ってからというもの、俺と茉まつ莉りちゃんの間には溝みぞができていた。

　茉莉ちゃんに『友達じゃない』と言われたことがこんなにショックだなんて、自分でも驚おどろきだった。仕事中でも、あれから俺はどうしても茉莉ちゃんといつも通り接することができなくなっていた。茉莉ちゃんも、おそらくそのことに気付いていると思う。




　サンシャインシティへ行った二日後、学校へ行くと、茉莉ちゃんの席で茉莉ちゃんと橋はし本もとが会話していた。

　茉莉ちゃん……相変わらず、橋本とは普通に話すんだな……。俺のことは学校で避さけ続けるし、クラスメイトたちに『友達じゃない』とまで言うくせに……。

　俺は自分でもわけが分からないくらい、茉莉ちゃんに苛いら立だっていた。




　とはいえ、仕事をする上でコミュニケーションを取らないわけにはいかない。

　俺だってもう子供じゃないし、漫まん画がは描かき続けたいと思っているので、私情を挟はさまずに仕事はしっかりとしなければ。

　二話目のネームの修正は俺が行うことになっていたので、取材したアイドルイベントを踏ふまえた上で、ネームを直した。

　翌日は祝日だったが、ネームを見せるために昼間から茉莉ちゃんの仕事場へ向かった。

「ネーム、直したよ」

　茉莉ちゃんはネームをじっくりチェックした。

「……いいと思うわ」

「じゃあ、これ早乙女さおとめさんあてにファックスしとくから」

「ええ、宜よろしく」

　仕事上必要な事務的なやり取りのみを交かわす。俺たちの間には相変わらず気まずい空気が流れ続けていた。

　これ以上仕事場に二人でいても息が詰つまるので、俺が「じゃあ俺、今日はこれで……」と言おうとしたとき、インターフォンが鳴る。

　茉莉ちゃんが出で迎むかえに行ったので、俺も後に続いた。

「お疲つかれ様でーす」

　玄げん関かんの扉とびらを開けると、エミリちゃんが立っていた。

「エミリ……？　今日はアシの仕事ないけど……また自分の原げん稿こうやりに来たの？」

「今日はお二人にお話ししたいことがありまして」

「……？」

　一度は帰るつもりでいたが、エミリちゃんがそう言うので、もう少し留とどまることにした。俺たちはリビングへと移動した。

「実は、先月漫画新人賞に投稿した作品の結果が出まして……期待賞に入ることができました。デビューには一歩届かない賞なんですけど、前もらった賞よりいい賞で、前作よりすごく良くなってるって評価を頂けて。それに、今回この賞に入れたから、担当さんもつくことになったんです」

「……！　そ、そう……。良かったじゃない」

「すごいじゃん！　おめでとう！」

　俺はエミリちゃんの報告に思わず嬉うれしくなった。エミリちゃん、ずっと努力してたもんなあ。その努力が実って、本当に良かった！

「ありがとうございます。今回この賞を頂けたのは……お二人のおかげだと思ってます」

　エミリちゃんは、珍めずらしく真しん剣けんな表情になると、俺たち二人の顔を見て言った。

「え……!?」

「生い駒こま先生が、ストーリーに関して細かく指導して下さって……君きみ島じまさんが作画面で色々なことを教えて下さったから、ストーリーの面でも作画の面でもレベルアップできたんだと思います。だから……お二人とも、本当にありがとうございました！」

　エミリちゃんは俺たちに向かって頭を下げて礼を言った。

「エ、エミリ……」

「いやそんな……大げさだって！」

「これは……ほんの気持ちです。昨日家で焼いたので」

　エミリちゃんは、俺と茉莉ちゃんにそれぞれ袋ふくろを渡わたした。中を見ると、クッキーが入っていた。

「わー、美味おいしそう！　ありがとう！」

「ええ、絶対美味しいと思います。わたし料理超ちよう絶ぜつ得意なんで」

　エミリちゃんは得意げに笑って言う。

「……！　そ、そっか……じゃあ期待しとくよ」

　彼女が賞を獲とることができて、そのことで俺たちに感謝してくれているだなんて、俺はとても嬉しかった。

　俺がしたことが彼女の漫画に役立ったなら、本当に嬉しい。

「今日の用件はこれだけなんで、これで失礼しようと思うんですけど……」

「あ、俺も帰るよ」

　この後茉莉ちゃんと二人きりなんてとても気まずいし、俺も用は終わっているので、エミリちゃんと一いつ緒しよに帰ることにした。




「なんか……今日のお二人変じゃありませんでした？」

　エミリちゃんと二人、仕事場から帰る途と中ちゆう、不意にそんなことを言われて俺はギクリとした。

「えっ……へ、変……!?」

　エミリちゃん、鋭するどいな……。

「なんかよそよそしいし、全然話さないし……また喧けん嘩かしたんですか？」

「あ、あはは……まあ、そんなとこかな……」

「本当によく飽あきもせず喧嘩しますよねー、二人共。……仲がいいんだか悪いんだか……」

　俺と茉莉ちゃんって、そんなによく喧嘩してるだろうか？

　思い返してみれば、確かにくだらない言い争い程度なら、よくしているかもしれない……。でも、今回のはそういうのとは違ちがう。厳密には喧嘩ってわけじゃないし……。

　俺は、今回の茉莉ちゃんとの件や、学校でのことなど、いっそ全すべてをエミリちゃんに相談したいという気持ちに駆かられる。

　だが、俺がそういう話をしようとしたとき、既すでに俺たちがいつも別れる地点まで辿たどり着いてしまっていた。

「さっさと仲直りして下さいね。わたしがやりにくいんで。じゃ……」

「あ、あのっ……！」

　帰ろうとするエミリちゃんを、俺はなぜか引き止めていた。

「……？　な、なんですか？」

「あ……え、えっと……いや、漫画がいい賞に入ったことだしさ、お祝いに……なんか奢おごらせてよ。ほら、エミリちゃんだって、俺たちの連れん載さいが決まったときケーキ奢ってくれて、祝ってくれたでしょ？　まあ、エミリちゃんがこの後時間あれば、だけど……」

「……！」

　俺は咄とつ嗟さにそんなことを口走っていた。お祝いに奢るというのは建前で、そこで相談したいなんて考えたのだ。我ながらズルいとは思う。

「……そ、そう……ですか。君島さんがそう言うなら……」

「良かった！　店、どっかいいとこあるかな？　エミリちゃんの好きなところでいいんだけど。俺、この辺よく知らないし」

「……！　じゃ、じゃあ……行きたい店があるんです！」




　エミリちゃんに連れられて来たのは、駅前のお洒落しやれなカフェだった。

「ここのケーキ、一度食べてみたいと思ってたんですよ～！」

　俺たちは向かい合わせに座り、エミリちゃんは上じよう機き嫌げんでケーキを選んでいる。

　エミリちゃんはケーキと紅茶のセットを頼たのみ、俺はカフェオレを頼んだ。

「ふふっ……このわたしと喫きつ茶さ店てんデートができるなんて、滅めつ多たにないことですから。喜んで下さいね？」

　エミリちゃんはいつもの小こ悪あく魔ま的な笑えみを浮うかべて言う。

「あー……あはは、はいはい、そうだったね」

　そんなエミリちゃんの高こう慢まん発言に付き合うのにも慣れてきたので、俺は適当に流した。

　というか、これってデートだったのか？

　俺は単に話がしたかっただけなのだが……二人でカフェに行くってだけでデートということになるのだろうか？

「……！　ちょっ……なんですか今の反応!?　信じらんない！　このわたしとデートできるなんてうちの中学の男子からしたら喉のどから手が出るほど羨うらやましいことなんですよ!?　そ、それを……」

「え……。本人から聞くとイマイチ信しん憑ぴよう性せいないけど……エミリちゃんって学校でそんなにモテるんだ？」

「……!?　そ、そりゃあそうですよ！　ファンクラブだってあるし、ラブレターとかプレゼントとかしょっちゅうもらってるし……少なくとも君島さんの百万倍くらいはモテてると思います！」

「なっ!?　で、でもすごいね……。ってことは、学校ではまだ猫ねこ被かぶってるんだ？」

　考えてみれば確かに、あの猫を被っている状態のエミリちゃんであれば、そこまでモテるのも納なつ得とくだ。こんなに可愛かわいくていい子だったらモテないわけがない。現に俺だって騙だまされてたわけだしな。

「……！　猫被ってる、って、なんかその言い方嫌いやですけど……まあそうですね……。というか、生駒先生の仕事場以外ではずっとあんな感じですし、わたし」

「えっ!?　そ、そうだったの!?　それって疲れない!?」

「…………別に、もう、慣れました」

「でも……前にも言ったけど、俺は素すのエミリちゃんの方がずっといいって思うし、家とか学校でも本ほん性しようを出せた方が楽になれると思うんだけどな……」

「…………っ！　はあ……まだそんなこと言ってるんですか!?　そんなわけないじゃないですか！」

　エミリちゃんはため息をつきながら、少し憤ふん慨がいした様子で言う。だけど、なぜか顔を赤くしていた。

「もう慣れてるし、今のままでいいんです。それでうまくやっていけてるんですから！　わたしの話なんてどうでもいいんですよ。それより……生駒先生とさっさと仲直りして下さいよ！　前までは、くだらないことで言い争ってることが多かったですけど、今日とかは喧嘩はしてないのに冷戦状態、みたいな雰ふん囲い気きじゃありませんでした？　あのままだと本当にやりづらいんですけど！」

「あ、ああ……そのことなんだけどさ、実は、エミリちゃんに色々と相談したくて……」

「……え？　……！　も、もしかして……今日何か奢るって誘さそって来たのって、そういう話がしたかったから……ですか？」

　エミリちゃんはハッとして、俺に尋たずねた。

「え、い、いや……」

　う、バレた……。

「…………。あ、そうですか～。へええ～、ふーん……なんっかおかしいと思ったんですよねー、いつもそんなことしないのに急に誘ってきたりして……。そういうこと、ですか！」

　エミリちゃんはあからさまにムッとして、深いため息をついた。

「あ、で、でも、祝ってあげたいって気持ちも勿もち論ろんあったよ!?」

　流石さすがに悪いと思い、俺はフォローを入れる。

「あー、はいはい」

　だがエミリちゃんは機き嫌げんを損そこねた様子のまま、ケーキを食べる。

「……で、何ですか？　その相談ってのは」

「えっ!?……あ、ああ……」

　エミリちゃんは苛いら立だった様子ながらも、俺の相談を聞いてくれようとしているので、俺はそんな彼女に感謝しつつ、相談することにした。

「実は……茉莉ちゃんがうちの高校に転校してきたはいいんだけど、全然打ち解けられてなくてさ……。俺の友達も茉莉ちゃんと仲良くなろうとしてたのに、茉莉ちゃんの方は全然心開いてくれないし。その上、俺にまで学校では話し掛かけるな、なんて言ってきて……もうどうしたらいいか分かんなくてさ」

「……はあ。まあ、生駒先生が学校で上手うまくやっていけるわけがない、とは思ってましたけど……」

　エミリちゃんは、俺の話を聞いてもさほど驚おどろく様子もなく言った。

「ま、そんなの、生駒先生が自分で現状をどうにかしようと努力してないんだから、自じ業ごう自得ですよね。ほっとけばいいじゃないですか。黙だまってたって誰だれかが助けてくれるなんて思わせない方がいいですよ」

「えっ……!?　ま、まあ……そうだけど……」

　エミリちゃんの性格を考えれば当然だったのかもしれないが、あまりに冷たい言葉が返ってきて、俺は驚いた。

「どうしてそんなことで君島さんが気に病やむ必要があるんですか？」

「え、いや……やっぱり相あい方かただし、辛つらそうにしてると放ほうっておけないっていうか……」

「…………へぇ～」

　エミリちゃんは俺の言葉を聞いて、心を見み透すかしてくるかのような鋭い視線で俺の目を見ている。

「放っておけない、って……過保護にも程ほどがありますよ」

　なんだか苛立っているかのような様子で、エミリちゃんは言い切った。

「か、過保護!?」

「それにもしかしたら、生駒先生にとっては余計なお世話なんじゃないですか？」

「……え!?」

「生駒先生自身が友達なんて欲ほつしてないかもしれないじゃないですか」

「……！　確かに、茉莉ちゃんもそう言ってるけど……でも、エミリちゃんと茉莉ちゃんはなんだかんだ言って仲いいよね？」

「……!?　わ、わたしと生駒先生が仲がいい!?　君島さん本気で言ってます!?」

　エミリちゃんは酷ひどく驚いた様子で俺の目を見て問いかける。

「うん、俺にはそう見えるけど……」

　最初はなんて仲の悪い二人だろう、と思っていたけど、意外と仕事場で二人で話していることもあるし、茉莉ちゃんはなんだかんだ言ってエミリちゃんのこと、信しん頼らいしているし認めていると思う。『プリドラカップ』でグランプリを獲とったときも、真っ先にエミリちゃんに連れん絡らくしてたし。

　それにエミリちゃんだって、茉莉ちゃんのこと漫まん画が家かとして認めているんじゃないだろうか。そうでなきゃ、ネームを見てくれ、なんて頼まないだろうし。

「……あれ、そういえば、エミリちゃんって、俺のことはさん付けだけど茉莉ちゃんのことは先生、って呼ぶよね。前からアシやってたからその名残なごり？」

「え？　ああ……違いますよ。生駒先生のことは、人間性はともかく……漫画家としては尊敬してるんで」

　何の躊躇ためらいもなく、エミリちゃんはけろっとそんなことを言う。

「……えっ!?」

　まさかエミリちゃん本人の口から、「生駒先生を尊敬している」なんて言葉をはっきり聞くとは思わなかった。……ん、待てよ、ということは、俺のことは漫画家として尊敬してない、ってことなのか……？　……ま、まあ、そこは深く考えないようにしよう……。

「尊敬、っていうのは……アシスタントになってから、茉莉ちゃんの仕事っぷりを見て尊敬するようになった、ってこと？」

「いえ、わたし元々生駒先生のこと知ってたんで。生駒先生の漫画を読んで、ファンになって……そしたらちょうど『プリドラ』公式サイトでアシスタントを募ぼ集しゆうしてたんで、応おう募ぼしたんです」

「そ……そうだったんだ……。知らなかった……」

「まあ、実際会ったらあんな人で驚きましたけどね」

「ははは……でも、今でも尊敬してるの？」

「……。ええ、まあ……」

　じゃあ……エミリちゃんがまだ猫を被っていたときに言っていた『生駒先生ほど実力と才能を兼かね備えた漫画家は他に知らない』みたいな発言は、あながち噓うそでもなかったんだな……。

「あ、そういえば……俺がアシに入る前って、確かエミリちゃんの他にもアシいたことあるんだよね？　そのときは茉莉ちゃん、アシとうまくやれてた？　アシって、どんな人だったの？」

「あ……えっと、男性が一人とわたしの、計二人だったんですけど」

「……！　お、男……!?」

　そうだ、そういえば……前にも茉莉ちゃん本人から男性アシが入ってたことがあるって聞いたことあったな！

　おいおいおい、ちょっと待てよ……茉莉ちゃんって、すげー無防備じゃねえか……。簡単に男（俺）を泊とまらせるし、男の前に変なエロいネグリジェみたいな格好で出てきたりするし……。ま、まさか、その男のアシスタントの前でもそうだったんじゃ……!?

「……？　君島さん、何青くなってるんですか？」

「あ、い、いや……。その男のアシとは、どうだったの？」

「もう、最っ悪でしたよ。なんか大学生くらいの漫画好きそうな普ふ通つうの男性だったんですけど、生駒先生最初っから最後までその人に警けい戒かい心マックスで、壁かべ作りまくってて、やりにくいったらありゃしなくて。寝しん室しつには鍵かぎつけて、絶対入ってくるなとか言ってたし、泊まりどころか深夜作業も絶対やらせないようにして、締しめ切り前で原げん稿こうやばいときでも十時くらいには帰しちゃうし。まあ生駒先生そのとき中三で、中学は女子中に通ってたみたいなんで、大人の男性を警戒するのも分かりますけどね」

「……！　そ、そうだったんだ……？」

　いや、なんというか……とりあえずは良かった……って、俺なんで安心してるんだろうか？　しかし同時に、疑問が浮うかんできた。その男にはそんな状態だったのに、なんで俺にはあんなに無防備だったんだ……？

「その男の人が会話とか振ふっても全然無愛想にしてるし、本当に気まずい空気でしたよ。仕方なくわたしが生駒先生の代わりに愛あい想そ良く対応してあげて。そしたら、なんかその男性がわたしのこと気に入っちゃったみたいで？　当時わたし中一ですから、ロリコンもいいところですよね。生駒先生がわたしに仕事のことで注意したときとか、庇かばって口出したりしてきて。別にほっといてくれていいのに。そのせいで生駒先生はそのアシのことは勿論、わたしのことまで目の敵かたきにするようになっちゃって……。ほんっと損な役回りでしたよ、わたしは仕事場の空気を良くするために頑がん張ばってあげたっていうのに」

「う、うわ……。それは、大変だったね……」

　茉莉ちゃんから聞いた話では、エミリちゃんが男性アシに媚こびうって、そのせいでアシがエミリちゃんの味方するようになってうざかった、ってことだったけど……エミリちゃんは、仕事場をいい状じよう況きようにするために頑張ってただけだったんだ。それなのに……。

　なんだか、エミリちゃんが不ふ憫びんに思えてきた……。

「まあ、生駒先生の横暴な態度が嫌いやになったのか、その後すぐに男性アシは辞やめちゃったんですけどね。君島さんは、生駒先生とすぐ打ち解けたんですか？　わたしが入ったときは、既すでに打ち解けてましたよね？　わたし、びっくりしましたよ。あの生駒先生とこんなに距きよ離りを縮められる人がいるんだ、って」

「え!?　う、打ち解けてた!?　そうかな……喧けん嘩かばっかりしてただけだけど……。って、それは今もか……。でも、今の話聞いて驚いたよ。俺にも横暴な態度ばかりだけど、アシスタント初日で仕事場に泊めてもらったりしたからさ……」

　それも、確かあのときは茉莉ちゃんの方から泊まっていけ、と言ってきたんだ。

「……！　へぇ～。じゃあ生駒先生は、最初の段階で君島さんのこと気に入って……」

「え？」

「あ、いえ……君島さんって、人じん畜ちく無む害がいな草食系男子、って感じですし、生駒先生も男として見てなかったっていうか、危機感を感じなかったんじゃないでしょうかね」

「！　は、ははは……そ、そっか……確かにそうかもね……それ、よく言われるし……」

　エミリちゃんにそう言われて、自分でも妙みように納なつ得とくしてしまうのが悲しい。そっか、そうだよな……。

「でもさ……そんな風に、茉莉ちゃんは俺に少しは心開いてくれてるんだって俺も思ってたけど……最近よく分かんなくなってきたよ。学校で話し掛けるなって言われて、俺のこと避さけるようになっちゃって……」

「はあ……」

　エミリちゃんは考える仕草をする。なんだかんだ言って真しん剣けんに相談に乗ってくれている彼女には、本当に感謝しなくてはならない。

「生駒先生は人一倍プライド高いんで……もしかしたら、君島さんが『生駒先生がぼっちなのを気に掛けて話し掛けてる』って気付いて、ムキになってるんじゃないですか？　っていうか、わたしだって頼たのんでもないのにそんなことされたらうざいって思いますし」

「……！　そ、そっか……それ、あるかも！」

　確かに、茉莉ちゃんの性格を考えたらそれは大いにあり得る。

「あ、でも……その割りには、俺の男友達とは、たまにだけど、普通に話してるんだよね……それは何なんだろう……」

「さあ……？　その男友達本人に聞いてみたらどうですか？」

「……う、うん……そうだね！」

　確かにその通りだ。もうくだらない意地なんかは捨てて、まずは明日あした、橋本に聞いてみよう。茉莉ちゃんと何を話しているのか。

　エミリちゃんと話したことで大分気が楽になったし、茉莉ちゃんの気持ちも少しは分かったような気がする。

「君島さん……生駒先生が他の男子と話してることが、不ふ愉ゆ快かいなんじゃないですか？」

「えっ……!?　な、何言ってんの……それはないって！」

　べ、別に……そういうわけじゃない。だってそれじゃあ、まるで俺が嫉しつ妬と……してるみたいじゃないか。

「…………。へえ……」

　エミリちゃんの目が鋭するどく俺を見る。その視線に、ギクリとしてしまう。

「ま、別にどうでもいいですけど……せいぜい頑張って下さいね。くれぐれも、余計なことして生駒先生の機き嫌げんをこれ以上損そこねたりしないで下さいよ。わたしにも害が及およぶんですから」

「あ、あはは……うん、そうだね。頑張るよ！　話聞いてくれてありがとう」

「別に。わたしは、これ以上仕事場の空気が悪くなるのが嫌なだけですから」

　なんだかエミリちゃん、途と中ちゆうから少し機嫌が悪かったなあ……。まあそれでも相談に乗ってくれたので、感謝しなくてはならないことには変わりないのだが。

　もう結構長い時間話したので、会計を済ませて店を出ることにした。







　翌日。

　休み時間、俺は早さつ速そく橋本に声を掛かけた。

「え？」

「だ、だから……最近お前、茉莉……生駒さんとたまに話してんだろ？　それって……何を話してるんだ？」

「ああ……。別に、大したことは話してねえよ。たださ、生駒さんって……わざとお前のこと避けてるように見えるだろ。それが何でなんだろう、って気になってさ。普通は、知り合いがいれば逆に頼たよるだろうに」

「……！」

　橋本って、中学の時から、一見何も考えてないような阿あ呆ほうに見えるけど、案外周りが見えてるんだよな……。

「そ、そっか……それで、生駒さんはなんて!?」

　少し怖こわくもあったが、俺は思いきって橋本に聞いてみる。

「…………。生駒さんには、お前に言うなって釘くぎさされてんだけどな」

　橋本は少し悩なやんだ後、口を開いた。




「まあ、要は……生駒さんは、自分と話すことで、お前が他の人と話せなくなるのが嫌で、自分に話し掛けないように冷たくしてるみたいだぜ。自分みたいな変わり者と、お前が仲がいいって周りに思われたら、泉せんまで嫌きらわれるんじゃ？　って考えてるみたいだな」




「……！　な……そ、それ……本当に茉莉ちゃんがそう言ってたのか!?」

「……あ、ああ……。お前が、生駒さんがぼっちなのを気にして気を遣つかってるのも分かるから、それも悪いって思ってるみたいだしな」

「……っ！」

　じゃあ、茉莉ちゃんは……プライドが許さなくてムキになってるとか、そんな子供っぽい理由じゃなくて……俺のことを気遣って、わざと冷たくしたり、学校では話し掛けるな、なんて言って来たりしたってことなのか!?

　だから、サンシャインシティでクラスメイトたちに会ったときも、俺とは友達じゃない、なんてわざわざ言ったのか？

　俺が、他の人と話せなくなるのが嫌で？　俺が周りに嫌われないように？

　何だよ、それ……。

「……って、泉!?」

「橋本、サンキューな！」

　俺は橋本の話を聞き終えてすぐに、茉莉ちゃんの席まで移動した。

「……！　な、何よ……」

　自分の席に着いて本を読んでいた茉莉ちゃんは、机の前に立つ俺を見てびくっとする。

「あ、あのさ……ちょっと話したいことあるんだけど……」

「…………。学校では話し掛けないで、って言ってるでしょ。仕事のこと？　だったら仕事場で……」

「いや、今話したいんだ。ちょっと廊ろう下かとかで……」

「あんた私の言葉聞こえなかった!?　学校では話し掛けないでってば！」

　茉莉ちゃんはうざったそうに言うと、椅い子すから立ち上がり、俺から逃にげようと席を離はなれる。これじゃ、いつものパターンと一いつ緒しよだ。

「ちょっと待ってよ！」

　いつもと同じ流れになってはいけないと思い、教室から出ようとする茉莉ちゃんを俺は追いかける。

「なっ……!?　し、しつこい……！」

　茉莉ちゃんは追いかけてくる俺に焦あせった様子で、走って逃げ出した。

「ちょっ……茉莉ちゃん!?」

　ここまで来たらもうヤケだ。今ここで……茉莉ちゃんを逃がしたら、これから先も学校で茉莉ちゃんと話せなくなってしまう気がする。

　なんとなくそう感じた俺は、走って茉莉ちゃんを追いかけた。

「な……なんで追いかけてくんのよ!?」

　俺が走って追いかけてくるのを見て、茉莉ちゃんは驚おどろいた様子で一層走るスピードを上げて逃げる。俺も、必死で追いかけた。

　廊下でバタバタと大きな足音を立てて追いかけっこをしている俺たちは、大層注目を浴びていた。教師からは、「そこ、走るな！」なんて注意されたりもした。

「……！」

　途中で、視界の端はしにみなせが入った。

　廊下にいたみなせは、驚いた様子で俺たちを見ていたようだ。




「…………はあ、はあ……はあ……」

　廊下を走り、階段を駆かけ上り、屋上の少し手前まで来たところで……やっと俺は、茉莉ちゃんに追いついた。彼女の右手をしっかりと摑つかまえる。

「茉莉ちゃ……。……!?」

　振ふり向いた茉莉ちゃんの顔を見て、俺は驚いた。

　茉莉ちゃんは、目に涙なみだを溜ためていた。




「……話し掛けないでって、言ってるのに……あんなに避けてるのに……なんで、あんたはこんなに必死に追いかけてくるのよ……!?　もう、全然意味分かんないっ……」




「ま、茉莉……ちゃん……」

　茉莉ちゃんは泣きながら言う。茉莉ちゃんって、こう見えて……案外、よく泣くよなあ。

　彼女はそこで、ある一点を見つめて黙だまってしまう。

「…………手……」

　俯うつむいた茉莉ちゃんが見ていたのは、自分の手元だった。泣いていることもあるとは思うが、彼女は耳まで赤くなって呟つぶやいた。

「えっ……あ、ごめん！」

　茉莉ちゃんの右手を握にぎったままだったことに気付いて、慌あわてて俺は手を離した。

　その時、予よ鈴れいが鳴る。

「じゅ、授業……始まるわよ……」

「でも……まだ、話したいこと何も話せてない」

「な、何よそれ……あんた、授業サボるつもり!?」

「一回くらいサボったって平気だよ！　茉莉ちゃん成績いいし……」

「は、はあ……!?　っていうか、二人でサボったら、あ……怪あやしまれるわよ!?」

「……！　べ、別に……誰だれもそこまで気にしないでしょ。ここで騒さわいでるとバレるかもしれないから……」

　俺は屋上への扉とびらに目をやる。『立ち入り禁止』という紙が貼はられていたが、思い切ってドアノブを回してみた。てっきり鍵かぎが掛かっているものだと思っていたが、意外にも扉は開いた。

「ちょ、ちょっと……！　先生に怒おこられ……」

「でも、ここしか話せそうなところないし……茉莉ちゃんもこっち来てよ」

　俺は扉を開けて屋上へと出て、茉莉ちゃんに言う。茉莉ちゃんは不満げだったが、しぶしぶ俺の後に続いた。意外に真ま面じ目めなんだよなあ……。

「はー、疲つかれた」

　廊下から階段（しかも上り）にかけて走り続けてへとへとになった俺は、もう気にせずに屋上の地面に座り込んだ。

「授業中、二人の席だけ空いてたら絶対変に思われるわよ！　しかもさっきあんたが走って追いかけてきたせいで私まで走るハメになって、思いっきり注目浴びてたんだから、余計噂うわさになるかも……！」

　茉莉ちゃんは立ったまま俺を見下ろして、怒ど鳴なりつけてくる。茉莉ちゃんは、この期ごに及んで周囲の目を気にしているのか……。

　それってもしかして、俺のことを思って……？

「別に、俺はそういうのあんまり気にしないし……」

　俺は立ち上がって、茉莉ちゃんの顔を見る。彼女は俺を切なげな目で見つめていた。よく見ると、まだ涙が溜まっている。

「な、なんでよ!?　気にしなさいよ！　私みたいな変わり者と一緒にいるなんて……あんたまで変人だって思われるわよ!?」

　……！　やっぱり茉莉ちゃんは、俺のことを気にして……。

「本当に、わけ分かんない……。こんなに、私に構わないでって言ってるのに……なのに、なんであんたは話し掛けてくるのよっ!?」

　茉莉ちゃんは泣きながら、なぜかキレ気味に俺に怒鳴ってくる。

「なんでって、そりゃあ……」

　俺が茉莉ちゃんにしつこく声をかける理由……か。勿もち論ろん、一人でいる茉莉ちゃんを見ていられないとか、そういう気持ちもあった。

　だけど、それ以上に……。




「俺が、茉莉ちゃんと話したいから……。だって、茉莉ちゃんは俺にとって……友達、なんだから」




「……え？…………」

「茉莉ちゃんは、なんか……俺が気を遣って話し掛けてるとか思ってたみたいだけど、それ、すごい思い違ちがいだから！」

「……！」

「自じ意い識しき過か剰じようだって！　第一俺、そこまで気遣いのできる奴やつじゃないしさ」

「……！　な、何よそれ……私が自意識過剰!?　黙って聞いてれば、ず、随ずい分ぶん失礼なこと言ってくれるじゃない……！」

　え、なんでそこに食いつくんだよ!?　俺が言いたかったのはそこじゃないんだけど……。

「だって……実際本当にそうなんじゃないの!?　あんたは……一人でいる私が可哀かわい想そうで見ていられなくて、私に構ってるんじゃないの!?」

「……！」

　やっぱり茉莉ちゃんは、そう思って……。

「お母さんとのことだって……あんたは私のことが可哀想で、あそこまでしてくれたんじゃないの!?　あんたはいつだって、私のために余計な気ばっかり回して、損な役回りばっかり引き受けて……」

「……違うよ」

「え……？」

「俺が茉莉ちゃんのお母さんを説得したのは、俺自身が茉莉ちゃんと漫まん画がを描かきたかったから。これから茉莉ちゃんとやっていきたいって強く思ったから……」

「…………」

「それから学校で話し掛かけるのは、さっきも言ったけど、俺自身が茉莉ちゃんと学校で仲良く過ごしたいから。俺たち、漫画の相方で、同級生で……友達……だろ。だったら、学校でも楽しく話したい、って思うのが普ふ通つうじゃん」

「……せ、泉……」

　茉莉ちゃんは一いつ瞬しゆん怒おこったかと思いきや、今度は切なげな顔になって、俺を見た。思わずドキッとしてしまう。

「なんで、あんたは……私が作ってる壁かべをことごとく壊こわしてくるの？　私の心に……土足で入り込んで来るの？　ただの……漫画の相方に過ぎないっていうのに……」

「……え!?」

[image: ]

　茉莉ちゃんの言葉に、俺は驚いた。それは……今回のことや、お母さんと言い争った件を言っているのだろうか？

　心に土足で入り込んで来る、か……。確かにその通りだ。単なる漫画の相方に過ぎないのに、俺は茉莉ちゃんのプライベートにまで踏ふみ込んでいるのかもしれない。

　茉莉ちゃんはもしかして、そういうことを迷めい惑わくに感じて……？




「ほんとにもう……あんたみたいな人は、初めて……」




「……！」

　茉莉ちゃんは涙目のまま俺の目を真まっ直すぐ見つめて、言った。

　俺は彼女の言葉に心臓が止まるかと思った。自分の顔が熱くなるのが分かる。

　このまま見つめ合っていたら心臓がどうにかなりそうだった。俺は慌てて、何か喋しやべらないと、と必死で考えるが、言葉が出てこない。

「そこまでして、こんな私と話したい、なんて……私と漫画が描きたい、なんて……。ほんとにあんたって、変……」

「……。はは……うん、そうかもね」

　茉莉ちゃんはそれから俯いて涙を拭ぬぐった。少しの間、俺たちは互たがいに黙っていた。

　二人の間に沈ちん黙もくが流れても、今は少しも居い心地ごこち悪くなんかなかった。




「……もしかして……あの女も、そういう純じゆん粋すいな気持ちで……私と話したい、って思ってくれてたのかな……」

「え……？　あ、あの女、って……？」

　茉莉ちゃんはやっと落ち着いた様子で、そう言いながら、制服のポケットに手を突つっ込こんだ。中から、二つ折りにされた紙を取り出す。

「それは……？」

「あの、リア充じゆう女が……大分前、喧けん嘩かする前に、くれた手紙……」

　リア充女、って……みなせのことだよな。

　茉莉ちゃんは手紙を開いた。気になって覗のぞき込む。

　そこには、俺と茉莉ちゃんが描いた漫画の感想や、これから仲良くして欲しい、という内容が、時折イラストなどを交えて可愛かわいらしい字でぎっしりと書かれていた。

　それを見ると、みなせが茉莉ちゃんと本当に仲良くしたかったんだろうという気持ちが伝わってくる。

「てっきり私は、あの女も、同情心や、周りからの印象を良くするために私に話し掛けてくるんだと思ってた……。それか、あんたに頼たのまれて、とか……」

「……！　俺はみなせにそんなこと頼んだこと一度もないよ。みなせも、本当に茉莉ちゃんと仲良くなりたかったんだと思う」

　そう、みなせも、俺と同じように。

「…………」

　茉莉ちゃんは俯いたまま黙だまってしまう。何かを考えているようで、やがてポツリポツリと話し始める。

「中学の時も……ああいうリア充っぽい外見のギャルが、よく私に声をかけてきたの。私がいつも一人でいるから、同情心で、変な気を遣って話し掛けてきてるんだろうな、って思ってた……」

「……！」

　初めて茉莉ちゃんの口から過去の自分のことが語られて、俺は少し驚おどろいた。

　……っていうか茉莉ちゃん、『いつも一人でいるから』って……もしかして、中学でも友達がいなかったのだろうか。

「あまりにしつこく話し掛けてくるから、普通にいい人なんだと思って、だんだん話すようになってきたの。だけど、陰かげで他の女子と話してるのを偶ぐう然ぜん聞いちゃって……『いつもぼっちでいる生駒さんに声かけてあげてるのは、男子にいい子だって思われたいから』って、はっきり言ってたのよ……」

　茉莉ちゃんは、当時を思い出してか、寂さびしそうな表情で言う。

「そ、そんな……」

「『そうじゃなきゃ、あんな変わってる子と仲良くなろうとしない。あんな子と仲良くしてたら、自分まで変わり者だと思われるし』って……」

「ひ、酷ひどい……。なんだよ、それ……」

　茉莉ちゃんの話を聞いて、思わず俺はそう言っていた。

　彼女が中学時代、そんな辛つらい思いをしていたなんて……。

　もしかして、そのことがあったから、同じように派手な外見のみなせにも心を開くことができなかったのだろうか。

　その出来事がきっかけで、茉莉ちゃんはより人とのコミュニケーションを避さけるようになって、友達なんていらない、なんて言うようになったのだろうか。

　信しん頼らいしている相手にそんな形で裏切られたら、誰だれだって……茉莉ちゃんと同じような考えになると思う。

「本当に、酷い話だね……。だけど、みなせは絶対そんな奴じゃないから！　俺が保証する！」

「…………。私も、考えたんだけど……。単に外そと面づらを良くしたいだけで私に話し掛けているだけなら……こんな手紙は書かないんじゃないか、って思った。それに、上うわ辺べだけを気にしてるなら、私があの女の好きなキャラをディスったところで、あんな風に本気で怒おこらないんじゃないか、とも思うし……」

「そ、そうだよ！　みなせは、あんまり人目とか気にしない奴で、学校でもオタクなこと隠かくしてないくらいで……。だから、周りに良く思われたいとか、そういうこと一切考えない奴だから！」

　俺の言葉に、茉莉ちゃんは再びみなせからもらったという手紙に目を落とす。

「……あれ？　それ……裏にも何か書いてない？」

　茉莉ちゃんが手にしているみなせからの手紙の裏面に、下の部分にだけ何か文字が書かれていることに気付いた。

「えっ……ほ、本当だ！　今まで気付かなかった……」

　茉莉ちゃんは驚いた様子で手紙を裏返す。そこには、表には書き切れなかったのであろう手紙の続きが書かれていた。

『P.S.　あたし、今までオタク友達できたことなかったから、生駒さんが仲良くしてくれたらめちゃ嬉うれしいな！　前に漫まん研けんに入ろうか迷ったりもしたんだけど、漫研の人たちと全然打ち解けられなくて、仮入部で辞やめちゃったんだよね……』

「…………」

　茉莉ちゃんは切なげな瞳ひとみでその文を見つめていた。

「みなせはあの外見だから、オタクの人たちからはびびられて打ち解けられなかったのかもな……。それで、あんなに必死に茉莉ちゃんと仲良くなろうとしてたのかも」

「そう……だったの……。じゃあ本当に、あのリア充女は……私と仲良くなりたかったんだ……。私なんかと……」

　茉莉ちゃんの目には、再び涙なみだが滲にじんでいるように見えた。

「私なんて……こんな性格だし、友達になったところで、一いつ緒しよにいて楽しくないと思うのに……」

　自分が性格に難ありなこと、さすがに気付いてたのか……。

「それでもみなせは、友達になりたがってる。うまくいくかどうかなんて、友達になってみないと分からないしさ」

「でも私……酷いこと言っちゃった……。あの女が好きなキャラのこと、思いっきりディスっちゃって……」

「謝れば許してくれるよ。みなせはそういう奴だよ」

「…………。謝ってみる……。それで……仲良くなれるよう、努力してみる」

「……！　ま、茉莉ちゃん……！」

　まさか茉莉ちゃんが自分からそんな風に動こうとするなんて……。




　俺は茉莉ちゃんが変わろうとしていることが、心から嬉しかった。俺にできることがあれば精せい一いつ杯ぱい協力したい、と思った。







　授業が終わり茉莉ちゃんと二人で教室に戻もどると、クラスメイトたちから思いっきり注目を浴びた。みなせも、俺と茉莉ちゃんのことを見ていた。

「おー、泉。どこ行ってたんだ～？　生駒さんと追いかけっこした後、どっか消えたんだってー？」

「……！　は、橋本っ……！」

　橋本が笑え顔がおで俺たちに声を掛かける。こいつのことだから、一切悪気はないんだろうが……そのことで一層クラスメイトたちの視線が痛くなる。

「いや、その……」

「この男がお腹なか下したから、たまたま近くにいた私がお手洗いに保健室にと付き添そってあげたのよ！　それだけ！」

「なっ……!?　ちょ、なんてことを……！」

「えっそうなのか、泉!?　腹大だい丈じよう夫ぶか!?」

「～～っ、あーもういいよ！　そういうことで！」




「せ、泉……本当に、お腹下したの？」

　席に戻ると、隣となりの席のみなせにまでそんなことを言われた。

「え……あ、ああ……まあ……」

　もう面めん倒どうなので、そういうことにしておいた。だけどみなせは、なんだかイマイチ納なつ得とくのいかないような表情をしていた。




　その日、俺は茉莉ちゃんの様子を目で追っていたのだが……茉莉ちゃんは何度かみなせに声を掛けようとしていたみたいだが、ちゃんと声を掛けられないまま、放課後になってしまった。

「今日は声掛けられなかったみたいだね……」

　自分の席でぐったりしている茉莉ちゃんに俺は声を掛ける。

「……！　な……あ、あんた……見てたの!?　悪あく趣しゆ味みね！　見てなくていい！　余計な気が散るじゃない！」

「んなこと言われても……みなせは隣の席だし、目に入るんだよ……。俺がみなせに声掛けてみようか。茉莉ちゃんが何か話したいことがあるみたいなんだけど、って」

「……っ！　余計なことしなくていいわよ！　自分で声掛けるから！」

　さっきまで弱っていて儚はかなげだった茉莉ちゃんはどこへやら……。もう、完全にいつもの彼女に戻っていた。まあ、こういう強気な方が茉莉ちゃんらしいけどさ。

「あれ～？　みなせどこ行ったー？」

　その言葉に、俺と茉莉ちゃんは思わず反応した。見ると、クラスメイトの派手めな女子がみなせの姿を捜しているようだ。確か……濱はま田だ、といったっけかな。

　ちなみに、みなせの姿はもう教室にないが、机の上に鞄かばんはあるので、別のクラスかどこかへ行っているようだ。他のクラスにも友達多そうだしな。

「まーいっか。ジャージみなせに借りよ～」

　クラスの女子……濱田は、勝手にみなせのロッカーを開けている。

「……ん？　なんか変な本あったんだけどー！」

　ロッカーをゴソゴソしていたかと思ったら、突とつ然ぜんそんなことを言い出した。おいおい、勝手にロッカー開けた上に本まで漁あさって……。ん、待てよ……変な本って、まさか……。

「あぁ、みなせってああ見えてアキバ系だもんねー」

　近くにいた、濱田の友達の女子……確か、川かわ本もとが答える。

「え、でもちょっと待って、これ結構ヤバいんだけど!?」

「え、なになに、見して見して！」

　濱田は勝手にみなせのロッカーから出した本をその場で見始め、川本も一緒になって覗のぞき込む。おいおいおい……これは結構、まずいんじゃ……。濱田が持っているみなせの本の表紙を見ると……。

「ぶっ……!?」

　俺は思わずその場で軽く噴ふき出してしまった。

　どう見ても小学生……下手したら幼よう稚ち園えん児じくらいにも見える萌もえ絵の少女が、服を脱ぬぎかけているいかがわしいイラストが表紙になっている。俺たちの位置から濱田たちがいる場所まで少し距きよ離りがあるので、タイトルの文字などは見えないが……それが『ロリエロ本』であることだけははっきりと分かった。

　学校になんてもん持って来てんだよおおぉぉぉぉみなせさぁぁぁん!?

「うっわー……これ笑えないっしょ、あいつがアキバ系だってことは知ってたけど、こんなもんまで読んでるとは……」

「や、やば～何コレ!?　マジキモすぎなんだけど！」

　おいおい……。確かに学校にそんなもん持って来てるみなせも悪いけど、勝手に他人ひとのロッカーの中見といて、勝手にドン引きしてるって……それはねえんじゃねえの？

　さすがにイラッときた俺は、派手な女子に少し怖おじ気つつも、声を掛けようとする。

「ちょっと……」




「その漫まん画がは……私が香こう月づきさんに貸したものなの！」




　だが、俺の言葉を遮さえぎって……なんと、俺の隣にいる茉莉ちゃんが信じられない言葉を口にした。茉莉ちゃんは堂々としているが、声が震ふるえている。

　茉莉ちゃんがみなせに貸した……!?　ま、茉莉ちゃん、何言って……!?

「え……あ、そ、そうなの……？」

「そ、そう……。香月さんはそういうの趣しゆ味みじゃないみたいだけど、私が……無理矢理貸したっていうか……」

「へ、へえ～……生駒さんって、こういう漫画好きなんだ？」

　濱田と川本はドン引きした様子で茉莉ちゃんを見る。

　茉莉ちゃんは、みなせのことを庇かばってそんな噓うそを……？　自分が犠ぎ牲せいになってまで……。




　その時、突然教室の後ろの扉とびらが勢いよく開けられた。

「……!?」

　そこには……みなせが立っていた。

「み、みなせ……」

　みなせは厳しい顔つきで教室内へと入ってくる。無言のままズカズカと歩き……茉莉ちゃんの前まで来たところで立ち止まった。




「生駒さぁぁぁ────んっ！」




「……!?」

　俺は、自分の目を疑った。みなせは……突然、茉莉ちゃんに勢いよく抱だきついたのである。

「ちょっ……ちょっと、何!?」

　抱きつかれた茉莉ちゃん自身も大層驚おどろいた様子で、動どう揺ようしてジタバタしている。

「あんなに冷たい態度とってるくせに、陰かげでこんなことしてくれるなんて……それどんな萌えキャラ!?」

　みなせは感激している様子で茉莉ちゃんを抱き締しめたまま、早口でそんなことを言い切った。

「はあっ!?　ちょっ……あんた、何言ってんの!?　っていうか放してよ！」

「今教室に戻ろうとしたら全部聞こえて来ちゃったんだよぉっ……！　あたしのことを庇って、あたしのロリエロ漫画を自分のだって言ってくれたなんて……」

「ちょ、ちょっと！　あんた、自分で全部バラしてんじゃないのよ！　せっかく私が庇ってあげたっていうのに……」

「大丈夫！　別にあたしオタク隠かくしてないし、エロ漫画大好きなことだって全然恥はじてないから！」

　みなせは一度茉莉ちゃんの身体からだを放すと、清すが々すがしい程ほどにきっぱりと笑顔で言い切った。

[image: ]

「でも……生駒さんが庇ってくれて超嬉しかった。ほんとにありがと！」

「ふんっ……」

　みなせは目を輝かがやかせながら茉莉ちゃんに礼を言った。茉莉ちゃんは恥ずかしそうにみなせから視線を逸そらす。

　そんな様子を見て、濱田も川本もただ啞あ然ぜんとしていた。







　俺なんかが何もしなくても……二人は距離を縮めることができたみたいだ。

　これもきっと、茉莉ちゃんがみなせに心を開こうとした結果……だよな。






６









　それからというもの、茉まつ莉りちゃんとみなせは学校でよく話すようになった。

　主にみなせが茉莉ちゃんの席まで行って話し掛けてるみたいだけど、茉莉ちゃんの方からみなせの席まで来ることもあった。

　また、俺が学校で茉莉ちゃんに声を掛けても、もう茉莉ちゃんは俺を避さけなくなった。それどころか、茉莉ちゃんの方からも少しずつ話し掛けてくれるようになった。

　まだ茉莉ちゃんは、俺やみなせ、橋はし本もと以外と話すのは苦手みたいだけど、来月には修学旅行もあるから、それで他のクラスメイトとも打ち解けられるかもしれないな。




　次の週から、ＧＷに突とつ入にゆうした。当然、どこかへ出かける予定などなく、この機会にできる限り仕事を進めるつもりでいる。




　ＧＷ一日目は、オーケーが出た二話目のネームを元に下した描がきの作業に入り、今日の分の作業を終えた後、三話目以降の展開について話し合っていた。

「泉せんが言ってた、ライバルとの友情展開についてだけど……あの後よく考えたら、まあありかも……って気もしてきたわ」

「えっ!?」

　茉莉ちゃんの言葉に、俺は驚いて声を上げてしまう。

　前はあんなに頑かたくなに、友情展開なんていらない、求められてない、って言ってたくせに……。

「まあ、あとは早乙女さおとめの意見次し第だいだけど……」

「茉莉ちゃん……なんか心境の変化があった、とか……？」

「……！　べ、別に……そういうわけじゃないわ！」

　もしかして……みなせと和解できたから、そういう友情展開もいいかも、って思い始めたのだろうか？

　ま、本人にそれを聞いたところで、絶対正直に答えてくれないだろうけど……。




　ＧＷはひたすら下絵を進め、やがて再び学校が始まる。

「なあ泉、お前、今日も仕事して帰るのか？」

　ＧＷ明けの木曜日。放課後帰り支じ度たくをしていると、橋本に声を掛かけられた。

「あ、ああ……」

「俺、一回仕事場見てみたいって思ってたんだよな～！」

「えっ……」

「いいだろ？　仕事の邪じや魔ましねえからさ～！」

「うーん……ちょっと茉莉ちゃんに聞いてみるよ」

「ああ、そういや、生い駒こまさんと泉って同じ場所で仕事してんのか」

　俺が茉莉ちゃんに許可を取ろうと茉莉ちゃんの席に目をやると、既すでに姿はなかった。先に帰っちゃったみたいだな……。

「うん、まあ……っていうか、茉莉ちゃんのマンションで一いつ緒しよに作業してるから」

「えっ……マジで!?　それ、冷静に考えるとすげえことじゃねえのか？　毎日生駒さんの家に行ってるってことだろ？」

「え、まあそうだけど……仕事してるだけだしな」

　そういえば、こいつ茉莉ちゃんのこと結構気に掛けてたみたいだけど……もしかして、茉莉ちゃんのこと気になってたりするんだろうか。

「あのさ、お前……」

「ん？」

　聞こうとしたが、橋本の脳天気な顔を見たら、やっぱりなんだか聞く気が失うせてしまった。

「いや……。まあとりあえず、茉莉ちゃんにお前を連れて行ってもいいかどうか聞いてみるよ」

　ラインで連れん絡らくしてみたものの、返信が来ないどころか、既読にすらならない。茉莉ちゃんって未いまだにガラケーだからなあ……。とりあえず橋本を連れて行くだけ連れて行って、玄げん関かん先さきで聞いてみればいいか。

　そう思い、俺は橋本と共に茉莉ちゃんのマンションへと向かった。




　そういえばもしかして、茉莉ちゃんの方も橋本に結構心許してたりするのかな？　自分の本当の気持ちを橋本には言ったわけだしな……。

　俺の知らないところで、二人は結構仲良くなってたりして……。

「ん？　なんだよ、泉」

　俺がそう思って横を歩く橋本を見ると、橋本は相変わらず脳天気に笑っていた。




　玄関先まで辿たどり着き、いつも通りインターフォンを押す。しかし、一向に返事がない。

「あれ……まだ帰ってないのかな。学校にはもういなかったってことは、寄り道してるとか？」

　俺は合い鍵かぎで扉とびらの鍵を開けた。

「一応いるかどうか確かく認にんしてくるから、そこで待ってて」

「ああ、分かった」

　橋本を玄関の前で待たせて、俺は玄関で靴くつを脱ぬいで家の中へと上がる。玄関にはローファーが二足あった。帰ってるのか……？　しかも、エミリちゃんも来ているのだろうか。

　そういえば最近、インターフォンの調子がおかしいとか言ってたっけな……。たまに鳴らないときがあるとかなんとか……。

　奥のリビングの電気がついていることに気付く。近付くにつれ、何やら話し声も聞こえてきた。やはりエミリちゃんが来ているのだろうか。

「ひゃあっ……ちょ、ちょっと……生駒さん……もういいでしょ？」

「ふうん……ふむふむ……見た目より結構あるのね……まあ私はあと二カップくらい大きいほうが好みだけど……」

「ひゃうっ……も、もう……散々揉もみしだいておいてそれ!?　酷ひどい！」

「……？」

　この声……もしや、みなせか？　扉が閉まってるからイマイチ会話の内容がよく聞こえないけど、なんか苦しそうな声あげてないか……？　俺は思いきってリビングの扉を開ける。




「…………!?」




　リビングのソファーの上で行われている行こう為いに、俺は自分の目を疑った。

　みなせが、制服の上を自らたくし上げて……茉莉ちゃんが、みなせの胸を下着の上から揉みしだいていたのである。

「キャ……キャ──ッ!?　せ、せ、泉!?」

　みなせの胸を揉むのに夢中になっている茉莉ちゃんは、扉が開いた音にも気付かず懸けん命めいに胸を揉み続けている。一方でみなせは、扉から現れた俺を見て真っ赤な顔になって悲鳴を上げた。

「ん？　泉……？」

「生駒さん！　手ぇ離してっ！　泉が帰ってきたからっ！」

　やっと俺の存在を把は握あくした茉莉ちゃんがみなせの胸から手を離し、みなせは慌あわててたくし上げていた服を下ろして胸を隠した。

　俺の目には……しっかりと、みなせの豊満な胸が、茉莉ちゃんの手によって揉みしだかれているところが焼き付いていた。下着は水色、か……。制服の上からでも結構あるな、って思ってたけど、想像以上だった……。

「ちょ、ちょ、ちょっと……何赤くなってんのぉ!?　ってか、今……あたしの胸、思いっきりガン見してたでしょおっ!?」

　みなせが涙なみだ目めになって俺に抗こう議ぎする。

「え!?　い、いや……見てないよ！」

「噓うそ！　超ちよう見てたもん！」

「っていうか泉、あんた何勝手に入ってきてんのよ。いつもインターフォン押すように言ってあんでしょ？」

「お、押したって！　鳴らなかったの!?　ま、まさか……二人がこんなことしてるとは思わないし……」

　っていうか、一体何してたんだよぉ!?　女の子同士って、胸揉み合って遊んだりするものなのか……!?　仲良くなれたばかりだってのに、急激に進展しすぎだろ!?

「べ、別に変なことしてたわけじゃないからね!?　仕事場見てみたいって生駒さんに頼たのんだら、連れてきてくれたんだけど……どうしても胸揉ませて欲しい、って懇こん願がんされて……」

「ま、茉莉ちゃん……みなせにそんなこと頼んで……!?」

　セクハラ親父おやじかあんたは！　どんだけ節操ないんだよ!?

「だ、だって……どうしても揉んでみたかったのよ！　それに、漫まん画がとかアニメでよく女の子同士でおっぱい揉み合ってるから、友達同士ってそういうものなんだ、って思って……ずっと憧あこがれてて……」

　……！　茉莉ちゃん、今までに友達がいなかったもんだから、そんな偏かたよった知識が身についてしまったのか……。

「はあっ！　確かによくあるよね！　あれ、超楽しそうだなってあたしも思ってた！……ってことは、あたしも生駒さんのおっぱい揉んでいい、ってことだよね!?」

　みなせは茉莉ちゃんの言葉に突とつ如じよ目を輝かがやかせ、茉莉ちゃんの返事を聞くよりも前に茉莉ちゃんの胸を制服の上から揉み始めた。

「……っ!?　だ、誰だれもいいなんて言ってな……あっ……も、もう……」

「も～あんなこと言っておきながら、生駒さんだって結構おっぱいあるじゃーん！」

「…………」

　目の前でそんなエロい行為が再び始まってしまい、俺は思わず赤面してその場に固まる。

「……って、やべ！　橋本外に待たせてるんだった！　茉莉ちゃん、橋本が仕事場見てみたいって言うんだけど、いい!?」

「え!?　あ、ああ……別にいいけど……」

　玄関の外へ橋本を呼びに行くと、そこにはエミリちゃんも来ていて、橋本と会話していた。

「あ、君きみ島じまさん、お疲つかれ様です♪」

　エミリちゃんに丁てい寧ねいに挨あい拶さつされて俺は思わず固まってしまう。うおっ!?　なんだこの感じ……めちゃくちゃ懐なつかしいな！　そ、そうか……知らない人（橋本）がいるからぶりっ子モードが発動してるんだな。初対面の人間にも素すを出したっていいと思うのに……。

「な、なんか悲鳴が聞こえたけど……なんかあったのか？」

「ああ、実はみなせが来てて、ちょっと色々あって……」

「え、香こう月づきも来てんのか？」

　俺たち三人はリビングへと上がる。

「ふふっ……仕事場にこんなに人がいるなんて初めてで新しん鮮せんですねっ！」

　エミリちゃんはぶりっ子モードのまま、全員分のお茶を出した。

「わたし、生駒先生と君島さんのアシスタントをさせて頂いている、椿つばきエミリと申します。どうぞ宜よろしくお願いしますねっ！」

「へえ～、アシさん、こんなに可愛かわいい子なんだーっ!?　あたし、泉と生駒さんの学校の友達の香月みなせ！　宜よろしくねっ！」

「俺は橋本。宜しく」

　エミリちゃんとみなせ、橋本はそれぞれ挨拶を交かわす。

　でも確かに、エミリちゃんの言う通り、この仕事場にこんなに人がたくさんいるなんて初めてで、なんとも不思議な感覚だった。まさか、みなせや橋本をこの仕事場に呼べる日が来るなんてな……。

「あっ！　これ、『姉あね妹いも』じゃん！　生駒さんもこのラノベ好きなのっ!?」

　そこで突とつ然ぜんみなせがリビングの本ほん棚だなから一冊の小説を取り出した。

　確かあれは……『俺の姉ねえちゃんと妹いもうとが今日も俺を取り合っている。』──通つう称しよう『姉妹』とかいうライトノベルだ、と茉莉ちゃんに以前教わった。アニメ化もしている人気作らしい。みなせも好きだったのか……。

「ええ、すごくハマって、今度出るっていうＰＳＰのゲームも当然予約したわ！」

「本当にっ!?　あたしもこれ超～好きなんだよね！　アニメもリアタイで見てたし！」

　おお、茉莉ちゃんとみなせが意気投合している！




「特にラストの終わり方がマジ最高だったよねーっ！」

「ただ最終回だけは絶対に許せないわ！」




「「……え？」」

　同時に正反対の意見を述べた二人は、互たがいの言葉に啞あ然ぜんとしている。

　お、おいおい……この流れ、完全にデジャブなんですけど……。

「な、何言ってんの生駒さん……。いくつもの困難を乗り越こえて最終回でやっと妹の芽め々めタンと結ばれるのが本当に感動的だったじゃん！　あたし超泣いたし！」

「あんなご都合主義だらけのお約束展開な最終回で泣いたって……香月さん、あなた頭大だい丈じよう夫ぶ？　途と中ちゆうまで完全に美み々み姉ルートだったくせに、最終回間際で突然芽々贔屓びいきな展開になってほんっと萎なえたわ！　あんな最終回で感動できた人間がいるなんてびっくりよ！」

「はあああ～!?　ちょっ……生駒さん、単に自分が美々姉推おしだったから最後くっつかなくて悔くやしいだけでしょ!?」

「あぁ～もう！　二人とも、前回と同じようなことで喧けん嘩かしないでよっ！」

　せっかく仲良くなれたっていうのに……！

「「泉は黙だまってて！」」

　二人から思い切り怒ど鳴なられて、俺はもう喧嘩を止めようなんて無茶はやめることにした。

「そうだ泉、仕事場見せてくれよっ！　生なま原げん稿こうも見たいし！」

「あ、ああ……そうだな」

　無む謀ぼうな言い争いを続ける二人のことは放っておいて、俺は橋本に仕事場を見せることにした。そういえばみなせも、今日は仕事場が見たいと茉莉ちゃんに言ってここに来たらしいが、俺たちが来る前に既すでに見たようだ。

「こっちが茉莉ちゃんの机で、こっちが俺の机。そこがアシスタントのエミリちゃんの机。ここに資料があってこっちの棚たなにはトーンがあって……」

「おお～すげえ！　やっぱプロの漫まん画が家かの仕事場って本格的だな～！」

「んで、これが来月分の原稿な」

「おおーっ！　生原稿初めて見たぜ！」

　一通り橋本に説明すると、橋本は大げさに興奮していた。

　大体を見終えて、俺たちは再びリビングに戻もどることにした。

　喧嘩してる茉莉ちゃんとみなせ、プラス、エミリちゃんを残して来てしまったけど……一体どうなっているのだろうか。戻るのが恐おそろしい……。

「へー、じゃあみなせさんって君島さんとは幼おさな馴な染じみなんですか？」

「そうそう、小学校の時から仲良くて、親同士も仲いいからお互いの家とか行き来しててねー！」

「この二十一世紀にそんなベッタベタな幼馴染みなんて関係が存在するなんて……エロゲじゃあるまいし……」

「ほんとすごいですねー！　超ウケるー！　何歳まで一いつ緒しよにお風ふ呂ろ入ってたんです？」

「えっ……ちょ、エミリちゃん、何言ってんの!?　お風呂なんて一緒に入ったことないよ！」

「あんたって案外下ネタ好きよね……男の前ではそういうとこ出さないくせに」

「えー、この程度で下ネタって、生駒先生マジで言ってますー？」

　俺と橋本は、自分たちが見ている光景に啞然とした。

　女子三人はお菓か子しと飲み物を囲んで、すっかり『女子会』的な雰ふん囲い気きになって和わ気き藹あい々あいと会話を楽しんでいたのである。あの二人、さっきまであんなに喧嘩してたくせに……！

　っていうか、エミリちゃんはエミリちゃんで……なんか結構素になってないか？

　そこで三人は俺たちが戻ってきたことに気付く。エミリちゃんはハッとして、「仕事場どうでした？」なんて高い声と笑え顔がおで橋本に尋たずねる。

　エ、エミリちゃんってもしや……女同士だと割とすぐ素が出て、男がいるとぶりっ子モードが発動するのだろうか？　やっぱりとんでもないビッチだな！

　それから、今は仕事のスケジュール的にも余よ裕ゆうがあるので、せっかくだからみんなでゲームでもしようということになった。茉莉ちゃんとみなせがエロゲをやろうと言うのを俺が全力で止めて（この人数でエロゲとか拷ごう問もんでしかないだろ……）、比ひ較かく的てき大人数で遊びやすいＷｉｉのスマブラをやることにした。

「ねえ、泉」

　最初にコントローラを手にした茉莉ちゃんとエミリちゃんがゲームに熱中して騒さわいでいる中、ソファーで隣となりに座るみなせが、不意に話し掛かけてくる。

「ＧＷ前……生駒さんと授業サボってたよね。あのとき……何か言ってくれたの？　みなせと仲良くしろ、とか……」

　みなせは周りに聞こえないくらいの控ひかえめなボリュームの声で、俺に尋ねた。

「え……いや、俺は大したことは言ってないよ。でも話してるうちに、今まで茉莉ちゃんは、みなせが自分に話し掛けてくるのは、ぼっちな自分を気に掛けてるだけだと思ってたらしいんだけど……そうじゃなくて、本当に仲良くなりたがってたんだ、ってことに気付いたみたいでさ」

　俺はみなせに軽く説明する。

「……！　そうだったんだ……。あたし、生駒さんと仲良くなれそうで嬉うれしい。推しのキャラはことごとく違ちがうし、好きなキャラの好み全然真逆だけど……初めてできたオタク友達だからさ！」

　みなせは嬉しそうに笑う。

「……！　そっか……。良かったな！」

　茉莉ちゃんとみなせが仲良くやっていけそうで、俺も嬉しかった。

「でもさ……泉と生駒さんって、なんか……あたしが思ってた以上に仲がいいみたいだね？」

「……えっ!?　そ、そう？」

　みなせはなんだか探さぐるような感じで俺の目を見て言う。

「うん。なんか……漫画の相あい方かたとか、友達とか、そういうんじゃなくて、それ以上の……なんか深い絆きずなで繫つながってる、って感じ」

　みなせは俺の目を見たまま何やら意味深な言葉を続ける。みなせの奴やつ、急に何言い出すんだ!?

「え!?　な、何言ってんだよ、別にそんなこと……」




「なんかちょっと、」『ピンポーン』




「……え……？」

　みなせの言葉の後半は、インターフォンによってかき消された。

「今、なんて……？」

「え……あ、あはは。何でもないよ」

　みなせは笑って誤ご魔ま化かそうとする。いや、何でもないとか言われても、すごく気になるんだが!?

「あーもう、今いいところなのに、誰だれよ!?　あ、泉、出て！」

　ゲーム中の茉莉ちゃんが、苛いら立だった様子で俺に命令した。

「え……」

「ほらもう、早く出てよっ！　私ゲームで手が離はなせないの見て分かるでしょ!?」

「あ、ああ……」

　こっちだって大事な話の最中だったっていうのに……。仕方なく、俺は席を立ち玄げん関かんへと向かう。

　俺が悶もん々もんとしながら玄関の扉とびらを開けると、そこには……。

「あ……杏あん璃りちゃん!?」

「！　お兄さん……会いたかった、です」

　一ヶ月ぶりに見る、杏璃ちゃんの姿があった。

　相変わらず無表情でクールな様子ながらも、すごいセリフをぶち込んでくる。よく見ると、頰ほおは少し赤らんでいた。さすがに小学生にそう言われても照れないけど……まあ、会いたかったって言ってもらえて、素す直なおに嬉しくはあるなあ。

「ここのところ、母さんに怪あやしまれて、なかなか姉さんの仕事場に来られなくて……」

「そ、そうだったんだ……。とにかく、上がってよ！　あ、今俺と茉莉ちゃんの友達とか来てるんだけど……」

「友達、ですか……。姉さんに、友達……」

　杏璃ちゃんは少し驚おどろいた様子で首を傾かしげる。

　俺は杏璃ちゃんを連れてリビングの扉を開けた。みんなの視線が一気に集まる。

「……！　杏璃……」

「あ、この子は杏璃ちゃんっていって、茉莉ちゃんの……」

　みなせと橋本、エミリちゃんに杏璃ちゃんを紹しよう介かいしようと、妹なんだ、と俺が最後まで言い切るより前に。

「キャ──ッ！　か、か、かんわいいぃぃぃぃ～～～～っ！　誰!?　この超ちよう絶ぜつ美少女……いやっ、美幼女は!?」

　みなせがすごい勢いで叫さけびながら、杏璃ちゃんの目の前まで駆かけ寄ってきた。目を輝かせて、もう大興奮状態だ。

「……っ!?」

　そんなみなせを、当然だが……杏璃ちゃんは完全に警けい戒かいしている。

「いや、茉莉ちゃんの妹さんの杏璃ちゃんで……」

「リアル妹ぉっ!?　なんておいしい属性が追加されたのっ!!　杏璃ちゃん!?　今おいくつなのかな!?」

「…………。し、知らない人に何か聞かれても、何も答えるなと母さんに言われているので……」

　杏璃ちゃんは怯おびえた様子で答える。

「え!?　知らない人じゃないよ！　あたしはお姉さんの生駒さんのお友達だから、全然怪しい者じゃないからねっ!?」

　いや、どう見ても怪しいぞ！　今のみなせは完全に変質者にしか見えない！

「ランドセル背負ってるってことは小学生だよね!?　小学生でリアル妹でツインテで美少女なんてもうっ……神こう々ごうしすぎるっ!!」

「ちょっと香月さん!?　うちの妹がびびってるじゃないの！　それ以上杏璃に近付かないでよ！」

　感動した様子で床ゆかの上で悶もだえているみなせを見て、さすがに俺はさっきの続きを聞く気にはなれなかった。もう完全にそういう空気じゃないしな……。

　みなせはさっき、一体なんて言ったんだろうか……？　その前から、俺と茉莉ちゃんが深い絆で繫がってる、とかわけ分からんこと言ってたし……。

　ものすごく気になるが、また機会を見て聞いてみるしかないな……。




「あ、そうだ！　生駒さん、今月の修学旅行で同じ班だよね！　楽しみだねーっ！」

「……！　え、ええ……そうね……」

　順番が回ってきたエミリちゃんと橋本がゲームで遊ぶ中、みなせと茉莉ちゃんの会話を聞いて、俺は修学旅行の存在を思い出した。

　そっか……茉莉ちゃんがまだみなせと打ち解けられていないときは、みなせの班に茉莉ちゃんが入ってしまってなんて気まずいのだろう、と冷や冷やしたものだが……今となっては、偶ぐう然ぜん二人が同じ班になれて本当に良かったな、と思う。

「へ～、今月そんなものあるんですかぁ？」

　ゲームの試合が終わったらしきエミリちゃんが振ふり向いて尋ねる。

「うん、学校で……」

「いつなんです？」

「確か四週目の平日、だったかな。四泊はく五日で……」

「随ずい分ぶん余よ裕ゆうなんですねえ……」

「……え？　何が……？」




「だって、四週目、って言ったら……原げん稿こうの締しめ切り間ま際ぎわじゃないですか」




「……っ!?」

「……そ、そ……そうだったわ……！」

　エミリちゃんの発言に、俺と茉莉ちゃんが一いつ斉せいに真っ青になった。

「え……もしかして、何も考えてなかったんですか？　お二人とも」

「やべ……ど、どうしよ!?　いやでも、今からちゃんと進めておけば……」

「でも二話目って一話目に続いて増ページだし、結構きついかも……一話目は二ヶ月近くあったから余裕だったけど、二話目はそうもいかないし……」

　俺と茉莉ちゃんは、どんどん青くなっていく。

「そうなの？　じゃあ、宿泊先に原稿持って来ちゃえば!?」

「ああ、それいいな！　俺手伝うぜ！　トーンとか、ベタ塗ぬりとか！」

　みなせと橋本は、脳天気にそんなことを言い出した。




　一難去って、また一難、とはこのことか……。

　期待と波乱に満ちた修学旅行を約三週間後に控ひかえ、俺は再び頭を抱かかえることとなるのだった。
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　こんにちは、お久しぶりです。著者の村むら上かみ凛りんです。この度たびは『オレと彼女の萌もえよペン』第二巻をご購入下さりありがとうございます。

　皆様の応援のおかげで、無事二巻を出すことができました。

　第一巻では『漫画を描かく』ということをメインに描写し、そのために一巻の間に一年近くもの時間が経過するという、今までにない展開の早さでしたが（笑）、第二巻ではもう少しキャラクターを掘り下げたり、人間関係の方をメインに描きたい、と思い、一気に時間の経過を遅くしてみました。

　私自身よく池袋のオタク的な店を巡めぐりに行くので、そのときのことなどを思い出しつつ、楽しそうな茉まつ莉りを描きながら、好きなものを買いに行くのって本当に本当に楽しいよね……！　と茉莉に共感しながら執筆しました（笑）。

　次巻では、『修学旅行』があったり、『同期会』があったりと漫画の方も人間関係の方も再び一波乱ある予感です。

　私の高校時代、執筆していた投稿用漫画原稿が、目標としていた新人賞の〆しめ切きりに間に合いそうになく、高校の研修合宿前に「どうしよう……」と悩んでいたところ、オタク友達が「合宿に持ってきたら手伝ってあげるよ！」と言ってくれ、実際本当に持ち込んで友人たちに手伝わせた、という経験があります（笑）。果たして泉せんと茉莉も私と同じ運命を辿たどることになってしまうのか……!?　是ぜ非ひ三巻で確認して頂けると嬉うれしいです。

　また、現在『ドラゴンマガジン』でも毎号この作品の短編を連載させて頂いております。本編よりもラブコメ分多めの内容となっておりますので、そちらもチェックして頂けると嬉しいです！

　さらに、森もりみさき先生によるコミカライズが『ドラゴンエイジ』にて連載中です。ラブコメシーンやサービスシーンにきゅんきゅんできる内容となっております！　そちらも宜よろしくお願い致します。森みさき先生、素敵なコミカライズを毎月ありがとうございます。

　秋あき奈なつかこ先生。いつも素敵なイラストをありがとうございます。本編以外にも、ツイッターで頻ひん繁ぱんに『萌えペン』の可愛かわいらしいイラストをあげてくださり、いつも元気を頂いております。

　それでは、次巻もお会いできたらとても嬉しいです。
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